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令和４年度鳥取県医師会事業報告 

［ R4.4.1～R5.3.31 ］ 

＜敬称略＞ 

１．庶務・経理関係 

 

１ 会員数について 

  令和５年３月末日現在、本会会員数は１,３９７名（Ａ１会員４０４名、Ａ２会員２１名、 

Ｂ会員９７２名）で、このうち、会費免除会員は１２９名である（令和５年５月１日受付分）。 

  更に、これを地区別に示せば次のとおりである。 

  ・東部５６４名、中部２２７名、西部５４６名、大学６０名 計１,３９７名 

 

 

２ 代議員について 

  令和５年３月末日現在の代議員及び予備代議員は次のとおりで、任期は、令和６年３月末日

までである。 

 〔代議員〕                          ◎ 議長 ○ 副議長 

   東 部   松浦喜房   石谷暢男   田泰之   尾﨑眞人   安陪隆明 

         池田光之   乾 俊彦   大竹 実   尾﨑隆之   尾﨑 舞 

         加藤達生   小坂博基   髙須宣行   高橋浩士   深澤 哲 

         藤田直樹   松田裕之   皆木真一   森下嗣威   渡邊健志 

   中 部  ○ 安梅正則   森尾泰夫   野田博司   福嶋寛子   福羅匡普 

         大谷英之   深田 悟   濵吉麻里 

   西 部  ◎ 根津 勝   岡空輝夫   安達敏明   仲村広毅   市場和志 

         金田周三   川谷俊夫   佐古博恒   角 賢一   瀬口正史 

         瀧田寿彦   野坂美仁   長谷川真弓  廣田 裕   吹野陽一 

         服岡泰司   福谷幸二   藤瀬雅史   細田明秀 

   鳥 大   中村廣繁   黒﨑雅道   千酌浩樹 

 

 〔予備代議員〕 

   東 部   麻木宏栄   石井泰史   石河利一郎  上山高尚   大石正博 

         大谷英之   岡田睦博   河上真巳   川口 馨   小濱美昭 

         杉本勇二   田中久雄   田中 開   中安弘幸   西浦清一 

         橋本篤徳   松下公紀   三木統夫   山本 尚   山脇美香 

   中 部   山本敏雄   大津敬一   岡田耕一郎  三原 聡   門脇義郎 

         山本 了   岡本 賢   野口圭太郎 

   西 部   大谷正史   越智 寛   面谷博紀   孝田雅彦   小酒慶一 

下山晶樹     武本 祐   谷口哲也   永井琢己   長田郁夫 

野村哲志     廣江ゆう   福井毅顕   舩木 聡   細田淑人 

松澤充子    南崎 剛   山田武史   脇田邦夫 

   鳥 大   萩野 浩   磯本 一   藤原義之 
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３ 役員について 

  令和４年度の役員は、次のとおりである。（＊は常任理事） 

 

 ◎ 任期：令和４年６月１８日開催の定例代議員会終結時 

   会  長   渡辺 憲 

   副 会 長   清水正人   小林 哲 

   理  事  ＊ 明穂政裕  ＊ 岡田克夫  ＊ 瀬川謙一  ＊ 田哲朗  ＊ 三上真顯 

          太田匡彦   秋藤洋一   松田隆子   岡田隆好   廣岡保明 

          永島英樹   來間美帆 

   監  事   新田辰雄   山﨑大輔 

   裁定委員   加藤大司   幡 碩之   井東弘子   中本健太郎 

          木村禎宏   佐々木博史  坂口茂正   花木啓一 

   顧  問   入江宏一   長田昭夫   魚谷 純 

   日医代議員  渡辺 憲   清水正人 

   同予備代議員 松浦喜房   米川正夫 

 

 

 ◎ 任期：令和６年６月開催予定の定例代議員会終結時 

   会  長   渡辺 憲 

   副 会 長   清水正人   小林 哲 

   理  事  ＊ 岡田克夫  ＊ 瀬川謙一  ＊ 田哲朗  ＊ 三上真顯  ＊ 秋藤洋一 

        ＊ 松田 隆   太田匡彦   岡田隆好   廣岡保明   永島英樹 

          來間美帆   橋田祐一郎 

   監  事   山﨑大輔   宮﨑 聡 

   裁定委員   大谷 武   幡 碩之   林 裕史   井東弘子     中本健太郎 

 木村禎宏   渡邊淳子   小竹 寛   難波範行 

   顧  問   入江宏一   長田昭夫   魚谷 純 

   日医理事   渡辺 憲 

   日医代議員  清水正人   小林 哲 

   同予備代議員 根津 勝 
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４ 役員会務分担について 

  令和４年度の役員会務分担は、次のとおりである。 

 

役 員 会 務 分 担 

 

任期：令和４年６月１８日開催の定例代議員会終結時 

会 務 項 目 主 担 当 副 担 当 

 総 務 明穂 岡田(克) 

 財 務 瀬川 明穂 

 生涯教育、学術、専門医制度、医療倫理 廣岡 秋藤･岡田(隆)･永島 

 医療保険 三上 瀬川･秋藤 

 かかりつけ医、在宅医療、介護保険、高齢者福祉 

 障がい者福祉 
瀬川 小林･三上･太田 

 労災保険、自賠責保険 小林 清水･明穂 

 健康対策協議会 岡田(克) 瀬川･秋藤 

 感染症、新型コロナウイルス感染症対策 秋藤 岡田(克)･岡田(隆) 

 医療安全、医療事故調査報告制度、診療情報開示 

（個人情報保護）、職業倫理、自浄作用 
明穂 清水･廣岡･永島 

 医事紛争 明穂 清水･小林･ 田・來間 

 救急医療、防災対策 清水 太田･廣岡・來間 

 広報、会報編集 田 秋藤･岡田(隆) 

 情報システム 田 岡田(克) 

 臨床検査 小林 太田･松田 

 学校医、学校保健、少子化対策 岡田(隆) 瀬川･ 田 

 産業医、産業保健 秋藤 小林･岡田(克)･松田 

 健康スポーツ医 太田 清水･ 田 

 医療関係職種、共同利用施設 清水 松田 

 勤務医対策、医師会組織強化対策、医師の働き方改革 永島 岡田(隆)・廣岡 

 女性医師対策 松田 岡田(克)･永島・來間 

 医療政策、環境対策、外国人医療対策 來間 清水･明穂 

 メンタルヘルス、自殺対策 秋藤 田･松田 

 糖尿病対策 太田 瀬川･松田 

 禁煙指導対策 三上 秋藤 

 有床診療所対策 清水 三上 

 死体検案等関連対策、死因究明 廣岡 清水･小林・來間 
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役 員 会 務 分 担 

 

任期：令和４年６月１８日～令和６年６月開催予定の定例代議員会終結時 

会 務 項 目 主 担 当 副 担 当 

 総 務 瀬川 岡田(克)･秋藤 

 財 務 瀬川 三上･太田 

 生涯教育、学術、専門医制度、医療倫理 廣岡 秋藤･岡田(隆)･永島･橋田 

 医療保険 三上 瀬川･秋藤･松田 

 かかりつけ医、在宅医療、介護保険、高齢者福祉 

 障がい者福祉 
三上 小林･太田 

 労災保険、自賠責保険 小林 清水 

 健康対策協議会 岡田(克) 秋藤･瀬川 

 感染症、新型コロナウイルス感染症対策 秋藤 岡田(隆)･松田･橋田 

 医療安全、医療事故調査報告制度、診療情報開示 

（個人情報保護）、職業倫理、自浄作用 
瀬川 清水･太田・廣岡･永島 

 医事紛争 瀬川 清水･小林･ 田 

 救急医療、防災対策 清水 太田･廣岡･松田 

 広報、会報編集 田 秋藤･岡田(隆)･橋田 

 情報システム 田 岡田(克)･松田 

 臨床検査 小林 太田 

 学校医、学校保健、少子化対策 岡田(隆) 瀬川・ 田･松田･橋田 

 産業医、産業保健 秋藤 小林･岡田(克)･來間 

 健康スポーツ医 太田 清水･ 田 

 医療関係職種、共同利用施設 松田 清水 

 勤務医対策、医師会組織強化対策、医師の働き方改革 永島 秋藤･岡田(隆)･廣岡･橋田 

 男女共同参画 來間 永島･秋藤･橋田 

 医療政策 清水 小林・廣岡・永島 

 環境対策、外国人医療対策 橋田 來間 

 メンタルヘルス、自殺対策 松田 秋藤･來間･橋田 

 糖尿病対策 太田 小林･來間 

 禁煙指導対策 松田 三上 

 有床診療所対策 清水 三上 

 死体検案等関連対策、死因究明 廣岡 清水･小林･橋田 
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５ 各種委員会委員の委嘱について 

◎ 任期：令和４年６月１８日開催の定例代議員会終結時 

 

（１）医療保険委員会委員（担当：三上常任理事） 

【委員長】※三上真顯    【副委員長】下田光太郎 

  ※清水正人   ※小林 哲   ※明穂政裕   ※岡田克夫   ※瀬川謙一 

  ※ 田哲朗   ※秋藤洋一 

   阿藤孝二郎   杉本勇二    工藤浩史    松木 勉 

   田泰之    髙須宣行    岸本幸廣 

   尾﨑眞人    松田裕之    岡田耕一郎   明島亮二 

   安達敏明    山﨑大輔    山本一博 

※常任委員会委員 

（２）医療安全対策委員会委員（診療情報提供推進委員会を含む）（担当：明穂常任理事） 

  ※渡辺 憲   ※清水正人   ※小林 哲   ※明穂政裕   ※太田匡彦 

   廣岡保明    松岡真弓（県立中央病院看護局長）    川中修一（顧問弁護士） 

   中野淳太郎（県医療・保険課長）  清水浩幸（鳥取赤十字病院薬剤部長）  松本美智子（県看護協会長） 

   石谷暢男    松田 隆    根津 勝    原田 省 

※常任委員会委員 

（３）職業倫理･自浄作用活性化委員会委員(担当：明穂常任理事) 

【委員長】渡辺 憲 

   清水正人    小林 哲    明穂政裕    廣岡保明 

   石谷暢男    松田 隆    根津 勝 

 

（４）医事紛争処理委員会委員（担当：明穂常任理事） 

【委員長】渡辺 憲    【副委員長】清水正人 

   小林 哲    明穂政裕    田哲朗    來間美帆 

   中曽庸博    神鳥高世 

   石谷暢男    髙須宣行    渡邊健志 

   松田 隆    安梅正則    根津 勝    岡空輝夫    福谷幸二 

 

（５）生涯教育委員会委員（担当：廣岡理事） 

【委員長】廣岡保明 

   秋藤洋一    岡田隆好    永島英樹 

   加藤達生    田中久雄    野田博司    皆川幸久 

   吹野陽一    角 賢一    原田 省    中村廣繁 

 

（６）広報委員会委員（担当： 田常任理事） 

【委員長】 田哲朗 

   秋藤洋一    岡田隆好 

   松田裕之    髙須宣行    森廣敬一    福嶋寛子    仲村広毅 

   廣江ゆう    原田 省 

 

 

 



- 6 - 

（７）会報編集委員会委員（担当： 田常任理事） 

   小林 哲    田哲朗    太田匡彦    岡田隆好 

   武信順子    中安弘幸    山根弘次    宍戸英俊    懸樋英一 

 

（８）情報システム運営委員会委員（担当： 田常任理事） 

【委員長】 田哲朗    【副委員長】清水正人 

   岡田克夫    秋藤洋一 

   加藤達生    明島亮二    瀧田寿彦    近藤博史 

 

（９）感染症危機管理対策委員会委員（担当：秋藤理事） 

【委員長】秋藤洋一 

   小林 哲    岡田克夫    岡田隆好 

   石谷暢男    山本敏雄    長田郁夫    千酌浩樹 

 

（10）臨床検査精度管理委員会委員（担当：小林副会長） 

【委員長】小林 哲 

   太田匡彦    松田隆子 

   田泰之    大津敬一    廣田 裕 

   湯田範規（鳥取県臨床検査技師会長）   木下敬一郎（鳥取赤十字病院検査部） 

 

（11）介護保険対策委員会委員（担当：小林副会長） 

【委員長】小林 哲 

   清水正人    瀬川謙一    三上真顯    太田匡彦 

   橋本篤徳    藤井武親    細田明秀    浦上克哉 

 

（12）鳥取県自動車保険医療指導委員会委員（担当：小林副会長） 

   清水正人    小林 哲    明穂政裕    來間美帆 

   池田光之    森尾泰夫    山﨑大輔 

 

（13）鳥取医学雑誌編集委員会委員（担当：廣岡理事） 

【委員長】廣岡保明    【副委員長】秋藤洋一    大石正博 

   明穂政裕    杉本勇二    田泰之    中本 周    下田 学 

   齊藤博昭    大野原良昌   松田隆子    森尾泰夫    岡田隆好 

   岡野 徹    濱本哲郎    岸本幸廣    杉谷 篤    花木啓一 

   西村元延    河口剛一郎 

 

（14）定款・諸規程改正検討委員会委員（担当：明穂常任理事） 

【委員長】清水正人 

   小林 哲    明穂政裕    岡田克夫    來間美帆 

   尾﨑眞人    松田裕之    安梅正則    野田博司 

   安達敏明    田哲朗    西村元延 
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（15）母体保護法指定医師審査委員会委員（担当：明穂常任理事） 

【委員長】中曽庸博 

   村江正始    高橋弘幸    大野原良昌   伊藤隆志    脇田邦夫 

   原田 省（鳥大医学部教授） 

 

（16）母体保護法指定医師不服審査委員会委員（担当：明穂常任理事） 

   川中修一（顧問弁護士）   松本美智子（県看護協会長） 

   石谷暢男  松田 隆  根津 勝 

 

（17）学校医・園医部会運営委員会委員（担当：岡田理事） 

【委員長】岡田隆好    【副委員長】瀬川謙一 

   明穂政裕    田哲朗    三上真顯    松田隆子 

   石谷暢男    大谷英之    岡田耕一郎   岡本 賢    岡空輝夫 

   細田淑人 

 

（18）健康スポーツ医委員会委員（担当：太田理事） 

【委員長】清水正人    【副委員長】 田哲朗    太田匡彦 

   髙須宣行    大山行教    瀧田寿彦    永島英樹 

 

（19）産業医部会運営委員会委員（担当：秋藤理事） 

【委員長】黒沢洋一    【副委員長】小林 哲 

   尾﨑米厚    岡田克夫    三上真顯    秋藤洋一    松田隆子 

   加藤達生    後藤大輔    福嶋寛子    大石一康 

   越智 寛    福谷幸二 

 

（20）勤務医委員会委員（担当：永島理事） 

【委員長】永島英樹    【副委員長】清水正人    廣岡保明 

〔地区推薦〕足立誠司    皆川幸久    南崎 剛    花島律子 

〔県医推薦〕 

  三浦さおり（県立中央病院）    山代 豊（鳥取赤十字病院） 

  角田直子（鳥取生協病院）     土居 充（鳥取医療センター） 

  米谷 康（岩美病院）       大谷恭一（智頭病院） 

  鈴木一則（県立厚生病院）     水田栄之助（山陰労災病院） 

  津田公子（済生会境港総合病院）  村田裕彦（西伯病院） 

 

（21）労災保険委員会委員・自賠責保険委員会委員（担当：小林副会長） 

【委員長】清水正人 

   小林 哲    明穂政裕    來間美帆 

   池田光之    石井博之    山﨑大輔 

 

（22）禁煙指導対策委員会委員(担当：三上常任理事) 

【委員長】清水正人 

   三上真顯    秋藤洋一 

   安陪隆明    安梅正則    面谷博紀    今村武史 
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（23）鳥取県糖尿病対策推進会議委員(担当：太田理事) 

【委員長】渡辺 憲   【副委員長】瀬川謙一 

   小林 哲    明穂政裕    太田匡彦    松田隆子    村尾和良 

   尾﨑 舞    大津敬一    越智 寛    大倉 毅    藤岡洋平 

   谷口晋一（日本糖尿病学会中国四国支部・鳥取大学医学部）   楢﨑晃史（鳥取県糖尿病協会） 

   萬井 実（県健康政策課長）  森下幸子（県市町村保健師協議会）   隅田秀樹（県歯科医師会） 

   國森公明（県薬剤師会）    新庄加代子（県看護協会）      磯部紀子（県栄養士会） 

 

（24）救急・災害対策委員会委員（担当：清水副会長） 

【委員長】清水正人 

   小林 哲    岡田克夫    太田匡彦    廣岡保明    來間美帆 

   田泰之    山本敏雄    多喜小夜    本間正人 

 

（25）女性医師支援委員会委員（担当：松田理事） 

【委員長】秋藤洋一 

   岡田克夫    松田隆子    永島英樹 

   尾﨑 舞    福嶋寛子    來間美帆    花島律子 

   大羽沢子（鳥大医学部附属病院ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ支援ｾﾝﾀｰ副ｾﾝﾀｰ長） 
 
（26）医療倫理委員会委員(担当：廣岡理事) 

【委員長】渡辺 憲    【副委員長】明穂政裕 

   清水正人    小林 哲    廣岡保明 

   尾﨑 舞    野田博司    吹野陽一 

   杉谷 篤    松本美智子（県看護協会長）   笠見孝徳（県医療政策課長） 

 

（27）学校検尿対策委員会委員(担当：岡田理事) 

【委員長】岡田隆好 

   岡田克夫    瀬川謙一    深澤 哲    宇都宮 靖 

   妹尾磯範    笠木正明    岡田晋一    高田治美（県体育保健課長） 

   石谷暢男    河場康郎    長田郁夫 
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６ 各種委員会委員の委嘱について 

◎ 任期：令和６年６月開催予定の定例代議員会終結時 

 

（１）医療保険委員会委員（担当：三上常任理事） 

【委員長】※三上真顯    【副委員長】阿藤孝二郎 

  ※清水正人   ※小林 哲   ※岡田克夫   ※瀬川謙一   ※ 田哲朗 

  ※秋藤洋一   ※松田 隆 

   杉本勇二    工藤浩史    松木 勉 

   下田光太郎   田泰之    岸本幸廣    髙須宣行 

   尾﨑眞人    松田裕之    岡田耕一郎   明島亮二 

   仲村広毅    山﨑大輔    山本一博 

※常任委員会委員 

（２）医療安全対策委員会委員（診療情報提供推進委員会を含む）（担当：瀬川常任理事） 

  ※渡辺 憲   ※清水正人   ※小林 哲   ※瀬川謙一   ※太田匡彦 

   廣岡保明    西山あゆみ（県立中央病院看護局長）    川中修一（顧問弁護士） 

   米田裕一（県医療・保険課長）  清水浩幸（鳥取赤十字病院薬剤部長）  松本美智子（県看護協会長） 

   石谷暢男    安梅正則    根津 勝    原田 省 

※常任委員会委員 

（３）職業倫理･自浄作用活性化委員会委員(担当：瀬川常任理事) 

【委員長】渡辺 憲 

   清水正人    小林 哲    瀬川謙一    廣岡保明 

   石谷暢男    安梅正則    根津 勝 

 

（４）医事紛争処理委員会委員（担当：瀬川常任理事） 

【委員長】渡辺 憲    【副委員長】清水正人 

   小林 哲    瀬川謙一    田哲朗    松田 隆 

   中曽庸博    神鳥高世 

   石谷暢男    髙須宣行    渡邊健志 

   安梅正則    深田 悟    根津 勝    岡空輝夫    福谷幸二 

 

（５）生涯教育委員会委員（担当：廣岡理事） 

【委員長】廣岡保明 

   秋藤洋一    岡田隆好    永島英樹    橋田祐一郎 

   加藤達生    田中久雄    山本 了    皆川幸久 

   服岡泰司    近藤 亮    原田 省    中村廣繁 

 

（６）広報委員会委員（担当： 田常任理事） 

【委員長】 田哲朗 

   秋藤洋一    岡田隆好    橋田祐一郎 

   松田裕之    髙須宣行    森廣敬一    濵吉麻里 

   仲村広毅    山﨑大輔    原田 省 
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（７）会報編集委員会委員（担当： 田常任理事） 

   小林 哲    田哲朗    太田匡彦    岡田隆好 

   武信順子    中安弘幸    山根弘次    懸樋英一 

 

（８）情報システム運営委員会委員（担当： 田常任理事） 

【委員長】 田哲朗    【副委員長】清水正人 

   岡田克夫    秋藤洋一    松田 隆 

   加藤達生    明島亮二    瀧田寿彦    黒﨑雅道 

 

（９）感染症危機管理対策委員会委員（担当：秋藤常任理事） 

【委員長】秋藤洋一 

   小林 哲    松田 隆    岡田隆好    橋田祐一郎 

   石谷暢男    明島亮二    長田郁夫    千酌浩樹 

 

（10）臨床検査精度管理委員会委員（担当：小林副会長） 

【委員長】小林 哲 

   松田 隆    太田匡彦 

   田泰之    野田博司    廣田 裕 

   湯田範規（鳥取県臨床検査技師会長）    遠藤由香利（鳥大医学部附属病院病理部） 

 

（11）介護保険対策委員会委員（担当：小林副会長） 

【委員長】小林 哲 

   清水正人    瀬川謙一    太田匡彦 

   橋本篤徳    野口圭太郎   三上真顯    花島律子 

 

（12）鳥取県自動車保険医療指導委員会委員（担当：小林副会長） 

   清水正人    小林 哲    太田匡彦    來間美帆 

   池田光之    福嶋寛子    山﨑大輔 

 

（13）鳥取医学雑誌編集委員会委員（担当：廣岡理事） 

【委員長】廣岡保明    【副委員長】大石正博    松田隆子 

   杉本勇二    田泰之    下田 学    徳安祐輔 

   上垣 崇    松尾諒一    山根弘次    齊藤博昭 

   懸樋英一    岡田隆好    濱本哲郎    岸本幸廣 

   杉谷 篤    岡野 徹    岡田晋一    遠藤宏治 

   西村元延    河口剛一郎 

 

（14）定款・諸規程改正検討委員会委員（担当：瀬川常任理事） 

【委員長】清水正人 

   小林 哲    岡田克夫    瀬川謙一    三上真顯 

   尾﨑眞人    松田裕之    安梅正則    野田博司 

   安達敏明    田哲朗    西村元延 
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（15）母体保護法指定医師審査委員会委員（担当：瀬川常任理事） 

【委員長】中曽庸博 

   村江正始    高橋弘幸    周防加奈    脇田邦夫 

   大野原良昌   谷口文紀（鳥大医学部教授） 

 

（16）母体保護法指定医師不服審査委員会委員（担当：瀬川常任理事） 

   川中修一（顧問弁護士）   松本美智子（県看護協会長） 

   石谷暢男  安梅正則  根津 勝 

 

（17）学校医・園医部会運営委員会委員（担当：岡田理事） 

【委員長】岡田隆好    【副委員長】松田 隆 

   瀬川謙一    田哲朗    橋田祐一郎   長田郁夫 

   石谷暢男    大谷英之    岡田耕一郎   岡本 賢    岡空輝夫 

   細田淑人 

 

（18）健康スポーツ医委員会委員（担当：太田理事） 

【委員長】清水正人    【副委員長】 田哲朗    太田匡彦 

   髙須宣行     野口圭太郎    瀧田寿彦    榎田 誠 

 

（19）産業医部会運営委員会委員（担当：秋藤常任理事） 

【委員長】尾﨑米厚    【副委員長】小林 哲 

   岡田克夫    三上真顯    秋藤洋一    來間美帆 

   加藤達生    後藤大輔    福嶋寛子    門脇義郎 

   越智 寛    福谷幸二        森田明美（R5.2.2～） 

 

（20）勤務医委員会委員（担当：永島理事） 

【委員長】永島英樹    【副委員長】清水正人    廣岡保明 

   秋藤洋一    岡田隆好    橋田祐一郎 

〔地区推薦〕足立誠司    尾﨑 舞    皆川幸久    深田 悟 

      南崎 剛    近藤 亮    花島律子 

〔県医推薦〕 

  三浦さおり（県立中央病院）    山代 豊（鳥取赤十字病院） 

  角田直子（鳥取生協病院）     土居 充（鳥取医療センター） 

  米谷 康（岩美病院）       大谷恭一（智頭病院） 

  鈴木一則（県立厚生病院）     水田栄之助（山陰労災病院） 

  津田公子（済生会境港総合病院）  村田裕彦（西伯病院） 

 

（21）労災保険委員会委員・自賠責保険委員会委員（担当：小林副会長） 

【委員長】小林 哲 

   清水正人    太田匡彦    來間美帆 

   池田光之    福嶋寛子    山﨑大輔 
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（22）禁煙指導対策委員会委員(担当：松田常任理事) 

【委員長】松田 隆 

   清水正人    三上真顯    秋藤洋一 

   安陪隆明    明島亮二    面谷博紀    今村武史 

 

（23）鳥取県糖尿病対策推進会議委員(担当：太田理事) 

【委員長】渡辺 憲   【副委員長】太田匡彦 

   小林 哲    來間美帆    村尾和良    大倉 毅 

   尾﨑 舞    山本 了    越智 寛 

   谷口晋一（日本糖尿病学会中国四国支部・鳥取大学医学部）   楢﨑晃史（鳥取県糖尿病協会） 

   萬井 実（県健康政策課長）  森下幸子（県市町村保健師協議会）   隅田秀樹（県歯科医師会） 

   油谷章吉（県薬剤師会）    新庄加代子（県看護協会）      磯部紀子（県栄養士会） 

 

（24）救急・災害対策委員会委員（担当：清水副会長） 

【委員長】清水正人 

   小林 哲    岡田克夫    松田 隆    太田匡彦 

   廣岡保明    來間美帆 

   田泰之    深田 悟    仲村広毅    本間正人 

 

（25）男女共同参画推進委員会委員（担当：來間理事） 

【委員長】秋藤洋一 

   永島英樹    橋田祐一郎   松田隆子 

   尾﨑 舞    濵吉麻里    來間美帆    花島律子 

   大羽沢子（鳥大医学部附属病院ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ支援ｾﾝﾀｰ副ｾﾝﾀｰ長） 
 
（26）医療倫理委員会委員(担当：廣岡理事) 

【委員長】渡辺 憲    【副委員長】瀬川謙一 

   清水正人    小林 哲    廣岡保明 

   尾﨑 舞    野田博司    佐々木修治 

   杉谷 篤    松本美智子（県看護協会長）   壱岐幸子（県医療政策課長） 

 

（27）学校検尿対策委員会委員(担当：岡田理事) 

【委員長】岡田隆好 

   瀬川謙一    松田 隆    深澤 哲    宇都宮 靖 

   河場康郎    笠木正明    岡田晋一    岡空輝夫 

   高田治美（県体育保健課長） 

   石谷暢男    野口圭太郎    長田郁夫 

 

 

６ 顧問弁護士・顧問税理士・顧問社労士について 

  令和５年３月末日現在、次のとおりである。 

    顧問弁護士    川中修一（米子市） 

    顧問税理士    岸本信一（鳥取市） 

    顧問社労士    吉田佳寿美（鳥取市） 
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７ 厚生労働省、県、関係団体委員会委員の推薦について 

  令和４年度に本会が推薦した厚生労働省、県、関係団体委員会委員は、次のとおりである。

委員会の審議にあたっては、本会方針の反映に努めた（一部本会推薦以外も含む）。 

 

〔厚生労働省：地域医療計画課〕 

 １ 地域医療構想アドバイザー（至R5.8.31） 

    魚谷 純 

 

〔鳥取県〕 

 １ 鳥取県コロナに打ち克つ新しい県民生活推進協議会委員 

    秋藤洋一 

 ２ ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４実行委員会委員（常任委員） 

    渡辺 憲 

 ３ ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４実行委員会宿泊・輸送等専門委員会 

    太田匡彦（副委員長） 

 

〔鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部事務局：新型コロナウイルス接種推進チーム〕 

 １ 鳥取県新型コロナウイルスワクチン接種健康被害調査委員会委員（至R5.3.31） 

    秋藤洋一    田哲朗 

 

〔鳥取県福祉保健部健康医療局：医療政策課〕 

 １ 鳥取県准看護師試験委員（至R6.7.18） 

    松永典子（～R4.7.18）    下山晶樹 

 ２ 鳥取県医療審議会委員（至R6.10.16） 

    渡辺 憲   坂本雅彦   瀬川謙一（～R4.10.16）   清水正人（R4.10.17～） 

 ３ 鳥取県医療審議会医療法人部会委員（至R6.10.16） 

    瀬川謙一（～R4.10.16）   清水正人（R4.10.17～） 

 ４ 鳥取県地域医療対策協議会委員（至R5.11.21） 

    明穂政裕（～R4.8.31）  瀬川謙一（R4.9.15～） 

 ５ 鳥取県精度管理専門委員会委員（至R6.3.31） 

    小林 哲 

 ６ 鳥取県ドクターヘリ運航調整委員会委員 

    清水正人 

 ７ 鳥取県ドクターヘリ運航連絡会議 

    清水正人 

 ８ 鳥取県地域医療支援センター運営委員会委員（至R6.3.31） 

    渡辺 憲 

 ９ 鳥取県災害医療コーディネーター（至R5.11.17） 

    清水正人   太田匡彦   高橋弘幸   田村明子 

 10 鳥取県死因究明等推進協議会委員（至R6.2.13） 

    後藤大輔 

 11 ＩＣＴを活用した医療機関における情報化推進会議 

    田哲朗   米川正夫 
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 12 新型コロナウイルス感染症に係る入院医療トリアージセンター（災害医療コーディネーター） 

    清水正人（救急）   太田匡彦（透析） 

 13 腎疾患に関する医療提供体制検討会 

    小林 哲 

 

〔鳥取県福祉保健部健康医療局：健康政策課〕 

 １ 鳥取県感染症対策協議会委員（至R7.4.6） 

    木下朋絵   瀬口正史   倉信奈緒美   倉信裕樹（～R7.4.19） 

    秋藤洋一（～R8.2.16） 

 ２ 鳥取県感染症対策協議会（解析部会）委員（至R7.4.6） 

    木下朋絵   瀬口正史   倉信裕樹   倉信奈緒美 

 ３ 鳥取県がん対策推進県民会議委員（至R6.10.6） 

    岡田克夫 

 ４ 鳥取県健康づくり文化創造推進県民会議 

（鳥取県健康づくり文化創造推進会議及び心といのちを守る県民運動）委員（至R7.7.6） 

    秋藤洋一 

 ５ 鳥取県健康づくり文化創造推進県民会議 

（鳥取県健康づくり文化創造推進会議・鳥取県8020運動推進協議会）委員（至R8.2.19） 

    松田隆子（～R4.6.19）  松田 隆（R4.8.30～） 

 

〔鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局：長寿社会課〕 

 １ 第８期鳥取県介護保険事業支援計画及び老人福祉計画策定・推進委員会委員（至R5.3.31） 

    乾 俊彦 

 ２ 鳥取県喀痰吸引等研修実施委員会委員（至R7.4.27） 

    麻木俊宏 

 

〔鳥取県福祉保健部健康医療局：医療・保険課〕 

 １ 鳥取県医療安全推進協議会委員（至R6.10.31） 

    太田匡彦 

 ２ 鳥取県ワクチン流通等対策委員会委員 

    笠木正明 

 ３ 鳥取県後期高齢者医療審査会委員（至R5.4.30） 

    寺岡 均 

 ４ 社会保険医療担当者指導員（至R5.5.31） 

    内  科  坂本雅彦   吉田明雄   下田光太郎  杉本勇二   松木 勉 

          中安弘幸   陶山和子   神谷 剛   田中孝幸 

    外  科  森本啓介 

    整形外科  阿藤孝二郎 

    小 児 科  深澤雅子 

    耳 鼻 咽 喉 科  竹内裕美 

    精 神 科  田中 潔 

    眼  科  伊藤久太朗 

    皮 膚 科  葉狩良孝   西浦清一 

    泌尿器科  井上明道   早田俊司 
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    脳 外 科  紙谷秀規 

    産婦人科  小倉洋之   村江正始 

 ５ 鳥取県国民健康保険審査会委員（至R4.9.20） 

    森 英俊 

 ６ 鳥取県薬物乱用対策推進本部委員（至R6.1.31） 

    安陪隆明 

 ７ 鳥取県医療費適正化計画策定評価委員会委員（至R7.3.16） 

    來間美帆 

 ８ 鳥取県国民健康保険運営協議会委員（至R6.10.20） 

    田中敬子 

 

〔鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局：福祉保健課〕 

 １ 鳥取県社会福祉審議会委員（至R6.10.22） 

    小林 哲   髙田耕吉 

 ２ 鳥取県社会福祉審議会臨時委員 （至R6.10.22） 

    井上明道   岩下香代子  大槻亮二   倉信耕爾   藏増亜希子 

    清水 哲   元田欽也   森本啓介   大谷英之（児童福祉専門分科会） 

 

〔鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局：福祉監査指導課〕 

 １ 生活保護に係る嘱託医（至R6.3.31） 

    秋藤洋一   山田武史 

 

〔鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局：障がい福祉課〕 

 １ 鳥取県障害者介護給付費等不服審査会委員（至R4.8.15） 

    髙須宣行   竹内亜理子 

 ２ 鳥取県社会福祉審議会 

   心身障がい福祉専門分科会指定医師等審査部会委員（至R6.10.22） 

    小林 哲（委員長）     井上明道   森本啓介   大槻亮二 

    倉信耕爾   藏増亜希子  岩下香代子  清水 哲   元田欽也 

 ４ 鳥取県精神保健福祉医療協議会委員（鳥取県アルコール健康障害・依存症対策会議） 

（至R6.7.8） 尾﨑 舞 

 

〔鳥取県子育て・人材局：家庭支援課〕 

 １ 鳥取県小児慢性特定疾患審査会委員 

    岡田晋一 

 ２ 精神科領域の治療等を緊急に要する施設入所児童の対応に係る協力医療機関 

    竹内亜理子   兼子幸一   岩田正明 

 

〔鳥取県子育て・人材局：子育て王国課〕 

 １ 鳥取県青少年問題協議会委員（至R5.7.10） 

    松浦順子 
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〔鳥取県危機管理局：危機管理政策課〕 

 １ 鳥取県防災会議委員（至R6.5.31） 

    太田匡彦 

 

〔鳥取県危機管理局：消防防災課〕 

 １ 鳥取県救急搬送高度化推進協議会委員（至R7.5.15） 

    山﨑大輔 

 ２ 鳥取県応急手当普及推進会議委員 

    清水正人 

 

〔鳥取県総務部：福利厚生課〕 

 １ 鳥取県公務災害補償等審査会委員（至R8.2.7） 

    山本 尚 

 ２ 鳥取県公務災害補償等認定委員会委員（至R8.2.7） 

    岡田浩子（～R4.12.8）  松浦喜房（R5.2.8～） 

 ３ 地方公務員災害補償基金鳥取県支部審査会委員（至R8.2.7） 

    山本 尚 

 

〔鳥取県病院局：総務課〕 

 １ 鳥取県立病院運営評議会委員（至R6.7.31） 

    渡辺 憲 

 

〔鳥取県生活環境部：くらしの安心局くらしの安心推進課〕 

 １ 鳥取県性暴力被害者支援協議会 

    会長：村江正始  委員：片桐千恵子  中曽庸博  田治米佳世 

 

〔鳥取県令和新時代創造本部：女性活躍推進課〕 

 １ 鳥取県男女共同参画審議会委員（至R6.5.14） 

    片桐千恵子 

 

〔鳥取県学校保健会〕 

 １ 学校保健会（至R6.6 理事会） 

    会長：渡辺 憲 

 ２ 学校安全表彰審査会委員（至R6.6 理事会） 

    渡辺 憲（鳥取県学校保健会長） 

 ３ 第６６回中国地区学校保健研究協議大会会長（兼顧問） 

    渡辺 憲 

 ４ 第６６回中国地区学校保健研究協議大会実行委員会委員 

    瀬川謙一 

 

〔鳥取県教育委員会事務局：体育保健課〕 

 １ 鳥取県学校結核対策委員会委員 

    笠木正明 
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 ２ 鳥取県がん教育推進協議会委員（至R7.3.31） 

    尾﨑眞人 

 

〔鳥取県教育委員会事務局：教育総務課〕 

 １ 鳥取県教育委員会職員健康管理審査会（神経・精神障がい健康審査会）委員（至R5.3.31） 

    幡 雄一郎 

 

〔鳥取県教育委員会事務局：いじめ・不登校総合対策センター〕 

 １ 鳥取県いじめ・不登校対策連絡協議会委員 

    長石純一 

 

〔鳥取県教育委員会事務局：社会教育課〕 

 １ ケータイ・インターネット教育啓発推進協議会委員（至R5.5.31） 

    松田 隆 

 

〔鳥取労働局〕 

 １ 労災保険診療費審査委員：医師会推薦（至R7.3.31） 

    明穂政裕   中島匡敏   山縣 昇 

   労災保険診療費審査委員：労働局推薦（至R7.3.31） 

    森下嗣威   石井博之   南崎 剛 

 ２ 労災協力医：労働局・医師会推薦（至R8.3.31） 

    坂本雅彦   杉本勇二   田泰之   下田 学   竹内裕美 

    倉信耕爾   蔵増亜希子  那須吉郎   前田和久   岡田浩子 

 ３ 地方労災医員：労働局推薦（至R7.3.31） 

    髙橋敏明   阿藤孝二郎  岡野 徹   近藤慎二 

    助川鶴平（至R6.3.31）  幡 碩之（至R6.3.31）  塩﨑かおる（至R6.3.31） 
 ４ 健康管理医（メンタルヘルス担当）（至R5.3.31） 

    髙田耕吉 

 ５ 治療と仕事の両立支援のための「鳥取県地域両立支援推進チーム」委員 

    秋藤洋一 

 ６ 職業病相談員（至R6.3.31） 

    岡田浩子 

 

〔厚生労働省中国四国厚生局〕 

 １ 中国地方社会保険医療協議会診療側委員（至R5.9.30） 

    渡辺 憲 

 ２ 中国地方社会保険医療協議会鳥取部会診療側委員（至R5.9.30） 

    渡辺 憲 

 

〔中国四国厚生局鳥取事務所〕 

 １ 保険指導医（至R5.3.31） 

    内  科  坂本雅彦   吉田明雄   下田光太郎  杉本勇二   松木 勉 

          中安弘幸   陶山和子   神谷 剛   田中孝幸 

    外  科  森本啓介 
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    整 形 外 科  阿藤孝二郎 

    小 児 科  深澤雅子 

    耳 鼻 咽 喉 科  竹内裕美 

    精 神 科  田中 潔 

    眼  科  伊藤久太朗 

    皮 膚 科  葉狩良孝   西浦清一 

    泌尿器科  井上明道   早田俊司 

    脳 外 科  紙谷秀規 

    産婦人科  小倉洋之   村江正始 

 

〔鳥取大学〕 

 １ 国立大学法人鳥取大学学長選考・監察会議委員（至R7.3.31） 

    渡辺 憲 

 

 ２ 国立大学法人鳥取大学経営協議会委員（至R7.3.31） 

    渡辺 憲 

 

〔鳥取大学医学部〕 

 １ 鳥取大学医学部地域医療学講座あり方懇話会委員（至R6.3.31） 

    渡辺 憲 

 

〔鳥取大学医学部附属病院〕 

 １ 鳥取県がん診療連携協議会委員（至R6.3.31） 

    渡辺 憲   小林 哲 

 ２ 子どもの心の診療ネットワーク会議委員（任期：事業完了時） 

    岡田隆好 

 

〔鳥取県警察本部：監察課〕 

 １ 鳥取県留置施設視察委員会委員（至R6.5.31） 

    黒沢洋一 

 

〔鳥取県警察本部：生活安全部少年・人身安全対策課〕 

 １ 児童ポルノ画像鑑定に係る嘱託医師（至R5.3.31） 

    皆川幸久   長石純一   花木啓一   谷口文紀 

 

〔社会保険診療報酬支払基金鳥取支部〕 

 １ 社会保険診療報酬支払基金鳥取審査委員会事務局審査運営協議会委員（至R6.8.31） 

    渡辺 憲 

 

〔鳥取県町村総合事務組合〕 

 １ 鳥取県町村非常勤職員公務災害補償等審査会委員（至 R8.3.31） 

    瀬川謙一 
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〔鳥取県看護協会〕 

 １ 「鳥取県助産師出向支援事業」協議会委員（至 R6.3.31） 

    小林 哲 

 ２ 鳥取県ナースセンター事業運営協議会委員（至R6.3.31） 

    岡田克夫 

 ３ 鳥取県訪問看護支援センター運営協議会委員（至R6.12.31） 

    太田匡彦 

 

〔鳥取県公衆衛生協会〕 

 １ 鳥取県公衆衛生協会理事（至R6.5.24） 

    渡辺 憲（会長）   清水正人   岡田隆好 

 

〔鳥取県社会福祉協議会〕 

 １ 福祉サービス運営適正化委員会委員（至R6.8.31） 

    鱸 俊朗 

 ２ 貸付審査等運営委員会委員（至R5.3.31） 

    吉田眞人 

 ３ 日常生活自立支援事業契約締結審査会委員（至R5.10.31） 

    三島香津子 

 

〔鳥取県保健事業団〕 

 １ 鳥取県保健事業団副理事長（至R7.5 定時評議員会） 

    岡田克夫 

 ２ 鳥取県保健事業団評議員（至R7.5 定時評議員会） 

    瀬川謙一 

 

〔鳥取県国民健康保険団体連合会〕 

 １ 介護給付費審査委員会委員（至R6.4.30） 

    吉田良平   米谷 康 

 ２ 介護サービス苦情処理委員会委員（至R6.3.31） 

    橋本篤徳 

 ３ はり師、きゅう師、あん摩マッサージ指圧師の施術に係る療養費の支給申請書審査委員会

委員（至R7.3.31）    髙須宣行 

 

〔鳥取県国際交流財団〕 

 １ 公益財団法人鳥取県国際交流財団評議員（至R5.5月定例評議員会） 

    岡田克夫 

 

〔鳥取県暴力追放センター〕 

 １ 公益財団法人鳥取県暴力追放センター顧問 

    渡辺 憲 
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〔鳥取県臓器・アイバンク〕 

 １ 公益財団法人鳥取県臓器・アイバンク理事（至R5.6 定時評議員会終結時） 

    魚谷 純   太田匡彦 

 

〔鳥取県薬剤師会〕 

 １ 鳥取県薬剤師会薬事情報センター運営委員会委員（至R6.6 定時総会開催日） 

    田哲朗 

 

〔鳥取県精神保健福祉協会〕 

 １ 鳥取県精神保健福祉協会理事（至R5.4理事会及び総会） 

    渡辺 憲 

 

〔鳥取産業保健総合支援センター〕 

 １ 鳥取産業保健総合支援センター所長 

    黒沢洋一 

 ２ 鳥取産業保健総合支援センター運営協議会委員（至R5.3.31） 

    渡辺 憲   秋藤洋一   岡田浩子 

 

〔鳥取県医療勤務環境改善支援センター〕 

 １ 鳥取県医療勤務環境改善支援センター運営協議会会長 

    渡辺 憲 

 ２ 鳥取県医療勤務環境改善支援センター委員 

    清水正人   髙橋浩士（～R5.5.31） 

 

〔鳥取県後期高齢者医療広域連合〕 

 １ 鳥取県後期高齢者医療懇話会委員（至R7.3.31） 

    清水正人 

 

〔関西広域連合協議会〕 

 １ 関西広域連合協議会委員（至R5.8.31） 

    清水正人 

 

〔中国四国医師会連合〕 

 １ 勤務医委員会 

    廣岡保明   永島英樹 

 

〔日本医師会〕 

 １ 医療関係者検討委員会委員（至R4.6.25） 

    清水正人（副委員長） 

 ２ 財務委員会委員（至R4.6.25） 

    清水正人 

 ３ 勤務医委員会委員（至R6.6.22） 

    渡辺 憲（委員長） 
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 ４ 広報委員会委員（至R6.6.22） 

    田哲朗 

 ５ 未来医師会ビジョン委員会委員（至R4.6.25） 

    大谷英之 

 ６ 生命倫理懇談会委員（至R4.6.25） 

    渡辺 憲 

 ７ 医療機関勤務環境評価センター医療サーベイヤー 

    秋藤洋一  杉谷 篤 

 ８ 病院委員会委員（R6.6.22） 

    清水正人 

 ９ 運動・健康スポーツ医学委員会委員（至R6.6.22） 

    太田匡彦 

 10 医師国保組合に関する検討委員会委員（プロジェクト）（至R6.6.22） 

    清水正人 

 

〔日本学校保健会〕 

 １ 日本学校保健会理事（至R5 定時評議員会終結時） 

    渡辺 憲 

 

〔鳥取市：福祉部障がい福祉課〕 

 １ 鳥取市社会福祉審議会 

   心身障がい福祉専門分科会指定医師等審査部会委員（臨時委員）（至R6.10.22） 

    井上明道   森本啓介   大槻亮二  倉信耕爾 

    藏増亜希子  岩下香代子  清水 哲  元田欽也 

 

〔その他〕 

 １ 鳥取県医療機関企業年金基金役員（至R7.4.10） 

    理事長    瀬川謙一 

    常務理事   野藤哲美 

    理 事    野島丈夫   廣江 智   糸原博史   三島一晃 

    監 事    福田裕充   安養寺信久 

    代議員    野坂美仁   吉田貴志   小澤尚之   本 実 

           三宅 学   森本健一郎  西田 功   小椋一樹 

 ２ 山陰救急医学会幹事・評議員 

    清水正人 

 ３ 日本救急医学会中国四国地方会評議員（至R6.5 学術集会終了日） 

    清水正人 

 ４ 全国有床診療所連絡協議会理事（至R6.3.31） 

    米川正夫 

 ５ 全国有床診療所連絡協議会中国四国ブロック会理事（至R6.6.30） 

    池田光之   清水正人 

 ６ 鳥取県柔道整復師会顧問 

    渡辺 憲 
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 ７ 鳥取県鍼灸師会顧問 

    渡辺 憲 

 ８ 鳥取県鍼灸マッサージ師会顧問 

    渡辺 憲 

 ９ ＮＰＯ法人おしどりネット 

    理事長  田哲朗   理事  米川正夫 

 10 鳥取県若年認知症ネットワーク会議委員 

    田治米佳世 

 11 第３１回日本医学会総会事前登録推進委員会委員（至R5.4.23） 

    清水正人 

 12 鳥取県再犯抑止更生協会正会員 

    渡辺 憲 

 13 公益社団法人鳥取県人権文化センター理事（至R6.5 総会） 

    岡本匡史 

 14 鳥取県消費者見守りネットワーク協議会委員 

    岡本匡史 
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８ 各種会合について 

  令和５年３月末日までに開催された代議員会並びに各種会合等は、次のとおりである。 

 

１）代議員会（２回） 

（１）第２０７回臨時代議員会（みなし決議） 

  議案は、日本医師会代議員２名及び予備代議員２名の選出のみであった。令和４年５月１４

日、県医師会館において開催予定であったが、令和４年４月２８日に締め切った届出の立候補

者が定数通りであったため、当該立候補者を当選人とする提案について書面表決とする旨、代

議員に通知した結果、全ての代議員より提案について同意書の提出があった。 

  従って、一般社団法人及び財団法人法第５８条により、下記のとおり当選人を決定する旨の

「みなし決議」とした。詳細は、会報第 804 号に掲載した。 

  ・日本医師会代議員－渡辺 憲先生、清水正人先生 

  ・日本医師会予備代議員－小林 哲先生、根津 勝先生 

 

（２）第２０８回定例代議員会 

  令和４年６月１８日、ホテルニューオータニ鳥取において開催した。議長に根津西部医師会

長、副議長に安梅次期中部医師会長が選定された後、令和３年度事業報告、並びに令和３年度

決算等に関する２議案について審議が行われ、何れも原案どおり承認・可決された。 

  その後、役員改選が行われ、渡辺会長、清水・小林両副会長以下１７名の役員並びに裁定委

員９名が選任された後、渡辺会長、清水・小林両副会長がそれぞれ選定された。また、渡辺会

長が６月２５日の日医定例代議員会において日医理事に当選し就任することに伴い、日医代議

員に小林副会長を選出することが承認された。詳細は、会報第 805 号に掲載した。 

 

２）常任理事会及び理事会 

  令和５年３月までに常任理事会７回、理事会１５回（うち書面理事会２回）を開催し、日常

会務の処理及び当面の重要問題の執行について協議を行った。なお、緊急を要する問題は必要

により担当理事打合会を開催し、会務運営に万全を期した。また、理事会等の会議記録は、県

医師会報及びホームページへの掲載を以て、会員へ概要の周知を図った。 

 

３）諸会議等の開催状況 

４月 ６日 情報システム運営委員会 

７日 第１回理事会 

１０日 日本医師会学校保健講習会 

１４日 産業医部会運営委員会 

１５日 第４３回産業保健活動推進全国会議 

２１日 保険医療機関指導計画打合会 

〃  生活保護法による指定医療機関個別指導 県・鳥取市合同打合会 

〃  第１回常任理事会 

２２日 第３３回都道府県医師会新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会 

２３日 第１６回日本医師会男女共同参画フォーラム 

２７日 第８回鳥取県新型コロナに打ち克つ新しい県民生活推進会議 

２８日 鳥取県精神保健福祉協会理事会・定期総会 
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５月 ２日 鳥取県新型コロナウイルス感染症医療体制協議会 

６日 日本医師会財務委員会 

１０日 鳥取県保健事業団理事会 

１１日 院内感染に係る意見交換会（緊急対策会議） 

１４日 中国四国医師会連合医療保険分科会 

〃  第２０７回臨時代議員会（みなし決議） 

１６日 第１回医療情報研究会 

１８日 第３４回都道府県医師会新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会 

１９日 第２回理事会 

２２日 医師会組織強化担当役職員連絡協議会 

２５日 第１回全国メディカルコントロール協議会連絡会 

２６日 鳥取県保健事業団評議員会 

２７日 都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会 

〃  鳥取県新型コロナウイルスワクチン接種体制協議会 

２８日 中国四国医師会連合常任委員会（会長会議） 

３０日 
鳥取県生活習慣病検診等管理指導協議会 

第１回鳥取県循環器病対策推進に関する小委員会（脳血管疾患関連） 

  

６月 ２日 監事会 

〃  第３回理事会 

３日 日本医学会総会中国四国エリア第２回地域別会合 

６日 鳥取県臓器・アイバンク理事会 

８日 第４回理事会 

９日 第１回鳥取大学経営協議会 

〃  第２回鳥取大学学長選考・監察会議 

〃  
鳥取県健康対策協議会第１回鳥取県循環器病対策推進に関する小委員会 

（心血管疾患関連） 

１８日 第１回医療労務管理アドバイザー研修会 

〃  鳥取県健康対策協議会監事会 

〃  第２０８回定例代議員会 

〃  会員総会 

１９日 鳥取県医学会 

２０日 鳥取県防災会議 

〃  第１回鳥取県地域医療対策協議会 

２３日 鳥取県臓器・アイバンク評議員会 

〃  中国地区学校保健研究協議大会実行委員会 

〃  第５回理事会 

２４日 中国四国医師会連合常任委員会・連絡会 

２５日 日本医師会定例代議員会 

２６日 日本医師会臨時代議員会 

２８日 鳥取県ＤＭＡＴ連絡協議会 

２８日 第１回都道府県勤務環境改善担当課長会議 

  

７月 ７日 第５３回鳥取県健康対策協議会理事会 

８日 第２回医療情報研究会 

１０日 第１回産業医研修会 

１４日 第１回鳥取県医療勤務環境改善支援センター運営協議会 

〃  第２回常任理事会 

１７日 横倉義武先生旭日大綬章受章記念式典 

２１日 第６回理事会 

２６日 第５回日本医師会理事会 
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８月 １日 
ねんりんピックはばたけ鳥取 2024 実行委員会設立総会・ 

第１回総会・第１回常任委員会 

２日 情報システム担当理事連絡協議会 

〃  鳥取県地域両立支援推進チーム会議 

４日 鳥取県医療審議会医療法人部会 

〃  
鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部（第 239 回）・ 

県内市町村新型コロナウイルス感染症対策本部会議合同会議 

７日 日本医師会かかりつけ医機能研修制度令和４年度応用研修会 

〃  
鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部（第 244 回）・ 

鳥取県新型コロナウイルスワクチン接種体制協議会（第 15回）合同会議 

９日 第３５回都道府県医師会新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会 

１８日 中国学校保健研究協議大会（特別講演） 

〃  第７回理事会 

２１日 中国四国医師会連合 学校保健担当理事連絡協議会（広島県医師会担当） 

〃  中国地区学校保健・学校医大会（鳥取県医師会担当） 

２３日 日本医師会理事会 

２５日 鳥取県健康対策協議会肝臓がん対策専門委員会 

２６日 新たな BA.5 対策に関する各医師会長との意見交換 

２７日 中国四国医師会共同利用施設等連絡協議会 

  

９月 １日 鳥取県健康対策協議会子宮がん対策専門委員会 

〃  第３回常任理事会 

４日 日本産婦人科医会中国ブロック協議会（鳥取県担当） 

８日 男女共同参画推進委員会 

〃  都道府県医師会社会保険・情報システム担当理事連絡協議会 

９日 
鳥取県新型コロナウイルスワクチン接種体制協議会・鳥取県新型コロナウイルス感染症

対策本部合同会議 

１２日 鳥取県地域医療支援センター運営委員会 

１３日 鳥取県がん征圧大会 

１５日 第３回日本医学会総会地域別統括者会合兼地域別会合 

〃  第９回理事会 

１８日 第２回産業医研修会 

２０日 日本医師会理事会 

〃  第１回都道府県医師会長会議 

２１日 第２回都道府県勤務環境改善担当課長会議 

２２日 鳥取県健康対策協議会肺がん対策専門委員会 

〃  
鳥取県新型コロナウイルスワクチン接種体制協議会・ 

鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部合同会議 

〃  医師会費の免除対応検討会 

２３日 関西広域連合協議会 

２４日 
中国四国医師会連合常任委員会（会長会議）・常任委員会・総会 

第１分科会・第２分科会・特別講演 

２６日 第２回鳥取大学経営協議会 

２９日 鳥取県健康対策協議会総合部会 

  

１０月 ６日 第４回常任理事会 

１１日 第３６回都道府県医師会新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会 

１３日 情報システム運営委員会 

〃  鳥取県アレルギー疾患医療連絡協議会 

１４日 鳥取県がん対策推進県民会議 
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１０月１５日 全国勤務医部会連絡協議会 

１８日 日本医師会理事会 

１９日 
鳥取県新型コロナウイルスワクチン接種体制協議会・ 

鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部合同会議 

〃  都道府県医師会医師会組織強化担当理事連絡協議会 

〃  第１回鳥取県・鳥取市精度管理専門委員会 

２０日 第１０回理事会 

２１日 第１回鳥取県医療勤務環境改善支援センター実務者セミナー 

２３日 母体保護法指定医師研修会 

２７日 鳥取県教育委員会事務局との連絡協議会 

〃  鳥取県新型コロナウイルス感染症医療関係者協議会 

２９日 鳥取県健康対策協議会循環器一般県民向けの講演会 

３０日 糖尿病療養指導士試験受験資格取得のための講習会Ａ 

〃  第３回産業医研修会 

  

１１月 １日 日本医師会設立７５周年記念式典並びに医学大会 

４日 鳥取県医療勤務環境改善支援センタートップマネジメント研修会 

５日 第３５回全国有床診療所連絡協議会総会（６日まで） 

〃  東部医師会創立５０周年・附属鳥取看護高等専修学校創立７０周年記念式典 

８日 かかりつけ医と精神科医との連携会議 

１０日 第１回鳥取県健康づくり文化創造推進会議 

〃  鳥取産業保健総合支援センター運営協議会 

〃  鳥取県産業保健協議会 

１２日 第５３回全国学校保健・学校医大会 

１５日 日本医師会理事会 

〃  第２回都道府県医師会長会議 

１６日 第１回鳥取県医療勤務環境改善支援センター推進委員会 

１７日 鳥取県立病院運営評議会 

〃  母体保護法指定医師審査委員会 

〃  第１回鳥取県社会福祉審議会 

〃  第１１回理事会 

１９日 心の医療フォーラム in米子 

〃  鳥取県糖尿病療養指導士受験資格取得のための講習会Ｂ 

〃  鳥取県健康対策協議会（一般の方対象）循環器に関する講演会 

２１日 第３回鳥取大学経営協議会 

２３日 女性医師支援・ドクターバンク連携中国四国ブロック会議 

〃  中国四国医師会連合 医事紛争研究会＊ 

２４日 第３回中国地区学校保健研究協議大会実行委員会 

〃  鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部・鳥取市等合同会議 

〃  「鳥取県助産師出向支援事業」協議会 

２８日 鳥取県がん診療連携協議会 

  

１２月 １日 鳥取県新型コロナウイルス感染症医療体制協議会 

〃  第５回常任理事会 

〃  医学会のあり方検討委員会 

３日 日本医師会家族計画・母体保護法指導者講習会 

４日 鳥取県臨床検査精度管理調査報告会 

８日 都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議会 

〃  医療保険委員会 

９日 第３回鳥取県地域医療対策協議会 

〃  鳥取県医療審議会 
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１２月１０日 中国四国医師会連合勤務医委員会 

１４日 厚生労働省医師の働き方改革に向けたミーティング 

〃  鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部・鳥取市等感染症対策本部合同会議 

１５日 第１２回理事会 

〃  日本医師会医療機関勤務環境評価センター医療機関の評価申請に関する説明会 

１８日 鳥取県糖尿病療養指導士受験資格取得のための講習会Ｃ 

２０日 日本医師会理事会 

２２日 鳥取県健康対策協議会疾病構造の地域特性対策専門委員会 

２３日 第３７回都道府県医師会新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会 

  

１月 ８日 日本医師会ＪＭＡＴ研修基本編 

１２日 鳥取県健康対策協議会第２回鳥取県循環器病対策推進に関する小委員会（心血管疾患） 

〃  第１３回理事会 

〃  鳥取県医療懇話会 

１３日 鳥取県心といのちを守る県民運動 

１５日 全国有床診療所連絡協議会中国四国ブロック会役員会 

〃  
全国有床診療所連絡協議会中国四国ブロック会総会・ 

中国四国医師会連合有床診療所研修会 

１６日 鳥取県健康対策協議会第２回鳥取県循環器病対策推進に関する小委員会（脳血管疾患） 

１７日 日本医師会理事会 

〃  第３回都道府県医師会長協議会 

１９日 鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

〃  鳥取県健康対策協議会地域医療研修及び健康情報対策専門委員会 

２２日 中国四国医師会連合常任委員会（会長会議） 

２３日 第４回鳥取大学経営協議会 

２６日 鳥取県健康対策協議会公衆衛生対策専門委員会 

２７日 全国メディカルコントロール協議会連絡会 

２８日 鳥取県健康対策協議会乳がん対策専門委員会 

〃  鳥取県健康対策協議会乳がん検診従事者講習会及び症例研究会 

２９日 第４回鳥取県女性医師の会 

  

２月 １日 日本医学会総会拡大登録委員会 

〃  鳥取県医療安全推進協議会 

〃  第２回鳥取県社会福祉審議会 

〃  勤務医委員会 

〃  鳥取県健康対策協議若年者心臓検診対策専門委員会 

〃  第６回常任理事会 

〃  鳥取県看護協会との懇談会 

４日 
鳥取県健康対策協議会肝臓がん対策専門委員会 

鳥取県健康対策協議会肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会 

９日 鳥取県ナースセンター事業運営協議会 

〃  都道府県医師会学校保健担当理事連絡協議会 

〃  鳥取県糖尿病療養指導士研修委員会 

〃  臨床検査精度管理委員会 

〃  鳥取産業保健総合支援センター全体会議 

１０日 中国四国医師会連合事務局長会議 

〃 ねんりんピックはばたけ鳥取 2024 実行委員会第２回宿泊・輸送等専門委員会 

〃  第３回都道府県勤務環境改善担当課長会議 

１２日 日本医師会母子保健講習会 
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２月１２日 
鳥取県健康対策協議会子宮がん対策専門委員会 

鳥取県健康対策協議会子宮がん検診従事者講習会及び症例検討会 

１６日 鳥取県健康対策協議会生活習慣病対策専門委員会 

〃  鳥取県助産師出向支援事業協議会 

〃  第１４回理事会 

１７日 都道府県医師会事務局長連絡会 

１８日 
鳥取県健康対策協議会肺がん対策専門委員会 

鳥取県健康対策協議会肺がん検診従事者講習会及び症例研究会 

１９日 鳥取県健康対策協議会心臓検診従事者講習会 

〃  鳥取県学校保健会 学校保健及び学校安全表彰式 

〃  学校医・園医研修会及び鳥取県学校保健会研修会 

２０日 サイバーセキュリティ対策ネットワーク総会 

２１日 日本医師会理事会 

２２日 第２回鳥取県医療勤務環境改善支援センター推進委員会 

２４日 鳥取大学医学部医師会との医師会組織強化に向けての検討会 

２５日 日本医師会医療情報システム協議会（２６日迄） 

〃  
鳥取県健康対策協議会胃がん対策専門委員会 

鳥取県健康対策協議会胃がん検診従事者講習会及び症例研究会 

２８日 第３８回都道府県医師会新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症担当理事連絡協議会 

  

３月 ２日 鳥取県訪問看護支援センター運営協議会 

〃  第７回常任理事会 

４日 
鳥取県健康対策協議会大腸がん対策専門委員会 

鳥取県健康対策協議会大腸がん検診従事者講習会及び症例研究会 

５日 鳥取県糖尿病療養指導士認定試験 

６日 第１０回鳥取大学医学部地域医療学講座あり方懇話会 

〃  日本医師会医療情報システム協議会報告会 

７日 鳥取県保健事業団理事会 

８日 第２回鳥取県医療勤務環境改善支援センター運営協議会 

９日 鳥取医学雑誌編集委員会 

〃  鳥取県健康対策協議会総合部会 

１３日 第２回鳥取大学学長選考・監察会議 

〃 第５回鳥取大学経営協議会 

１４日 鳥取県地域医療対策協議会 

〃 鳥取県医療審議会 

１５日 第２回医療労務管理アドバイザー研修会 

１６日 鳥取県臓器・アイバンク理事会 

〃 鳥取県糖尿病療養指導士認定機構認定委員会 

〃 鳥取県糖尿病対策推進会議・鳥取県糖尿病療養指導士認定機構統括委員会(合同会議) 

〃 第１５回理事会 

１７日 医療従事者の安全確保に関する都道府県医師会担当理事連絡協議会 

１８日 医療事故調査制度「支援団体統括者セミナー」 

１９日 日本医師会ＪＭＡＴ研修統括編 

２０日 
鳥取県新型コロナウイルス対策専門家チーム会議・ 

鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部合同会議 

２２日 鳥取県医療費適正化計画策定評価委員会 

〃 日本医師会理事会 

２３日 鳥取県健康対策協議会母子保健対策専門委員会 

〃 禁煙指導対策委員会 

２５日 中国四国医師会連合常任委員会・連絡会 

２６日 日本医師会臨時代議員会 
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９ 経理関係 

１）令和３年度歳入・歳出決算について 

  令和３年度決算並びに財産目録等について、令和４年６月２日、県医師会館において新田・

山﨑両監事による厳正な監査が行われ、いずれも適正妥当であったことが認められた。次いで、

令和４年６月１８日開催の第２０８回定例代議員会において承認された。 

 

２）令和４年度会費減免について 

  令和４年度会費減免は、第２０６回臨時代議員会、第５回理事会（追加分）において申請ど

おり承認された。減免申請の内訳は、次のとおりである。 

  会費免除会員･･･１４９名（高齢９５名、研修医５４名） 

 

３）令和５年度歳入・歳出予算について 

  令和５年度予算は、令和５年３月１６日開催の第１５回理事会において原案どおり承認され

た。令和５年４月１日から施行している。 

  また、本会特別会計については、下記の如く認められており、各予算はそれぞれの事業推進

の費途に充てられている。 

  １ 鳥取県医師会会館修繕積立金会計 

  ２ 生命保険取扱特別会計 

  ３ 鳥取県医療勤務環境改善支援センター事業会計 

 

４）会費減免期間の延長 

（１）日医は、臨床研修医を対象に実施している会費減免期間を、令和５年度よりこれまでの２

年間から３年間延長し 大で卒後５年目まで延長することを決定し、すべての都道府県医師

会、郡市区等医師会で同様の会費免除の延長を実施して欲しい旨、依頼があった。 

   令和４年８月１８日に開催した「第８回理事会」において、本会としても日医に準じる方

向で検討を行った。地区医師会については、持ち帰って検討いただいた。 

 

（２）令和４年９月１日に開催した「第３回常任理事会」において石谷東部医師会長、根津西部

医師会長に参加いただき協議を行った。西部医師会では、医師免許取得後５年間を免除期間

とする方向で検討されている。本会と地区医師会は足並みを揃えて対応していくことが効率

的な運用に繋がるため、地区医師会での 終決定を踏まえて、再度次回理事会で協議するこ

ととなった。 

 

（３）令和４年９月１５日に開催した「第９回理事会」において協議を行った。西部医師会では、

医師免許取得後５年間を免除する機関決定を行った。他地区医師会の対応についても意見を

伺い、協議した結果、「医師免許取得後５年間を免除期間」にすることを決定した。 

 

（４）令和４年９月２２日、県医師会、地区医師会が事務手続きを含めて足並みを揃えて対応し

ていく必要があることから、地区医師会事務局長及び担当者に参集いただき、「医師会費の免

除対応検討会」をハイブリッドで開催した。各医師会から会費免除にかかる対応と課題、会

費免除対応の効率的運用に向けた取組みについて意見交換を行った。今後は、地区医師会の

意見を踏まえ、「会員情報管理システムの改修」「入会届の様式の統一」「勤務医向け医師会入

会のパンフレットの作成」に取組み、地区医師会に理解を求めながら、効率的かつ永続的な

取組みが行えるように事務局担当者が準備を進めていくこととした。 
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２．医学教育の向上に関する事項 

 

１ 医学会 

１）鳥取県医学会（学会長：鳥取市立病院長 大石正博先生） 

  令和４年６月１９日、県医師会館において本会主催、鳥取市立病院・東部医師会との共催で

開催した。学会長は、鳥取市立病院長 大石正博先生。当日は、一般演題２６題、専門医共通講

習「医療安全－ヘルスケアに関わる全職種のキーワード－」（講師：秋藤理事）、ランチョン

セミナー「鳥取県の地域医療について－未来の地域医療を担う人材育成とシステム作り－」

（講師：鳥大医学部地域医療学講座教授 谷口晋一先生）、日医認定産業医制度指定研修会「職

場におけるメンタルヘルス増進へ向けての産業医の役割～コロナ禍における働き方改革、スト

レスチェック制度への対応を踏まえて～」（講師：渡辺会長）を行った。出席者は７９名。詳

細は、会報第 805 号に掲載した。 

 

２）「鳥取医学賞」「鳥取医学雑誌新人優秀論文賞」の授与 

  鳥取医学雑誌に投稿のあった論文の中から、鳥取医学雑誌編集委員会委員により優秀な論文

を選定し、「第３１回鳥取医学賞」には博愛病院呼吸器内科 西井静香先生が鳥取医学雑誌第４

９巻１・２号に投稿された研究論文「訪問診療における中断の実態とその要因」を、「第９回鳥

取医学雑誌新人優秀論文賞」には智頭病院内科 山本健嗣先生が鳥取医学雑誌第４９巻１・２号

に投稿された研究論文「Ｈ波二重刺激試験で脊髄運動ニューロン脱抑制を示した破傷風の１例」

を授与した。受賞された２名の先生には、令和４年６月１８日、ホテルニューオータニ鳥取に

おいて開催した「会員総会」の席上、講演いただいた。 

 

３）医学会の在り方検討委員会 

  令和４年１２月１日、Ｗｅｂで開催した。議事として、(1)令和４年度鳥取県医学会、(2)令

和５年度鳥取県医学会などについて報告、協議を行った。令和５年度は、令和５年６月１１日

（日）西部医師会館において山陰労災病院の担当で開催する。プログラムの構成内容は、「専門

医共通講習」「一般演題」「ランチョンセミナー」「日医認定産業医制度指定研修会」とし、会報、

ホームページで演題募集する。詳細は、会報第 811 号に掲載した。 
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３．医学と関連科学との総合進歩に関する事項 

 

１ 医療安全対策 

１）日本医師会医療事故調査制度に係る「支援団体統括者セミナー」 

  令和５年３月１８日、「支援団体としての具体的な支援の在り方」をテーマにＷｅｂで開催さ

れ、岡田理事、西江県立厚生病院医療局長兼医療安全対策室長、吉田県立中央病院医療安全対

策室副室長兼副看護局長が出席した。当日は、３つの討議テーマ、(1)医療事故報告における判

断への支援、(2)初期対応への支援、(3)調査報告書作成への支援が行われ、討議ポイントの説

明、グループ討議、まとめ・発表が行われた。 

 

２）第３回医療事故調査・支援センター主催研修 

  令和４年１２月３日、Ｗｅｂで開催され、令和４年１２月９日～令和５年２月２８日までオ

ンデマンド配信された。会報第 809 号に掲載し会員へ周知した。 

 

３）医療事故調査制度に係る「管理者・実務者セミナー」 

  令和４年１２月２１日より約３ヶ月間に亘り e-learning 形式で開催された。 

 

４）鳥取県医療安全推進協議会 

  令和５年２月１日、書面で開催され、太田理事が参画した。議事として、(1)鳥取県内の医療

安全対策等、(2)医療相談窓口の対応状況、(3)医療相談受付一覧について報告があった。令和

２年度以降は相談と苦情の割合が同程度で、平成３０年度以降の相談内容はコミュニケーショ

ン（医療従事者の説明や接遇等）の割合が増加し、医療行為等と同程度もしくは も高い割合

であった。 

 

５）都道府県医師会医療従事者の安全確保に関する担当理事連絡協議会 

  令和５年３月１７日、日医会館においてハイブリッドで開催され、清水副会長、廣岡理事が

出席した。議事として、(1)報告（①厚生労働省、②警察庁）、(2)都道府県医師会における取組

事例の発表（①「医療従事者の安全確保に関する都道府県医師会の取組み状況に関する調査

（令和５年３月）の結果（日医）」、②広島県医師会、③茨城県医師会、④東京都医師会）が行

われた後、都道府県医師会からの質疑に対し役員等から回答がなされた。詳細は、会報第 814

号に掲載した。 

 

６）医師会及び医療機関への安全確保に資する警察からの支援 

  日医では、患者及び医療従事者が犠牲となる事件が相次いだことを重く受け止め、現実に危

険が差し迫った状況への対応として、警察との連携が極めて重要であり、都道府県医師会と都

道府県警察との間において緊密な関係を構築することが喫緊の課題とした。この課題への取組

みとして、日医は警察庁長官に対し、都道府県警察が安全確保に資する必要な支援を的確に行

っていただくよう要請した。本会としては、すでに県内で設置していた病院もあったが、警察

に直結する「110 番非常通報装置」について、会報第 806 号に掲載し会員に周知した。 
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２ 鳥取医学雑誌の発行 

  令和４年に発行した医学雑誌は、第５０巻１・２号（合併号）、３・４号（合併号、３月発

行予定）で、収載論文数は総数１９編（内訳：興味ある症例２編、総説５編、原著３編、症例

報告７編、記録２編）であった。 

 

１）鳥取医学雑誌編集委員会 

  令和５年３月９日、Ｗｅｂで開催した。議事として、(1)鳥取医学雑誌発行状況、(2)過去５

年間の投稿状況について報告後、(1)投稿論文数の減少対策、(2)鳥取医学雑誌５０巻掲載内訳、

(3)「第３２回鳥取医学賞」「第１０回鳥取医学雑誌優秀論文賞」候補論文の照会、(4)「鳥取医

学賞」「鳥取医学雑誌優秀論文賞」の賞金額および「総説論文」執筆謝金の見直し、(5)「投稿

規程」「査読・編集要項」「共著者の同意書」、(6)「査読料」の見直しについて協議を行った。

詳細は、会報第 814 号に掲載した。 
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４．医師の生涯研修に関する事項 

 

１ 日本医師会生涯教育制度の推進 

  昭和６２年度より開始され、平成２２年度に改正された日本医師会生涯教育制度について、

下記のとおり参加した。 

 

１）令和３年度申告状況（日本医師会全国医師会研修管理システムを利用） 

 ・単位取得者率：全県 63.0％（東部 61.2％、中部 70.5％、西部 61.6％、鳥大 60.0％） 

        （参考：令和２年度単位取得者率 42.2％） 

  令和４年１０月１日付けで「学習単位取得証」が発行されたので、地区医師会経由で会員へ

交付した。また、令和元年度・令和２年度・令和３年度の連続した３年間で、単位数＋カリキ

ュラムコード数が合計６０以上取得者に、令和４年１２月１日付けで「日本医師会生涯教育認

定証」が発行された（１６６名：有効期限３年間）。 

 

２）生涯教育委員会 

  令和５年３月１４日、書面で開催した。議事として、報告５件、(1)令和３～４年度事業報告、

(2)令和５年度鳥取県医学会の開催、(3)令和５年度日医生涯教育制度、(4)令和５年度専門医

「共通講習」の実施、(5)日医生涯教育講座等の各種講習会を日本内科学会総合内科専門医更新

の研修単位となるための申請（令和５年度分）と、Ｗｅｂ開催の講習会の接続時間と単位付与

について協議を行った。 

 

３）研修会等の受講受付方法の変更 

  令和２年度より県内で開催される日医生涯教育制度研修会等の受講受付を電子化したことに

伴い、会員に医師資格証の取得促進を含め、ＱＲコードの登録をお願いした。また、本会より

各地区医師会にパソコン、読取装置を配備し、地区医師会主催の研修会における受講受付及び

管理をお願いした。 

 

 

２ 日本医師会かかりつけ医機能研修の実施 

１）日本医師会かかりつけ医機能研修制度令和４年度応用研修会（Ｗｅｂ講習会） 

  第１回目が令和４年８月７日、日医よりライブ配信された。本会では、医療機関や自宅等で

の視聴が困難な会員を対象に、ライブ配信を視聴できる座学会場（県医師会館）を設置し、２

６名（東部１５名、中部６名、西部５名）の受講者があった。第２～３回目は、下記のとおり、

Ｗｅｂ配信のみで開催され、第１回目と同じ映像が配信された。 

  ・第２回目：令和４年 ９月１８日（日）午前１０時～午後５時１５分 

  ・第３回目：令和４年１０月３０日（日）午前１０時～午後５時１５分 
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３ 日本専門医機構との連携 

１）専門医共通講習会 

 １．令和４年６月１９日 【医療安全：１単位】 

    令和４年度鳥取県医学会 於：鳥取県医師会館 

 ２．令和４年８月７日 【感染対策：１単位】 

    日医かかりつけ医機能研修制度令和４年度応用研修会（Ｗｅｂ研修会） 

    鳥取県医師会座学受講会場 於：鳥取県医師会館 

 ３．令和４年１０月２３日 【医療倫理：１単位】 

    令和４年度鳥取県医師会母体保護法指定医師研修会 於：鳥取県医師会館 

 ４．令和４年１１月１１日 【感染対策：１単位】（会場参加者のみ） 

    鳥取県東部在宅医療・介護連携研究会第２９回事例検討会 於：東部医師会館 

 ５．令和５年２月１５日 【感染対策：１単位】（会場参加者のみ） 

    令和４年度鳥取県西部園・保健医協議会 於：西部医師会館 

 ６．令和５年３月１５日 【地域医療：１単位】 

    令和４年度鳥取県西部児童虐待防止医療連携強化研修会 於：西部医師会館 
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５．医学、医療の国際交流に関する事項 

 

１ 鳥取大学等との連絡協調 

  国立大学法人鳥取大学との連携強化として関係する諸会議等が以下のとおり開催された。 

 

１）鳥取大学経営協議会 

（１）令和４年６月９日、オンラインで開催され、渡辺会長が出席した。議事として、(1)第３期

中期目標期間業務実績報告書、(2)令和３年度決算について協議が行われた。また、第４期中

期目標・中期計画における意欲的な評価指標の指定について報告があった。 

 

（２）令和４年９月２６日、オンラインで開催され、渡辺会長が出席した。議事として、令和４

年度における国立大学法人ガバナンス・コードへの適合状況等の確認・公表などについて協

議が行われた。また、医学部附属病院再整備並びに令和５年度国立大学法人運営費交付金概

算要求などについて報告があった。 

 

（３）令和４年１１月２１日、オンラインで開催され、渡辺会長が出席した。議事として、農学

部創立百周年記念式典について報告があった後、鳥取大学におけるダイバーシティの取組み

について協議が行われた。 

 

（４）令和５年１月２３日、オンラインで開催され、渡辺会長が出席した。議事として、(1)第４

期中期目標・中期計画の変更、(2)鳥取大学職員給与規程等の一部改正（案）、(3)役員の退職

手当について協議が行われた。また、令和５年度の役員等について報告があった。 

 

（５）令和５年３月１３日、ホテルニューオータニ鳥取において開催され、渡辺会長が出席した。

議事として、(1)大学における定年延長制度、(2)令和５年度鳥取大学予算案、(3)役員の退職

手当について協議が行われた。また、令和４年度決算スケジュールなどについて報告があっ

た。 

 

２）鳥取大学学長選考・監察会議 

（１）令和４年６月９日、オンラインで開催され、渡辺会長が出席した。議事として、学長の再

任審査について審議が行われ、議長より審査方法・手順について提案があり、承認された。

その後、書類審査及び学長との面談を実施し、再任の可否について審議した結果、再任可と

することが決定された。ただし、再任は１回限りとし、その任期は２年である。 

 

（２）令和５年３月１３日、ホテルニューオータニ鳥取において開催され、渡辺会長が出席した。

議事として、(1)学長選考、(2)学長の職務の評価等の手続に関する件について協議が行われ

た。 

 

３）鳥取大学医学部地域医療学講座あり方懇話会 

  令和５年３月６日、Ｗｅｂで開催され、渡辺会長が出席した。議事として、(1)地域医療学講

座の活動実績（サテライト教育センター、地域医療教育の新たな試み）、(2)地域枠学生の育成

（地域医療支援センターとの連携）、(3)鳥取県の総合診療専門医を育てるプログラムの概況と

課題、(4)ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業などについて報告、協議が行われた。 
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４）鳥取県地域医療支援センター運営委員会 

  令和４年９月１２日、Ｗｅｂで開催され、渡辺会長が出席した。議事として、(1)センターの

概要、(2)センターの業務（医師不足病院等の把握・分析・支援、医師確保奨学金とキャリア形

成支援、広報事業の実施）、(3)令和５年度以降の医学部臨時定員増、(4)次期医師確保計画の策

定に向けた国の検討状況について報告、協議が行われた。 

 

 

２ 医学、医療の国際交流 

１）ＩＰＰＮＷ（核戦争防止国際医師会議）日本支部（ＪＰＰＮＷ）への参画 

（１）日本支部総会 

  令和４年１１月３０日、広島県医師会館においてハイブリッドで開催された。長崎県支部長

（日本赤十字社長崎原爆病院名誉院長）の朝長万左男先生より、本年６月にウィーンで開催さ

れた「核兵器禁止条約第１回締約国会議」の報告があった。 

 

（２）会員の更新 

  全役員並びに３地区医師会長を登録しているが、令和５年１月１２日開催の「第１３回理事

会」に了承を得たため、令和４年度も更新した（会費年額 1,500 円）。 

 

３ 国際交流の推進 

１）鳥取県外国人相談関係機関連絡会議 

  令和４年１１月１８日、Ｗｅｂで開催され、会長代理として岡本事務局長が出席した。議事

として、(1)外国人住民の現状と今後の動向、(2)国際交流財団外国人相談窓口運用状況、(3)各

機関における外国人に対する取組み及び運用状況などについて報告、協議が行われた。外国人

からの新型コロナウイルス感染症関連や医療機関への受診などに関する問い合わせは、鳥取県

国際交流財団において適切な対応がなされていた。 
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６.公衆衛生の指導啓発に関する事項 

 

１ 公衆衛生活動への協力 

  関係団体との連携を図り、各種公衆衛生活動へ協力した。 

 

１）鳥取県公衆衛生協会理事会 

  令和４年６月２７日付けで書面審査により、渡辺会長、清水副会長、岡田理事が回答した。

議事として、(1)補欠に伴う後任役員の選出、(2)令和３年度事業報告及び収支決算案、(3)令和

４年度事業計画及び収支予算案について審議が行われた。後日、審議結果の報告があり、何れ

も原案どおり承認された。 

 

２）第６３回鳥取県公衆衛生学会 

  昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった。 

 

３）鳥取県公衆衛生協会機関紙「とっとり公衆衛生№７２」への寄稿 

  四師会の持ち回りで寄稿しており、令和４年度は県薬剤師会の担当であった。 

 

４）第６６回中国地区公衆衛生学会 

  鳥取県で開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症の影響により翌年度に延期となっ

た。 

 

５）鳥取県社会福祉審議会 

（１）令和４年１１月１７日、オンラインで開催され、小林副会長が出席した。議事として、社

会福祉施設等施設整備費国庫補助金協議優先順位設定基準などについて審議が行われた後、

児童相談所の体制強化の検討等、療養病床転換助成事業補助金などについて報告があった。 

 

（２）令和５年２月２日、オンラインで開催された。議事として、(1)社会福祉施設等施設整備費

国庫補助金（令和５年度当初分）協議優先順位、(2)子ども・子育て支援施設整備交付金につ

いて審議が行われた後、(1)鳥取県孤独・孤立を防ぐ温もりのある支え愛社会づくり推進条例

の制定、(2)鳥取県医療的ケア児等支援センターの設置などについて報告があった。 

 

６）鳥取県社会福祉審議会心身障がい福祉専門分科会指定医師等審査部会 

  令和４年度は、計３回、(1)令和４年６月２８日、(2)令和４年１１月２４日、(3)令和５年３

月２日、テレビ会議で開催され、小林副会長（審査部会長）が出席した。議事として、(1)身体

障害者福祉法第１５条第１項の規定による指定医師の指定、(2)指定自立支援医療機関の指定、

(3)指定自立支援医療機関の変更、(4)身体障害者手帳交付申請の却下について審議が行われ、

承認された。 

 

７）鳥取県臓器・アイバンク理事会・評議員会 

 ＜理事会＞ 

（１）令和４年６月６日、テレビ会議で開催され、魚谷顧問（理事長）、太田理事が出席した。議

事として、(1)令和３年度事業報告及び収支決算、(2)令和３年度監査報告、(3)令和４年度収

支補正予算案、(4)評議員会の開催に伴う評議員の招集について協議が行われた。 
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（２）令和５年３月１６日、Ｗｅｂで開催され、魚谷顧問（理事長）、太田理事が出席した。議事

として、(1)令和５年度事業計画書案及び収支予算書案、(2)職員給与規程の改正、(3)評議員

会の開催などについて協議が行われた。 

 

 ＜評議員会＞ 

（１）令和４年６月２３日、テレビ会議で開催され、魚谷顧問（理事長）が出席した。議事とし

て、(1)令和３年度事業報告案及び収支決算案、(2)令和３年度監査報告、(3)令和４年度収支

補正予算案について審議が行われ、承認された。 

 

（２）令和５年３月２８日、テレビ会議で開催され、魚谷顧問（理事長）が出席した。議事とし

て、令和５年度事業計画案及び収支予算案について審議が行われ、承認された。 

 

８）鳥取県保健事業団理事会・評議員会 

 ＜理事会＞ 

（１）令和４年５月１０日、保健事業団において開催され、岡田常任理事（副理事長）が出席し

た。議事として、令和３年度事業報告及び収支決算、定時評議員の招集、常務理事の退任に

伴う役員の互選について報告、協議が行われた。 

（２）令和５年３月７日、保健事業団において開催され、岡田常任理事（副理事長）が出席した。

議事として、(1)令和５年度事業計画及び収支予算、(2)規程等の変更、(3)役員賠償責任保険

の加入などについて協議が行われた。 

 

 ＜評議員会＞ 

  令和４年５月２６日、保健事業団において開催され、瀬川常任理事が出席した。議事として、

令和３年度事業報告及び収支決算について協議が行われた。 

 

 

２ 健康づくり文化の創造推進 

１）鳥取県心といのちを守る県民運動 

  令和５年１月１３日、ハイブリッドで開催され、秋藤理事の代理として岡本事務局長が出席

した。議事として、(1)会長の選出（鳥大医学部精神行動医学分野教授 岩田正明先生）、(2)鳥

取県の自死統計、(3)自殺総合対策大綱見直し、(4)鳥取県自死対策計画の見直し、(5)妊産婦等

の支援に関するアンケート、(6)令和４年度１２月補正における新たな事業などについて協議が

行われた。 

 

２）鳥取県８０２０運動推進協議会 

  令和４年９月１５日、県歯科医師会館において開催され、松田常任理事が出席した。議事と

して、(1)令和４年度歯科保健事業実施状況、(2)来年度事業案について協議が行われた。 

 

３）鳥取県健康づくり文化創造推進会議 

  令和４年１１月１０日、Ｗｅｂで開催され、松田常任理事が出席した。議事として、(1)「鳥

取県健康づくり文化創造プラン（第三次）」の概要、(2)次期「国民健康づくり運動プラン」の

改定について報告があった後、(1)本県プランの改定スケジュール、(2)次期プランの主な追加

項目案について協議が行われた。 
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３ 県民健康教育活動の展開 

  昭和５５年９月より日本海新聞に掲載している「保健の窓」は計 1,356 回となった。また、

平成６年２月より日本海新聞に掲載している「健康相談室『鳥取県医師会Ｑ＆Ａ』」は計 882

回となった。 

 

１）鳥取県医師会公開健康講座・健康医療相談 

  平成３年４月、鳥取県医師会館（鳥取県健康会館）竣工に伴い、広く県民の健康教育を図る

ため、同年５月１６日より毎月１回、第３木曜日の午後２時から午後３時３０分まで（講演１

時間・質疑応答３０分）県医師会館において、「鳥取県医師会公開健康講座」を開催している｡

本講座は、平成７年度より鳥取県立生涯学習センターが行う「とっとり県民カレッジ・健康・

スポーツコース」の連携講座として協力している｡公開健康講座の広報は、日本海新聞「保健の

窓」欄を利用して周知したほか、「日医君」だより、各新聞社等へもＰＲしている。 

  なお、令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大が懸念されるため、開催していない。 

  また、毎月１～４週の各木曜日の午後１時３０分から１時間実施している面談による健康医

療相談は、第１週：精神科、第２・４週：内科、第３週：整形外科として実施した。 

 

２）健康なんでも相談室 

  日本海新聞に毎週木曜日掲載している「健康なんでも相談室」の名称が「健康相談室」に変

更となり、月４回の掲載から月２回（第１、３月曜日）の掲載へ、「くらしの紙面」から「医

療・福祉特集紙面」に移動した。 

 

３）日本海新聞「医療・福祉」紙面の打合会 

  令和４年９月８日、日本海新聞本社ビルにおいて開催され、 田常任理事が出席した。１０

月より紙面がリニューアルされることに伴い、新たに「医療・福祉」紙面にリレーコラムを行

うとのことで、執筆者の選定について本会としても協力することとした。第１回目は渡辺会長

が執筆した。 
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７．地域医療の進展発展に関する事項 

 

１ 救急医療対策 

１）高度救命処置研修開催事業（補助事業） 

  鳥取県より、医師、看護師、救急救命士等を対象とした「高度救命処置研修開催事業」を委

託され、平成１８年度からは補助事業として実施している。メディカルコントロール協議会の

中心となるＪＰＴＥＣ、ＡＣＬＳの概念の理解を得て、鳥取県下のインストラクター・プレイ

ンストラクター等を養成することが目的である。 

 

 ＜ＪＰＴＥＣ研修会＞ 

  令和５年２月５日 東部消防局：参加者数８人 

 

 ＜ＡＣＬＳ研修会＞ 

  新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施なし。 

 

２）鳥取県救急搬送高度化推進協議会 

  令和５年３月２３日、書面で開催され、山﨑監事が回答した。協議事項として、「傷病者の搬

送及び受入れに関する実施基準」の一部改正について審議した結果、承認された。分類基準に

基づく医療機関リストについて一部改正し、令和５年４月１日より施行する。 

 

３）第３８回日本救急医学会中国四国地方会評議員会 

  令和４年５月２０日、岡山市で開催された。主な議事として、(1)令和３年度予算の修正、地

方会収支決算報告、(2)令和４年度地方会予算案、(3)役員の選出、(4)第４０回地方会会長、

(5)第４１回地方会会長の選出などについて協議が行われた。 

 

４）全国メディカルコントロール協議会連絡会 

（１）令和４年５月２５日、オンラインで開催された。議事として、講演４題、(1)院内救急救命

士と他職種との連携、(2)地域全体の救急医療体制を評価するための指標の必要性と開発、

(3)ＭＣ医師の研修、(4)コロナ陽性および疑い患者の救急搬送体制整備が行われた後、海上

保安庁、消防庁、厚生労働省から報告・情報提供がなされた。 

 

（２）令和５年１月２７日、広島市において開催され、清水副会長が出席した。「我らの地域のメ

ディカルコントロール取組事例発表“各地域における指導救命士制度の充実に向けた取組事

例”」をテーマに７名の演者から発表があった後、講演２題、表彰式などが行われた。詳細

は、会報第 812 号に掲載した。 

 

５）鳥取県ドクターヘリ運航調整委員会 

  令和５年２月２４日、書面で開催された。議事として、報告事項２件、(1)令和４年度鳥取県

ドクターヘリ安全管理部会の開催概要、(2)鳥取県ドクターヘリ運航実績及び場外離着陸場の増

設状況があった。 
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２ 防災対策 

１）日本医師会ＪＭＡＴ研修 

（１）基本編 

  令和５年１月８日、Ｗｅｂで開催され、來間理事、森下主事が出席した。災害医療概論につ

いての講義の後、(1)情報の共有と実際・記録、(2)被災地における活動、(3)日本医師会への情

報発信、全国の医師会との情報共有など、実習中心に研修が行われた。詳細は、会報第 812 号

に掲載した。 

 

（２）統括編 

  令和５年３月１８日、Ｗｅｂで開催され、松田常任理事が出席した。講義１題及び実習４題、

(1)被災地における活動（統括編）、(2)被災地における活動（統括編）、(3)情報の共有・記録

（E-MIS、J-SPEED）、(4)日本医師会への情報発信、全国の医師会との情報共有、修了式・講評

が行われた。詳細は、会報第 814 号に掲載した。 

 

２）災害時小児周産期リエゾン養成研修 

  オンデマンド配信により、県立中央病院産婦人科副医長 山根恵美子先生、鳥大医学部附属病

院女性診療科群助教 柳楽 慶先生、鳥大医学部附属病院小児科 藤井宏美先生、鳥大医学部附属

病院脳神経小児科外来医長助教 中村裕子先生の４名が１２講義を視聴した後、集合型研修、

(1)令和４年１１月２０日、国立病院機構大阪医療センター、(2)令和５年１月１５日、東京医

科大学西新宿キャンパス、(3)令和５年２月２３日、東京医科大学西新宿キャンパスに分散して

出席した。なお、出席者は、研修受講後に県災害医療コーディネーター（小児周産期担当）へ

任命される可能性がある。 

 

３）鳥取県防災会議 

  令和４年６月２０日、Ｗｅｂで開催され、太田理事の代理として廣瀬主事が出席した。議事

として、鳥取県地域防災計画及び鳥取県広域住民避難計画の修正について協議が行われた。 

 

４）鳥取県ＤＭＡＴ連絡協議会 

  令和４年６月２８日、Ｗｅｂで開催され、清水副会長が出席した。議事として、(1)鳥取 DMAT

連絡協議会設置要綱の改正案、(2)鳥取 DMAT 運営要綱の改正案、(3)ローカル DMAT 隊員養成研

修の実施方針について協議が行われた。 

 

５）「とっとり防災フェスタ 2022」第１回実行委員会 

  令和４年７月５日、Ｗｅｂで開催され、廣瀬主事が出席した。議事として、(1)実行委員会会

則案、(2)実施方針案、(3)新型コロナへの対応方針案、(4)開催候補地の概要、(5)企画実施計

画・体制、(6)費用負担、(7)今後のスケジュール案について協議が行われた。 
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３ 共同利用施設対策 

１）第２２回中国四国医師会共同利用施設等連絡協議会 

  令和４年８月２７日、徳島県医師会館においてハイブリッドで開催され、松田常任理事、安

梅中部医師会長、深田三朝温泉病院長が出席した。「医師会共同利用施設の今後のあり方－新型

コロナウイルス感染症を踏まえて－」をテーマに６名のシンポジストによるシンポジウムと特

別講演「日本医師会の医療政策」（講師：日本医師会長 松本吉郎先生）が行われた。詳細は、

会報第 799 号に掲載した。 

 

 

４ 医師確保対策、女性医師対策、男女共同参画 

１）第１６回日本医師会男女共同参画フォーラム 

  令和４年４月２３日、大分県医師会の担当により、「医療人を育む一歩から～医師の多様な働

き方について～」をテーマにハイブリッドで開催され、県医師会館にて岡田常任理事、秋藤・

松田・來間各理事、尾﨑東部医師会理事、福嶋中部医師会理事が出席した。基調講演２題、(1)

「日本眼科医会の男女共同参画－医会活動に女性が関わる意義－」（講師：日本眼科医会 白根

雅子会長）、(2)「悠遠の男女共同参画－苦悩する心臓血管外科医」（講師：大分大学医学部附属

病院心臓血管外科 宮本伸二教授）の後、報告２件、(1)日医男女共同参画委員会、(2)日医女性

医師支援センター事業があり、シンポジウムでは３名のシンポジストによりそれぞれの立場か

らの講演と総合討論が行われた。詳細は、会報第 804 号に掲載した。 

 

２）男女共同参画推進委員会 

  令和４年９月８日、Ｗｅｂで開催した。議事として、(1)「Joy!しろうさぎ大賞」「Joy!しろ

うさぎ奨励賞」の規程等、(2)鳥取県女性医師の会、(3)Joy!しろうさぎ通信について協議を行

った後、(1)各地区医師会等より女性医師支援に係る活動、(2)4/13 男女共同参画フォーラム、

(3)女性医師の意識調査に関するアンケート結果について報告を行った。詳細は、会報第 808 号

に掲載した。 

 

３）第４回鳥取県女性医師の会 

  令和５年１月２９日、Ｗｅｂで開催した。令和３年度鳥取県医師会女性医師の意識に関する

アンケート結果報告の後、基調講演「岡山県医師会の女性医師支援活動」（講師：岡山県医師会

副会長 神﨑寛子先生）、各地区医師会からの発表、(1)「鳥取県立中央病院における働き方改革

（鳥取県立中央病院血液内科 小村裕美先生）」、(2)「女性医師の妊娠出産子育ての難しさ～産

婦人科医の立場から」（はまよしレディースクリニック院長 濵吉麻里先生）、(3)「自分の役割

を果たすために」（ふくい内科クリニック 大倉裕子先生）、(4)「鳥取大学医学部附属病院にお

ける女性医師支援の取り組み」（鳥大医学部附属病院ワークライフバランス支援センター副セン

ター長（公認心理士） 大羽沢子先生）を行った。詳細は、会報第 813 号に掲載した。 

 

４）第５回鳥取県へ～初期臨床研修医歓迎の夕べ～ 

  新型コロナウイルス感染拡大が懸念されたため、中止とした。 

 

５）日本医師会女性医師支援・ドクターバンク連携中国四国ブロック会議 

  令和４年１１月２３日、広島県医師会館において広島県医師会の担当によりハイブリッドで

開催され、秋藤常任理事、來間理事が出席した。松村広島県医師会長、角田日医副会長より挨

拶があった後、議事として、(1)日本医師会女性医師支援センター事業（神村日医常任理事）、
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(2)医師のキャリア支援と医師確保の取り組み＜①世代別キャリア支援の検討(勤務する医師側

への支援)、②保育サポート支援の検討、③医師確保支援の検討(求人医療機関側への支援)＞に

ついて報告、協議が行われた。詳細は、会報第 811 号に掲載した。 

 

６）第５回天晴れおかやま女性医師リーダー養成ワークショップ「ゆっくりでも良い、 

指導医になろう」 

  令和４年１２月１１日、ハイブリッドで開催され、來間理事が出席した。天晴れジョイボス

アワードを受賞された２名の女性医師の講演の後、質疑応答及びフリーディスカッションが行

われた。 

 

７）日本医師会女性医師バンクとの連携 

  日本医師会より依頼があった。本会ホームページにリンクするとともに、会報へ掲載し周知

した。 

 

８）医学生サマーセミナーin鳥取 2022 の協力 

  令和４年８月２１日、県内医療機関において実施された標記セミナーに協力した。 

 

 

４ 地域医療対策 

１）鳥取県地域医療対策協議会 

（１）令和４年６月２０日、テレビ会議で開催され、廣岡理事（協議会長）、地区医師会長が出席

した。議事として、令和５年度医学部臨時定員に係る増員申請方針案について協議が行われ

た。 

 

（２）令和４年１０月２０日、鳥取県がん診療連携拠点病院推薦検討部会として書面で開催され、

瀬川常任理事、地区医師会長が参画した。議事として、(1)部会長の選任（瀬川常任理事）、

(2)令和５年４月以降のがん診療連携拠点病院の推薦について審議が行われた。(2)では、鳥

取県がん診療連携拠点病院に鳥大医学部附属病院、地域がん診療連携拠点病院に県立中央病

院、県立厚生病院から応募があり、３病院すべてを推薦することが承認された。 

 

（３）令和４年１２月９日、テレビ会議で開催され、廣岡理事（協議会長）、地区医師会長が出席

した。議事として、(1)令和５年度鳥取県地域医療介護総合確保基金（医療）、(2)「自治医科

大学卒業医師及び鳥取大学特別養成枠卒業医師派遣の考え方」の改正について協議が行われ

た後、(1)特定診療科（鳥取県医師確保奨学金）の見直しに係る検討状況、(2)令和５年度医

学部臨時定員、(3)令和４年度臨床研修マッチング結果、(4)令和５年度専門研修プログラム

に係るシーリング、(5)医師の働き方改革の施行（令和６年４月）に向けた県内病院の対応状

況等、(6)第８次鳥取県保健医療計画、(7)地域医療支援病院の令和３年度業務報告、(8)がん

診療連携拠点病院の推薦について報告があった。 

 

（４）令和５年３月１４日、テレビ会議で開催され、廣岡理事（協議会長）、地区医師会長が出席

した。議事として、(1)令和５年度鳥取県地域医療介護総合確保基金（医療）、(2)特定診療料

（県医師確保奨学金）の見直し案及び「自治医科大学卒業医師及び鳥取大学特別養成枠卒業

医師派遣の考え方」の改正案、(3)令和６年度医学部定時定員に係る増員申請方針案、(4)令

和６年度臨床研修病院の研修医募集定員の配分方法案、(5)医師確保対策の成果と課題、及び
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今後の主な対策案について協議が行われた。また、(1)医師の働き方改革の円滑な施行に向け

た県内医療機関の準備状況等、(2)第８次鳥取県保健医療計画の策定に向けて、(3)健康政策

課所管の計画見直しなどについて報告があった 

 

２）医療政策研修会及び地域医療構想アドバイザー会議 

（１）医療政策研修会 

 １）令和４年９月１５日より厚生労働省 You Tube チャンネルにて研修プログラム、(1)政策説

明５項目、(2)事例発表２項目が録画配信され、魚谷顧問が視聴した。 

   令和４年９月２９日、Ｗｅｂによりグループディスカッションが開催され、魚谷顧問が出

席した。 

 

 ２）令和５年１月２０日より厚生労働省 You Tube チャンネルにて研修プログラム、(1)政策説

明１４項目、(2)事例発表４項目が録画配信され、魚谷顧問が視聴した。 

   令和５年１月３１日、Ｗｅｂによりグループディスカッションが開催され、魚谷顧問が出

席した。 

 

（２）鳥取県東部保健医療圏地域保健医療協議会全体会議及び医療提供部会合同会議 

（地域医療構想調整会議） 

  令和４年１０月２３日、東部医師会館においてハイブリッドで開催され、魚谷顧問が出席し

た。議事として、(1)新型コロナウイルス感染症を踏まえた地域医療構想の進め方、(2)外来・

在宅医療提供体制に係る調査の実施、(3)令和５年度鳥取県医療介護総合確保基金（医療）の圏

域要望に係る提案と対応方針（案）について協議が行われた。また、(1)医師の働き方改革、

(2)外来機能報告制度、(3)医療機能情報提供制度、(4)医療法人の事業報告書等について報告が

あった。 

 

（３）鳥取県西部保健医療圏地域保健医療協議会（全体会）（鳥取県西部圏域地域医療 

   構想調整会議） 

  令和４年１１月３０日、西部総合事務所米子保健所においてハイブリッドで開催され、魚谷

顧問が出席した。議事として、(1)設置要綱の一部改正、(2)第８次医療計画の策定、地域医療

構想の考え方・進め方について報告があった後、(1)西部圏域の地域医療構想の推進、(2)地域

医療介護総合確保基金の新規メニュー提案について協議が行われた。 

 

 

５ 有床診療所対策 

１）鳥取県有床診療所協議会 

  平成２２年５月９日に設立し、令和５年３月末現在の会員数は１３名である。 

 

２）第３５回全国有床診療所連絡協議会総会 

  令和４年１１月５～６日の２日間に亘り、「富士の麓で話し合おう！～2025 年問題をチャンス

に変えるために～」をメインテーマに山梨県富士吉田市においてハイブリッドで開催され、池

田光之先生（鳥取県有床診療所連絡協議会長）が出席した。特別講演、講演、シンポジウムが

行われた。 
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３）全国有床診療所連絡協議会中国四国ブロック会役員会 

  令和５年１月１５日、Ｗｅｂで開催され、池田光之先生（鳥取県有床診療所連絡協議会長）

が出席した。議事として、第３５回全国有床診療所連絡協議会総会の報告等があった後、次年

度総会の日程等について協議が行われた。 

 

４）第１４回全国有床診療所連絡協議会中国四国ブロック会総会・中国四国医師会連合 

  有床診療所研修会 

  令和５年１月１５日、Ｗｅｂで開催され、池田光之先生（鳥取県有床診療所連絡協議会長）

が出席した。令和３年度事業及び収支決算報告の後、特別講演２題、(1)医療の安全保障と危機

管理（講師：衆議院議員 松本 尚先生）、(2)医療政策をめぐる 近の動向」（講師：日医副会長 

茂松茂人先生）、特別発言が行われた。 
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８．地域保健の向上に関する事項 

 

１ 健康診査管理指導事業対策 

  鳥取県健康対策協議会と共同で、「がん対策」を中心に事業を実施した。 

 

１）鳥取県がん対策推進県民会議 

  令和４年１０月１４日、テレビ会議で開催され、岡田常任理事が出席した。議事として、(1)

令和４年度がん対策推進計画アクションプラン、(2)令和５年度における県のがん対策等、(3)

第４次鳥取県がん対策推進計画策定のスケジュールについて協議が行われた。また、(1)７５歳

未満がん年齢調整死亡率、(2)全国がん登録のデータに基づくがん罹患の状況、(3)新型コロナ

ウイルスのがん検診受診への影響について報告があった。 

 

２）鳥取県がん診療連携協議会 

（１）令和４年５月２５日、協議会委員及び各作業部会会長・副会長の承認について書面議決の

結果、過半数の承認をもって可決された。 

 

（２）令和４年１１月２８日、鳥大医学部附属病院において開催され、小林副会長が出席した。

主な議事として、(1)各施設の実績と今後の計画及び各施設からの要望、(2)鳥取県からの連

絡事項等について協議が行われた後、(1)都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会の報告、

(2)令和３年度都道府県がん診療連携拠点病院 PDCA サイクルフォーラム（ピアサポーターの

育成等）、(3)協議会 HP（とりがんねっと）のリニューアルについて報告があった。 

 

 

２ 鳥取県臨床検査精度管理事業 

１）鳥取県臨床検査精度管理調査 

  令和４年度も９部門で実施した。基本参加費は主催２団体（県医師会、県臨床検査技師会）

の会員施設は 1,000 円、非会員施設は 5,000 円で、参加１部門あたり 1,000 円とした。なお、

平成２２年度に始まった日本臨床衛生検査技師会による「日臨技精度保証施設認証制度」の申

請条件として、都道府県の精度管理調査事業への参加が必須となっている。 

 

２）臨床検査精度管理委員会 

  令和５年２月９日、Ｗｅｂで開催した。議事として、(1)令和４年度実施報告、(2)令和４年

度報告会、(3)報告書の編集、(4)令和５年度事業に向けての課題等などについて報告、協議を

行った。令和５年度の報告書から冊子の作成をとりやめ、ＣＤで配付することが決定した。医

師向けに要点をまとめた各検査項目の結果並びに詳細は会報№813 号に掲載し、令和５年３月に

報告書を発刊した。 

 

３）鳥取県臨床検査精度管理調査報告会 

  令和４年１２月４日、西部医師会館において開催され、会長代理として小林副会長が挨拶を

した。会報に報告会の要約を掲載するとともに、後日参加医療機関に報告書を配付した。 
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４）鳥取県・鳥取市精度管理専門委員会 

  令和４年１０月１９日、テレビ会議で開催され、小林副会長が出席した。議事として、衛生

検査所の現状について報告があった後、令和４年度衛生検査所立入検査の実施方針について協

議が行われた。 

 

 

３ 特定健診・保健指導への対応 

１）令和４年度特定健康診査・特定保健指導委託契約書調印 

  令和４年度特定健康診査・特定保健指導委託契約を、令和４年４月１付けで鳥取県医師会と

鳥取県の代表保険者である「鳥取県市町村職員共済組合」との間で締結した。特定健診委託料

は、特定健診（基本健診 8,600 円、詳細健診：貧血 230 円、心電図 1,430 円、眼底 1,230 円、

追加健診：クレアチニン 0 円、尿酸 0 円）、特定保健指導（動機付け支援 8,800 円、積極的支

援 33,000 円）とした。 

 

２）主治医から通院患者への特定健康診査受診勧奨 

  県保険者協議会より各医療機関へ協力依頼があった。定期的に医療機関に通院していること

を理由に特定健診を受診しない被保険者がいるので、主治医から通院患者に対して特定健診の

受診勧奨を行うようお願いしていただいた。 

 

３）特定健診受診率向上のための「みなし健診」実施にかかる国保連合会との契約 

  鳥取県国保連合会では、医療機関で検査された患者の同意のうえ、特定健診に関連する検査

データの提供をいただく「みなし健診」の取組みを行っており、市町村国保を取り纏める鳥取

県国保連合会と鳥取県医師会が集合契約（委託料１件 3,500 円＋消費税）を締結した。 

 

４）特定健診受診率向上のための「みなし健診」実施にかかる協会けんぽとの契約 

  令和３年度より協会けんぽにおいても、「みなし健診」を全県的に実施しており、本会との間

で契約を結んでいる。取組みについては、国保連合会との契約と同様であるが、医療機関で検

査された患者の同意のうえ、特定健診に関連する検査データの提供をいただく。委託料も１件

3,500 円＋消費税と同様であるが、この事業への参加医療機関は、本会が取り纏めている集合契

約に手上げをされた全医療機関が対象となる。 

 

 

４ 地域保健活動の推進 

１）喫煙健康被害予防対策の取り組みについて 

  本会ホームページに「禁煙指導医・講演医」名簿を掲載したほか、次のとおり活動した｡ 

 

２）禁煙指導対策委員会 

  令和５年３月２３日、テレビ会議で開催した。各地区より講習会の開催状況等について報告

があった後、(1)ニコチン依存症管理料に係る報告書集計結果、(2)鳥取県における禁煙対策・

受動喫煙防止対策（公共施設及び多数の者が利用する施設等における禁煙状況等に関する調査

結果、令和３年度妊婦等喫煙状況等）、(3)令和５年度禁煙指導医・講演医養成のための講習会

などについて協議を行った。 

  本会ホームページに禁煙指導医・講演医として掲載する条件として「３年間に少なくとも１

回講習会に出席する」としているが、要件から外れる６名について、東部３会員は令和２年度
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に講習会が開催されていないこともあり、令和５年度に受講することを条件で、年度初めに受

講を促す通知を行う。中部３会員については、令和５年４月１日より本会ホームページから削

除する。また、過去２年間受講されていない７会員については、来年度出席がなければホーム

ページの名簿から削除となる旨、年度初めに通知を行う。詳細は、会報第 815 号に掲載した。 

 

３）「禁煙指導医・講演医」養成のための講習会 

  地区医師会との共催により、次のとおり開催した｡ 

  ［東部地区］ 

   日 時 令和４年５月２７日（金）午後７時～午後８時 

   場 所 東部医師会館及びＷｅｂ視聴 鳥取市富安 

   出席者 ５０名（医師３９名、その他１１名） 

   演 題 「今見直す、禁煙のニコチン置換療法と行動療法」 

   講 師 安陪内科医院長 安陪隆明先生 

 

  ［中部地区］ 

   日 時 令和５年３月２２日（水）午後７時～午後９時 

   場 所 中部医師会館 倉吉市旭田町 

   出席者 １７名（医師１６名、歯科医１名） 

   演 題 タバコをめぐるパラダイムシフト 

   講 師 河本医院長 河本知秀先生 

 

  ［西部地区］ 

   日 時 令和５年２月１日（水）午後７時～午後９時 

   場 所 西部医師会館及びＷｅｂ視聴 米子市久米町 

   出席者 ４２名（医師３４名、その他８名） 

   演 題 禁煙治療に関する課題と新たな対応の試み 

   講 師 鳥大医学部薬理学・薬物療法学教室教授 今村武史先生 

 

４）中国四国厚生局に提出する「ニコチン依存症管理料に係る報告書」の情報提供 

  県内ニコチン依存症管理料届出医療機関宛に、毎年７月中国四国厚生局へ「ニコチン依存症

管理料に係る報告書」を提出する際、同時に本会宛へ写しのファックスをお願いした。提供い

ただいた情報は、医療機関名等を匿名化の上、本会の事業のみに利用し、他の目的には使用し

ない。 

 

 

５ 鳥取県がん征圧大会 

  当初、令和４年９月１３日、県・保健事業団・県医師会の共催により、とりぎん文化会館に

おいて開催予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大が懸念されるため、オンラインに変

更し、県医師会館からライブ配信した。冒頭、鳥取県がん対策従事者功労による知事表彰とし

て秋藤常任理事、鳥取県保健事業団対がん事業功労による感謝状として尾﨑眞人先生（八頭町）、

小林恭一郎先生（鳥取市）の受賞が披露された。次いで、鳥取県保健事業団副理事長 秋藤洋一

先生による特別講演「がん－知っておきたい知識－」が行われた。 
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６ アレルギー対策事業（委託事業） 

１）鳥取県アレルギー疾患医療連絡協議会 

  令和４年１０月１３日、テレビ会議で開催した。議事として、(1)アレルギー疾患対策の概要、

(2)アレルギー疾患医療連携体制、(3)アレルギー疾患対策の取組について報告、協議を行った。

令和４年度は、県拠点病院において、アレルギー疾患医療や支援に関わる医療従事者の人材育

成、アレルギー疾患患者や家族、地域住民等に対する啓発及び知識の普及を実施した。詳細は、

会報第 809 号に掲載した。 

 

 

７ 糖尿病対策 

  鳥取県と委託契約を締結した「糖尿病予防対策連携強化事業」をもとに、下記のとおり推進

会議を「鳥取県糖尿病療養指導士認定機構統括委員会」との合同会議で開催し協議を行った。 

  なお、地域住民を対象とした「糖尿病予防講演会」および、かかりつけ医を対象とした「日

常診療における糖尿病臨床講座」は、運営面について地区医師会へ協力依頼した。 

 

１）「鳥取県糖尿病対策推進会議」「鳥取県糖尿病療養指導士認定機構統括委員会」 

   合同会議 

  令和５年３月１６日、テレビ会議で開催した。議事として、(1)令和４年度鳥取県糖尿病対策

推進会議事業、(2)糖尿病連携パスの実施状況、(3)鳥取県糖尿病療養士認定機構、(4)鳥取県糖

尿病性腎症重症化予防プログラムの推進状況について報告があった後、(1)令和５年度鳥取県糖

尿病対策推進会議の活動（研修会の開催、市民向け糖尿病予防講演会、受診勧奨のチラシ案）、

(2)鳥取県糖尿病療養士認定機構（令和５年度の講習会及び試験、認定更新）などについて協議

を行った。詳細は、会報第 814 号に掲載した。 

 

２）鳥取県・糖尿病医療連携登録医制度による登録 

  平成２５年１月１日、鳥取県医師会ホームページ内に「鳥取県・糖尿病医療連携登録医制度」

のコンテンツを開設し、平成２４年４月１日施行した「鳥取県・糖尿病医療連携登録医制度」

に基づき登録医の申請が出され、基準を満たしている医師を次のとおり登録した。 

  ・東部３４名、中部３６名、西部７２名、鳥大９名、計１５１名（令和５年３月末日現在） 

 

３）「世界糖尿病デー」in 鳥取２０２２円形劇場くらよしフィギュアミュージアム 

ブルーライトアップイベント（第１３回） 

  令和５年１１月１４日、円形劇場くらよしフィギュアミュージアムにおいて鳥取県糖尿病協

会等の主催で開催された。本会としては、令和５年１０月６日に開催した「第４回常任理事会」

において名義後援を了承した。 

 

４）鳥取県糖尿病療養指導士認定機構 

  平成２８年度から、かかりつけ医や地域保健指導の現場で、質の高い糖尿病療養指導を行え

るメディカルスタッフを育成していくことを目的に、鳥取県糖尿病対策推進会議の下部組織と

して鳥取県糖尿病療養指導士認定機構を設置し、鳥取県糖尿病療養指導士の育成、認定を行っ

ている。主な事業は、年３回認定試験受験者のための講習会を東部・中部・西部地区（各１回）

で開催後、全３回の講習会受講修了者に対して認定試験を実施し、試験合格者に鳥取県糖尿病

療養指導士認定証を発行する。 
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（１）鳥取県糖尿病療養指導士認定機構研修委員会 

  令和５年２月９日、Ｗｅｂで開催した。議事として、(1)令和４年度事業報告、(2)令和５年

度鳥取県糖尿病療養指導士認定機構講習会、(3)鳥取県糖尿病療養指導士の認定更新などについ

て報告、協議を行った。令和５年度の講習会日程では、例年１２月に開催している講習会Ｃが

大雪となる可能性があるため、募集人員は３０名程度とし、１１月開催とした。詳細は、会報

第 813 号に掲載した。 

 

（２）鳥取県糖尿病療養指導士認定機構認定委員会 

  令和５年３月１６日、テレビ会議で開催した。令和４年度の受験者は１８名で、合格ライン

を７割とした結果、１７名が合格し、鳥取県糖尿病療養士として認定した。 

 

（３）講習会・認定試験 

 ［講習会Ａ］ 

  日 時 令和４年１０月３０日（日）午前９時５０分～午後６時 

  場 所 西部医師会館  米子市久米町１３６ 

  出席者 ２３名 

  内 容 

  ①糖尿病の現状と課題、その中で鳥取県糖尿病療養指導士が果たすべき役割 

                     講師：住吉内科眼科クリニック 池田 匡先生 

  ②糖尿病の概念、診断、成因      講師：住吉内科眼科クリニック 山本 玲先生 

  ③糖尿病とメタボリックシンドローム、動脈硬化のリスクファクターの管理 

                     講師：村上内科クリニック 村上 功先生 

  ④糖尿病の治療総論、糖尿病の精神医療（インスリンポンプ・持続モニタリング） 

                     講師：鳥取大学医学部 大倉 毅先生 

  ⑤糖尿病の食事療法          講師：博愛病院 本多千鶴氏 

  ⑥糖尿病の薬物療法（内服薬での治療） 講師：鳥取大学医学部附属病院 寺本 圭氏 

  ⑦糖尿病の薬物療法（注射薬での治療） 講師：鳥取大学医学部附属病院 太田友樹氏 

  ⑧糖尿病と歯科疾患・医科歯科連携   講師：鳥取県歯科医師会理事 隅田秀樹先生 

  ⑨糖尿病の細小血管障害（網膜症）・内科眼科連携 

                     講師：鳥取大学医学部附属病院 馬場高志先生 

  ⑩糖尿病の急性合併症         講師：山陰労災病院 宮本美香先生 

 

 ［講習会Ｂ］ 

  日 時 令和４年１１月２０日（日）午前９時５０分～午後５時５０分 

  場 所 鳥取県医師会館  鳥取市戎町３１７ 

  出席者 ２２名 

  内 容 

  ①糖尿病の細小血管障害（神経障害）  講師：さとに田園クリニック 藤川康典先生 

  ②糖尿病のその他の合併症       講師：鳥取県立中央病院 村尾和良先生 

  ③糖尿病の大血管障害（動脈硬化性疾患）講師：鳥取県立中央病院 田泰之先生 

  ④糖尿病のフットケア         講師：三朝温泉病院 森 倫子氏 

  ⑤糖尿病の細小血管障害（腎症）    講師：鳥取市立病院 久代昌彦先生 

  グループワーク①（血糖自己測定）   ＣＤＥ－Ｊ 若干名 

  グループワーク②（インスリン注射）  同上 
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 ［講習会Ｃ］ 

  日 時 令和４年１２月１８日（日）午前９時５０分～午後６時 

  場 所 倉吉体育文化会館  倉吉市山根５２９－２ 

  出席者 ２１名 

  内 容 

  ①糖尿病患者の心理と行動       講師：三朝温泉病院 森 倫子氏 

  ②患者教育              講師：三朝温泉病院 森 倫子氏 

  ③糖尿病の運動療法          講師：三朝温泉病院 山口洋司氏 

  ④糖尿病の検査            講師：真誠会セントラルクリニック 内田智美氏 

  ⑤ライフステージ別の療養指導①（乳幼児期、学童期、思春期） 

                     講師：鳥取市立病院 長石純一先生 

  ⑥ライフステージ別の療養指導②（妊婦・出産）  

                     講師：鳥取県立中央病院 楢﨑晃史先生 

  ⑦ライフステージ別の療養指導③（就労期、高齢期） 

                     講師：山陰労災病院 本田 彬先生 

  ⑧高齢糖尿病患者の社会支援の受け方  講師：鳥取県立中央病院 森次奈穂美氏 

  ⑨特殊な状況・病態時の療養指導①（シックデー、周術期、栄養不良、旅行） 

                     講師：博愛病院 藤岡洋平先生 

  ⑩特殊な状況・病態時の療養指導②（災害対策、医療安全） 

                     講師：鳥取大学医学部 谷口晋一先生 

 

 ［認定試験］ 

  日 時 令和５年３月５日（日）午前１０時３０分～正午 

  場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町３１７ 

  受験者 １８名 

  合格者 １７名（合格した１７名に認定証を発行した） 

 

 

８ メンタルヘルス・自殺対策 

１）かかりつけ医と精神科医との連絡会議（委託事業） 

  令和４年１１月８日、Ｗｅｂで開催した。議事として、(1)令和３年度各地区うつ病対応力向

上研修の振り返りと令和４年度の計画、(2)令和３年度精神医療関係者等研修（心の医療フォー

ラム）の振り返りと令和４年度の計画、(3)「かかりつけ医と精神科医との連携マニュアル」の

改訂、(4)令和４年度鳥取県自死事業（健康政策課）について報告、協議を行った。詳細は、会

報第 810 号に掲載した。 

 

２）精神医療関係者等研修「心の医療フォーラム」（委託事業） 

  令和４年１１月１９日、米子コンベンションセンターにおいてハイブリッドにより、「第６２

回中国・四国精神神経学会／第４５回中国・四国精神保健学会」との共催で開催し、特別講演

「臨床現場においてオープンダイアローグをいかに実装するか」（講師：筑波大学医学医療系教

授 斎藤 環先生）を行った。 
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３）鳥取県アルコール健康障害・依存症対策会議 

  令和５年３月１６日、県庁において開催された。議事として、鳥取県アルコール健康障害・

依存症対策推進計画に基づく令和４年度の取組状況並びに令和５年度の取組予定及び改定など

について報告、協議が行われた。 

 

 

９ 麻薬対策 

１）鳥取県薬物乱用対策推進本部会議 

  令和５年２月２１日、書面で開催され、安陪隆明先生（東部医師会員）が参画した。各関係

機関の鳥取県薬物濫用対策推進計画への取組状況について情報提供があった。令和５年度に国

の薬物乱用防止５ヶ年戦略が策定され次第、鳥取県薬物濫用対策推進計画の改訂を行う予定と

のことであった。 

 

 

10 感染症対策 

１）新型コロナウイルス感染症対策 

（１）検査に係る検体採取に従事する医師の傷害保険加入及び保険料の支払い 

  県は、新型コロナウイルス感染症の検査に係る検体採取を地区医師会員に依頼し、本会が当

該業務に従事する医師の傷害保険加入及び保険料の支払い事務を引き受けた。 

 

（２）「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」の要望書の提出 

 １）令和４年８月５日付けで、平井知事あてに医療機関・介護事業者等に対する「新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」による支援の確実な実施並びに継続と拡充につい

て要望書を提出した。 

 

 ２）県が「医療・社会福祉・保育施設等物価高騰対策応援金要領」を定めて申請受付を開始し

たことを受け、令和４年１０月２８日付けで、県内の公的病院を除く本会会員である病院並

びに診療所に案内した。応援金の情報は、鳥取県ホームページに掲載された。 

https://www.pref.tottori.lg.jp/ouenkin/ 

 

（３）鳥取県新型コロナウイルス感染症医療体制協議会（平井知事とのトップ会談） 

 １）令和４年５月２日、テレビ会議で開催され、渡辺会長、地区医師会長、秋藤・岡田両理事

が出席した。平井知事の挨拶の後、さらなる感染拡大に備えた医療・療養体制の整備につい

て協議が行われた。これまでになかった傾向として、医療機関でのクラスターが相次いで発

生していることが示された。オミクロン株の中でも感染力が強いとされる BA.2 の拡大や、人

の動きが増えるゴールデン・ウィーク明けは、医療機関でも注意が必要として、院内での感

染対策を強化する方針を確認した。 

 

 ２）令和４年１２月１日、県医師会館においてハイブリッドで開催され、渡辺会長、秋藤常任

理事、地区医師会長等が出席した。平井知事の挨拶の後、第８波感染急拡大緊急対策につい

て協議が行われ、医療関係団体及び行政による「命と健康を守るための緊急メッセージ」が

採択された。緊急メッセージでは、県民に向けて基本的な感染対策の徹底、感染への備え

（常備薬や抗原検査キットの購入）、体調不良時は診療時間内に診療・検査医療機関を受診し、

夜間救急等のひっ迫を防ぐことについて協力依頼がなされた。また、年末年始の新型コロナ
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ウイルスのさらなる感染拡大に備え、県と県医師会は令和４年１１月２２日に緊急承認され

た新たな飲み薬「ゾコーバ」を速やかに医療機関で処方できる体制作りに取り組んだ。さら

に、県からは年末年始もできる限り診療することや、急患診療所の人員を増やして患者に対

応することが求められた。 

 

（４）感染状況を踏まえた発熱者等への診療 

  令和４年７月２１日開催の「第６回理事会」において県担当者より、(1)第７波を乗り越える

ための医師会・医療機関へお願い事項、(2)感染急拡大時（在宅療養者急増時）の対応について

説明があった。保健所への連絡は、電話だと繋がらないことが多いため、ＦＡＸまたはメール

での対応をお願いしたいとの要望がなされた。 

 

（５）新型コロナウイルス感染症の医療提供にかかる平井知事からの緊急要請 

  令和４年８月１８日に開催した「第８回理事会」において、県内の１日の新規感染者数が

1,000 人を超え、病床使用率も過去 大になるなど、社会・経済活動にも大きな影響を与えかね

ない状況にあることから、急遽、平井知事が出席され、渡辺会長に「新型コロナウイルス感染

症の医療提供にかかる緊急要請」がなされた。本会より全医療機関にファックスし、連携、協

力を求めた。 

  その後、緊急要請の内容等について、県担当者より説明があった。各家庭に配布した抗原検

査キットは家庭での使用が困難な時は、医療機関で使用して検査しても保険請求の対象になる

とのことであった。 

 

（６）発生届の重点化に伴う新たな BA.5 対策について 

 １）令和４年８月２６日、Ｗｅｂで開催され、渡辺会長、地区医師会長、三上・秋藤・松田各

常任理事、岡田理事が出席した。新システムでは、重症化リスクのある方は、従来のフロー

対応とし、２割程度にまで削減された。それ以外については、医療機関で陽性が判明した場

合は、診察時に県庁のコンタクトセンターを案内、無料あるいは自主検査で陽性が判明した

場合は、無料検査は検査所が、自主検査は本人がコンタクトセンターに連絡し登録、センタ

ーが宿泊療養か在宅療養かを指示し、療養期間に関しては原則自己判断とした。 

 

 ２）令和４年９月１日に開催した「第３回常任理事会」に石谷東部医師会長、明島中部医師会

理事、根津西部医師会長、県担当者に出席いただき協議を行った。県では新体制「BA.5 対応

型安心確立進化系システム」に移行し、業務効率化による陽性者対応のスピードアップを図

った。県又は鳥取市への全陽性者数の毎日報告、届出対象外の患者への案内等、新たな事務

をお願いするため、その概要及び新体制移行に伴う医療機関への依頼事項について説明があ

った。 

 

（７）鳥取県・鳥取市新型コロナウイルス感染症陽性者コンタクトセンターの稼働状況等 

  令和４年９月１５日に開催した「第３回理事会」において県・鳥取市の担当者より９月２日

～１４日までの陽性者コンタクトセンター稼働状況等について報告があった。 

  鳥取県（倉吉・米子保健所）では、相談件数約 2,900 件（うち一般相談約 2,000 件）、登録件

数約 1,900 件（うち倉吉保健所管内：約２７％、米子保健所管内：約７３％）で、うち電話受

付：約４９％、電子申請：約５１％であった。また、鳥取市保健所（東部地区）では登録件数

が約 1,900 件であった。 

  医療機関には、(1)「陽性者コンタクトセンター」への登録案内、(2)領収証（明細書）の保
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管の案内、(3)抗原検査キットによる自主検査で陽性となった方への対応について依頼した。 

 

（８）鳥取県新型コロナウイルスワクチン接種体制協議会 

 １）令和４年５月２７日、Ｗｅｂで開催され、地区医師会長が出席した。３回目と４回目接種

の促進に向けて市町村や医師会との連携を強化することが確認され、接種の遅れが目立つ若

年層を中心に接種勧奨の取組みを加速させた。県と市町村は、一般県民に対し、接種の必要

性と安全性を分かりやすく広報し、医療機関からも通院患者などに重症化予防の観点から接

種の重要性を伝えた。 

 

 ２）令和４年６月２８日、対策本部との合同会議によりハイブリッドで開催され、渡辺会長、

地区医師会長が出席した。議事として、(1)ワクチン接種の推進、(2)県内の感染状況につい

て協議が行われた。県内全域に「変異株による感染急増警戒情報」が発令中で、東部・西部

地区には「感染拡大注意情報」が発出され、東部地区を中心に学校における児童生徒の感染

が多く見られた。本日より７月３１日まで鳥取県全域において「感染防御強化月間」とした。

各病院と病床確保の協定を締結し、これまで要請文書でその都度依頼していた病床確保のよ

り一層の円滑化を推進した。 

 

 ３）令和４年８月９日、対策本部との合同会議によりハイブリッドで開催され、渡辺会長、地

区医師会長が出席した。議事として、(1)ワクチン接種の推進、(2)県内の感染状況について

協議が行われた。ハイリスク患者のトリアージの迅速化、社会福祉施設における施設内感染

の防止～クラスター実地指導事例を踏まえた対策の強化～、医療機関クラスター防止特別対

策などについて説明があった。 

 

 ４）令和４年９月９日、対策本部との合同会議がハイブリッドで開催され、渡辺会長、地区医

師会長が出席した。県内で９月中にも接種が始まるオミクロン株対応型ワクチン（２価ワク

チン）について、県内の市町村や医師会などと速やかな接種開始に向けて協議が行われた。

鳥取県では同日、各市町村への配分量を示し、医療機関と連携して早期接種を進める方針を

確認した。 

 

 ５）令和４年９月２２日、対策本部との合同会議がハイブリッドで開催され、渡辺会長、地区

医師会長が出席した。議事として、(1)２価ワクチン接種に向けた体制整備、(2)県内の感染

状況について報告、協議が行われた。県は、新型コロナ特措法に基づく県民への対策要請期

間を９月末日から１０月１４日まで延長し、１１月上旬から商工団体や大学の協力を得て職

域接種を実施した。国が目標とする１日 100 万回接種を達成するため、県全体で１日 5,000

千回接種を目指した。 

 

 ６）令和４年１０月１９日、対策本部との合同会議がハイブリッドで開催され、渡辺会長、地

区医師会長が出席した。議事として、(1)県内の感染状況、(2)ワクチン接種の推進などにつ

いて報告、協議が行われた。コロナ第８波とインフルエンザの同時流行が予測されたため、

医療機関、市町村、県が連携してインフルエンザワクチンとコロナワクチンのいずれの接種

も進めた。無料検査（PCR 検査等）を１１月末日まで延長し、２価ワクチンに加えて１０月２

４日から可能となる生後６カ月～４歳までの乳幼児のワクチン接種も促進した。 
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 ７）令和４年１１月２４日、ハイブリッドで開催され、渡辺会長、地区医師会長が出席した。

議事として、県内の感染状況について報告、協議が行われた。県全域で感染が急拡大し、ク

ラスターも多発、オミクロン新系統が県内で初めて確認された。年末に向けて県外往来や交

流・接触機会の増加が見込まれ、更なる感染拡大の恐れがあるため、基本的な感染防止対策

の徹底やできるだけ速やかなワクチン接種をお願いする緊急共同メッセージが発出された。

また、令和５年１月１３日まで無料検査（PCR 検査等）が延長された。県では 大 3,000 人の

陽性者に対応できるよう新型コロナ業務体制を構築した。 

 

 ８）令和４年１２月１４日、ハイブリッドで開催され、渡辺会長が出席した。議事として、県

内の感染状況などについて報告、協議が行われた。第８波対策の基本方針は、命と健康を守

る対策を重点に実施し、緊急対策として、年末に向け出来るだけ速やかなワクチン接種を呼

び掛けた。年末年始に向けて医師会、医療機関、薬剤師会、看護協会などの協力を得て医療

提供体制、相談体制の強化を行った。冬季に入り、救急外来を受診する患者が増え、重症患

者の診療に影響が出かねないことから、医療機関の適切な利用に協力いただいた。 

 

（９）鳥取県新型コロナウイルス感染症医療関係者協議会 

  令和４年１０月２７日、テレビ会議で開催され、渡辺会長、地区医師会長、秋藤常任理事が

出席した。県より、鳥取県新型コロナ・インフルエンザ同時流行対策基本方針について説明が

あった。流行状況によりステージを３段階に分けて対応し、流行が比較的抑えられているステ

ージⅠでは、県民・医療機関との情報共有、新型コロナ・インフルエンザ感染抑制、ワクチン

接種を推進した。ステージⅡは、流行による医療負荷が高まっている状態で、外来診療、病床

確保のレベルアップとして場合によりみなし陽性の導入の検討、行政検査の活用などがあげら

れた。ステージⅢでは、流行が深刻化して医療負荷が顕著になった状態として国の想定手法に

切り替え、発熱患者の相談体制の強化、キット配布による事故検査の実施など基本方針が示さ

れた。これに対して、診療、検査体制の確保をステージにより拡大強化、即応病床の拡大、ワ

クチンの接種体制の確保など各ステージでの医療機関へ協力要請がなされた。 

 

 ２）令和４年１１月１６日、書面で開催された。議事として、(1)鳥取県新型コロナ・インフル

エンザ同時流行対策基本方針、(2)外来医療体制整備計画について報告が行われた。(1)では、

受診相談センター・コンタクトセンターの順次増強や、みなし陽性の導入、年末年始の体制

強化等により、感染ピーク時にも対応可能な体制の強化を図った。(2)では、鳥取県の場合、

平日及び土曜日はピーク時でも概ね対応可能な状況であるが、日曜日に不足が見込まれるこ

とからコンタクトセンターの医師配置によるオンライン診断、夜間休日診療体制の強化（レ

ーン増加等）、みなし陽性の導入による受診抑制などにより対応可能となった。 

 

（10）鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部・県内市町村新型コロナウイルス感染症

対策本部合同会議等 

 １）令和４年７月２０日、ハイブリッドで開催され、渡辺会長が出席した。議事として、県内

の感染状況について報告、協議が行われた。本日、県内全域に「感染拡大警戒情報」が発出

された。中部地区には「注意報」が発令され、すでに西部地区には「警報」が発令されてい

た。 

 

 ２）令和４年８月４日、ハイブリッドで開催され、渡辺会長、地区医師会長が出席した。議事

として、県内の感染状況について報告、協議が行われた。第７波で確認されたクラスターの
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傾向として高齢者施設・医療機関での発生が増加し、エアロゾル感染に対する 大限の対策

が求められた。国の抗原検査キット配布事業を活用した鳥取方式である在宅療養「家族みん

なで健康システム」の説明があり、症状があれば、重症化リスクの有無にかかわらず、かか

りつけ医へ相談し、相談先に迷う場合は「受診相談センター」が医療機関を案内した。 

 

 ３）令和５年１月１９日、ハイブリッドで開催され、渡辺会長、地区医師会長が出席した。議

事として、県内の感染状況、高齢者早期投薬緊急対策事業、フルロナ重点対策、ワクチン接

種緊急促進事業について報告があった。また、渡辺会長より、「新型コロナウイルス感染症に

関する喫緊の課題と医療における対応」と題して、経口抗ウイルス薬、2009 年新型インフル

エンザ・パンデミック時の知見などについて説明があった。 

 

（11）鳥取県コロナに打ち克つ新しい県民生活推進会議 

  令和４年４月２７日、Ｗｅｂで開催され、秋藤理事の代理として岡本事務局長が出席した。

平井知事の挨拶の後、県よりゴールデン・ウイークを控え、めりはりをつけたマスク着用、ポ

イントを押さえたイベント・飲食など、「感染防御型Ｗｉｔｈコロナ」について説明があった。

引き続き、関係各団体との意見交換がなされ、医師会からは、早期のワクチン接種、マスク・

手洗い等の基本的感染対策、早期発見、早期治療、重症化予防のための受診勧奨をお願いした。 

 

（12）鳥取県新型コロナウイルス院内に係る意見交換会 

  令和４年５月１１日、Ｗｅｂで開催され、渡辺会長、秋藤・岡田両理事が出席した。県内で

もオミクロン株の中で感染力が強いとされる BA.2 の拡大により医療機関でのクラスターが相次

いで発生し、ゴールデン・ウイーク明けにはさらに感染拡大が予測されたことから、早急の対

策が必要であった。県内クラスター事例を検討し、原因分析とともに基本的対策と特に注意す

べきポイントについて「鳥取県版新型コロナウイルス院内感染対策ガイドライン」が策定され、

速報として会報第 803 号に掲載した。 

 

（13）新型コロナウイルス感染症の感染症法上の５類見直しに伴う医療機関の体制整備・

意向調査 

 １）令和５年２月１６日開催の「第１４回理事会」において県担当者より説明があった。５月

８日からの５類移行後の「医療提供体制」は段階的に移行していく。国は３月上旬に医療提

供体制の具体的な方針を示したが、これに先行する形で、県内の各医療機関には経過措置終

了後を見据えた医療提供体制の早期の検討・準備をお願いした。 

   また、県では、地区医師会を通じて県内医療機関を対象に意向調査を実施した。主な調査

項目は、コロナ患者の外来診療並びに入院の受け入れ見込み、入院（退院）調・搬送調整に

係る病病連携・病診連携の体制整備、在宅患者への医療提供の見込みなどであった。 

 

 ２）令和５年３月２日開催の「第７回常任理事会」、において県担当者より意向調査の速報があ

った。集計結果は、今後の県内の医療提供体制の見込みを把握するとともに、５類感染症へ

の段階的移行に向けた県施策の検討や、国への必要な支援の要望等に活用した。 

  報告後、協議した結果、圏域ごとに集計をお願いしたい、必要であれば各地区医師会で説

明会を開催して情報共有し連携を深めたい、マスクの着用を含めて今後どうするのか県ホー

ムページ、市報、新聞の折り込みなどで住民に周知して欲しいなどの意見が出された。 
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 ３）令和５年３月１６日開催の「第１５回理事会」において県担当者より、(1)患者対応方針、

(2)医療提供体制の移行、(3)令和５年４月以降の鳥取県におけるワクチン接種体制について

説明があった。 

 

（14）鳥取県新型コロナウイルス対策専門家チーム会議・鳥取県新型コロナウイルス感染

症対策本部合同会議の出席報告 

  令和５年３月２０日、県庁において開催され、渡辺会長が出席した。議事として、(1)県内の

感染状況、(2)感染症法上の位置づけの変更に伴う医療提供体制の見直し、(3)クラスター対策

の変更などについて報告、協議が行われた。５月８日以降、５類に円滑に移行し、切れ目なく

医療提供を行うため、医師会等と協議の上、４月２１日までに「移行計画」を策定する。令和

５年４月以降のワクチン接種は、引き続き、自己負担なしで接種できる。 

 

（15）鳥取県コロナワクチン接種健康被害調査委員会 

  本委員会は、被害者の申し出を受けてから設置され、医学的見地から調査する。接種の際の

副反応で障害が残った場合などに、国の救済給付金の対象になる事例があれば、厚生労働省に

認定申請する。 

 

（16）新型コロナウイルスワクチン４回目接種の推進に係るポスター・チラシの周知 

  県より依頼があった。４回目接種は対象者が限定されており、特に６０歳未満の方には、市

町村から接種券が自動的には届かないケースも多く、本人が４回目の接種対象者であることを

認識されない可能性が懸念されたため、４回目接種について案内するポスター・チラシを地区

医師会経由で該当する医療機関へ配付した。 

 

（17）新型コロナウイルス感染症対応『日本医師会休業補償制度』 

  令和２年１１月に創設、令和５年１月１日に満期を迎え、令和４年度も継続された。補償期

間は令和５年１月１日から１年間で、年間掛金は１施設 48,000 円である。医師をはじめとする

医療従事者、事務職員が新型コロナウイルスに感染もしくは濃厚接触をした場合に対応のため

に支出した消毒費用等や一時的に閉院または外来閉鎖を余儀なくされた時の逸失利益、家賃な

どの継続費用を補償する制度である。 

  前年度との変更点は、(1)「休診日や土日・祝日を含む連続３日以上」から「休診日や土日・

祝日を含む連続７日以上」の閉院を確認した時点で補償金を請求できること、(2)対象施設は、

日医会員が開設または管理する医療機関の他、新たに医療機関に併設された通所介護や訪問介

護等を行う介護サービス事業所を対象とすること、(3)１施設あたりの補償額は、医療機関が

大 200 万円から 100 万円、介護サービス事業が 大５０万円を上限に補償した。本制度は日医

会員を対象とした任意加入契約のため、自動更新とはならず、改めて加入申込み手続きが必要

である。 

 

（18）都道府県医師会新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会 

  下記のとおり日医会館において開催され、渡辺会長、秋藤常任理事、岡田理事がＷｅｂによ

り県医師会館等で視聴した。詳細は、理事会記録に掲載した。 

   第３３回：令和４年 ４月２２日   第３４回：令和４年 ５月１８日 

   第３５回：令和４年 ８月 ９日   第３６回：令和４年１０月１１日 

   第３７回：令和４年１２月２３日   第３８回：令和５年 ２月２８日 
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２）子ども予防接種週間の実施協力 

  日本医師会は、例年どおり令和５年３月１日～７日までの７日間、子ども予防接種週間を実

施した。昨年度同様、各医療機関に対して土・日曜日等に予防接種が受けられる体制づくり、

予防接種に関する啓発等を協力依頼するとともに、地区医師会へ予防接種対策費として５万円

を助成した。 

 

３）感染症情報の周知 

  日本医師会感染症危機管理対策室及び鳥取県等から感染症に関する通知があり次第、本会メ

ーリングリスト及びホームページ「感染症情報」に掲載し会員へ周知した。なお、各医療機関

への即時性を求める情報の場合は、ファックスで全医療機関に周知するとともに、会報掲載も

した。 

 

 

11 学校保健対策 

１）第３６回学校医・園医研修会及び県学校保健会研修会 

  令和５年２月１９日、倉吉体育文化会館において県学校保健会との共催により開催し、講演

「鳥取県における学校検尿について－鳥取県学校検尿事後措置のガイドラインを含めて－」（講

師：米子医療センター小児科診療部長 岡田晋一先生）を行った。本会指定学校医研修単位は１

０単位。出席者は４５名（医師３１名、養護教諭、学校・園関係者１４名）。詳細は、会報第

813 号に掲載した。 

 

２）日本医師会学校保健講習会 

  令和４年４月１０日、Ｗｅｂで開催され、 田常任理事、岡田理事が出席した。中央情勢報

告、日医学校保健委員会の答申報告等の後、４名の講師による講演、シンポジストによる討論

が行われた。すべての講演資料と映像は、後日、日本医師会ホームページメンバーズルームで

公開された。詳細は、会報第 803 号に掲載した。 

 

３）都道府県医師会学校保健担当理事連絡協議会 

  令和５年２月９日、Ｗｅｂで開催され、松田常任理事、岡田理事が出席した。議事として、

文部科学省からの行政報告、(1)現在の学校保健の課題～現代的な健康課題に対応した健康教育

の推進～、(2)特別支援教育の充実、(3)生徒指導提要の改訂、(4)GIGA スクール構想における１

人１台端末とデジタル教科書の活用の後、学校保健に関する諸課題への対応などについて事前

アンケートをもとに協議が行われた。詳細は、会報第 813 号に掲載した。 

 

４）日本医師会母子保健講習会 

  令和５年２月１２日、日医会館において開催され、「母子保健におけるメンタルヘルス、ここ

ろの問題」をテーマに５つの講演、討議が行われた。 

 

５）第５３回全国学校保健・学校医大会 

  令和４年１１月１２日、「子どもたちの『生きる力』を育む」をメインテーマに盛岡市におい

てハイブリッドで開催され、渡辺会長、岡田・橋田両理事が出席した。午前中に５つの分科会

「からだ・こころ（１～３）」「耳鼻咽喉科」「眼科」、午後からは開会式・表彰式に引き続き、

(1)特別講演、(2)シンポジウム３題、(3)ディスカッションなどが行われた。詳細は、会報第

810 号に掲載した。 
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６）全国学校保健･学校医大会「都道府県医師会連絡会議」 

  令和４年１１月１２日、盛岡市において開催され、渡辺会長が出席した。次期担当県が兵庫

県医師会に決定した。 

 

７）中国四国医師会連合学校保健担当理事連絡協議会 

  令和４年８月２１日、ＡＮＡクラウンプラザホテル米子において広島県医師会の担当により

開催予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大が懸念されるため、Ｗｅｂ（各県医師会館）

で開催され、渡辺会長、石谷東部医師会長、 田・松田両常任理事、岡田・橋田両理事が出席

した。日医より渡辺常任理事をコメンテーターに迎え、各県からの提出議題９題及び日医への

要望７題について活発な議論がなされた。次回は香川県医師会の担当である。詳細は、会報第

807 号に掲載した。 

 

８）中国地区学校保健・学校医大会 

  令和４年８月２１日、ＡＮＡクラウンプラザホテル米子において本会の担当により開催予定

であったが、新型コロナウイルス感染拡大状況を踏まえ、書面開催とし、大会誌の作成送付を

もって開催に代えることとした。 

 

９）第６６回中国地区学校保健研究協議大会実行委員会 

（１）令和４年６月２３日、県医師会館において開催され、渡辺会長（県学校保健会長）が出席

した。主な議事として、令和４年８月１８日、とりぎん文化会館において鳥取県の担当で開

催される標記協議大会の「開催方法、役員等・準備・開会行事」、「特別講演、職域部会、班

別研究協議会の運営・打合せ」などについて協議が行われた。 

 

（２）令和４年１１月２４日、Ｗｅｂで開催され、渡辺会長（県学校保健会長）、瀬川常任理事が

出席した。議事として、令和４年８月１８日に開催された大会の概要及び収支決算について

報告があった後、事業終了後の余剰金の使途について協議が行われ、補助金・負担金をいた

だいた各団体に配分し、返金することとした。 

 

10）第６６回中国地区学校保健研究協議大会 

  令和４年８月１８日、とりぎん文化会館において本会等との共催で開催予定であったが、新

型コロナウイルス感染拡大が懸念されるため、大会自体は中止となり、特別講演「子どものネ

ット・ゲーム依存の実態と対応」（講師：久里浜医療センター名誉院長 樋口 進先生）のみオン

ラインで開催され、渡辺会長（県学校保健会長）が挨拶した。 

  なお、大会が通常開催された際は、本会より班別研究協議会の指導助言者として下記の先生

を推薦していた。 

 (1)豊かな人間性を育む性に関する指導・エイズ教育⇒博愛病院産婦人科部長 片桐千恵子先生 

 (2)豊かな人間関係と社会性を育み、心の健康づくりを目指す教育活動 

⇒ 渡辺病院医長 竹内亜理子先生 

 

11）県立学校健康管理担当医（学校産業医）の報酬改正等 

  令和５年３月３０日付けで、県教育委員会事務局より通知があった。令和５年度より下記の

とおり改正された。 

  ・学校産業医年額報酬 54,750 円 ⇒ 120,000 円 

  ・面会指導１回あたりの謝金 9,200 円 ⇒ 13,570 円 
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12）鳥取県医師会指定学校医制度 

  平成２７年度より開始した本制度であるが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により研

修機会が充分に得られなかったことに鑑み、有資格者すべての更新期限を令和３年度末まで延

長した。加えて、以降は３年毎に更新時期を統一することで、今後は全員が同じ条件の下で単

位を取得できるよう要綱を改訂した。 

 

13）鳥取県学校保健会 

（１）鳥取県学校保健会定例理事会 

  令和４年６月７日、書面で開催され、(1)役員選出、(2)令和３年度事業報告及び収支決算、

(3)令和４年度事業計画案及び収支予算案について審議した結果、渡辺会長が鳥取県学校保健会

長に選出された（再任）。 

 

（２）鳥取県学校保健会学校保健及び学校安全表彰審査会 

  渡辺会長（鳥取県学校保健会長）以下１０名の審査員による審査（書面議決）により全員の

承認を得たことから、学校医６名（東部４名、西部２名）、学校歯科医２名、学校薬剤師７名、

養護教諭４名の計１９名を被表彰者として決定した。 

 

（３）鳥取県学校保健会学校保健及び学校安全表彰式 

  令和５年２月１９日、倉吉体育文化会館において開催され、渡辺会長（鳥取県学校保健会長）

が出席し、被表彰者（学校医６名、学校歯科医２名、学校薬剤師７名、養護教諭４名）に表彰

状等を授与した。 

 

14）教職員研修会への講師派遣 

  令和４年９月８日、倉吉体育文化会館において開催された研修会の講師として、岡本小児科

医院 岡本 賢先生（中部医師会員）を推薦した。 

 

 

12 健康スポ－ツ対策 

１）日本医師会認定健康スポーツ医 

  平成３年度より発足した日本医師会認定健康スポ－ツ医は、令和５年３月末現在５９名であ

る。令和４年度の新規申請者は４名（西部３名、大学１名）、更新申請者は９名（東部４名、

中部２名、西部３名）であった。 

 

２）日本医師会健康スポ－ツ医学講習会 

  〔日本医師会主催〕日本医師会Ｗｅｂ研修システムにて開催 

   前期：令和４年１１月５日・６日 後期：令和４年１１月２６日・２７日 

   その他、日本体育協会公認スポーツドクタ－養成講習会受講者の推薦依頼があったので、

受講希望のあった会員を報告した。 

 

３）日本医師会健康スポ－ツ医学再研修会 

（１）第１回とりだい病院スポーツ医科学センター講演会（１単位） 

   日 時 令和４年１２月３日 

   場 所 ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

   出席者 ６名（県内６名） 
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   内 容 (1)女性アスリートのパフォーマンス向上を目指して 

         －相対エネルギー不足の解決策は？－ 

                        順天堂大学産婦人科教授 北出真理 先生 

 

（２）第２回とりだい病院スポーツ医科学センター講演会（１単位） 

   日 時 令和５年２月２５日 

   場 所 米子コンベンションセンター 

   出席者 ７名（県内５名、県外２名） 

   内 容 (1)アスリートの心理サポートの実践と研究動向 

           順天堂大学スポーツ健康科学部スポーツ科学科准教授 川田裕次郎 先生 

 

（３）第４２回東部医師会健康スポーツ医学講演会（１単位） 

   日 時 令和５年３月２日 

   場 所 東部医師会館及びＷｅｂ視聴 

   出席者 ２９名（県内２８名、県外１名） 

   内 容 (1)とりだい病院スポーツ医科学センターの目指すアスリートサポート 
         －チームＴ.Ｓ.Ａの現状と未来ビジョン－ 

                     鳥大医学部整形外科学分野准教授 榎田 誠 先生 

 

（４）第２２回鳥取臨床スポーツ医学研究会（２単位） 

   日 時 令和５年３月１８日 

   場 所 国際ファミリープラザ 

   出席者 ２８名（県内２７名、県外１名） 

   内 容 (1) 何故・どこが痛い？ 新の投球障害へのアプローチ 

              亀田メディカルセンタースポーツ医学科部長代理 山田 慎 先生 

       (2)スポーツ外傷に対する高気圧酸素治療 

         －受傷早期の腫脹・疼痛からの早期回復と損傷組織の修復促進のために－ 

              東京医科歯科大学統合教育機構教養教育部門教授 

           スポーツサイエンス機構スポーツ医歯学診療センター長 

                       病院（医系）高気圧治療部長 柳下和慶 先生 

 

 

13 産業保健対策 

１）日本医師会認定産業医 

  平成２年度に発足した「日本医師会認定産業医制度」による認定産業医は、令和５年３月末

現在３４７名（東部１２９名、中部５８名、西部１４８名、鳥大１２名）である。また、令和

４年度の新規申請者は３名（西部２名、非会員１名）、更新申請者は６６名（東部２０名、中部

１０名、西部２７名、鳥大５名、期間外４名）であった。 

 

２）産業医部会運営委員会 

  令和４年４月１４日、鳥取労働局、鳥取産保総合支援センターに参集いただき、テレビ会議

で開催した。議事として、(1)令和３年度事業報告及び令和４年度事業計画、(2)鳥取産保総合

支援センター事業、(3)令和４年度の産業保健事業（鳥取労働局）などについて協議、意見交換

を行った。令和４年度の産業医研修会は、各地区で基礎研修と生涯研修の合同とし、基本テー
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マを「メンタルヘルス」「熱中症対策」「職場巡視」「ハラスメント」「労災」「両立支援」とした。

また、今年度も三密回避のため定員（先着順）を設け、県外受講者はお断りした。詳細は、会

報第 803 号に掲載した。 

 

３）第４３回産業保健活動推進全国会議 

  令和４年４月１５日、Ｗｅｂで開催され、秋藤理事、加藤東部理事、福嶋中部理事が出席し

た。産業保健総合支援事業に関する３題の活動事例報告の後、シンポジウムとして「医療機関

における働き方改革－医療の質の向上を目指して－」をテーマに３題の講演、協議が行われた。

詳細は、会報第 804 号に掲載した。 

 

４）産業医研修会 

 鳥取県医学会（生涯研修・専門）１単位）  

 日 時 令和４年６月１９日（日）午後４時～午後５時 

 場 所 鳥取県医師会館 鳥取市戎町 

 出席者 認定産業医２４名 

 講 演 職場におけるメンタルヘルス増進へ向けての産業医の役割 

～コロナ禍における働き方改革,ストレスチェック制度への対応を踏まえて～ 

                          鳥取県医師会会長 渡辺 憲 先生 

 

 基礎研修（実地１単位・後期４単位）＆生涯研修（更新１単位・実地１単位・専門３単位） 

（１）日 時 令和４年７月１０日（日）午後０時１５分～午後５時３０分 

   場 所 とりぎん文化会館 鳥取市尚徳町 

   出席者 １１２名 [認定産業医１０９名、未認定産業医３名] 

   内 容 (1)安全衛生対策、労働災害防止への対応について 

                    鳥取労働局労働基準部健康安全課 山田正道 課長 

         職場におけるハラスメント防止対策の留意点について 

                      鳥取労働局雇用環境・均等室 齋木和紀 室長 

       (2)メンタルヘルス対策の実際 

                  内田労働衛生コンサルタント事務所長 内田和彦 先生 

       (3)職場巡視の実際と巡視報告書の記載演習 

               日本労働安全衛生コンサルタント会鳥取支部 高野雅弘 幹事 

                 田中安全衛生コンサルタント事務所代表 田中 誠  氏 

       (4)職場における熱中症対策 

                 鳥取大学国際乾燥地研究教育機構准教授 大谷眞二 先生 

       (5)職場における健康管理 

                鳥取大学医学部健康政策医学分野名誉教授 黒沢洋一 先生 

 

（２）日 時 令和４年９月１８日（日）午後０時１０分～午後５時２５分 

   場 所 倉吉未来中心 倉吉市駄経寺町 

   出席者 ８１名[認定産業医７６名、未認定産業医５名] 

   内 容 (1)安全衛生対策、労働災害防止への対応について 

                     鳥取労働局労働基準部健康安全課 山田正道 課長 

         職場におけるハラスメント防止対策の留意点について 

                       鳥取労働局雇用環境・均等室 齋木和紀 室長 
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       (2）職場の腰痛健診と腰痛予防について 

                     鳥取県中部医師会立三朝温泉病院 森尾泰夫 先生 

       （3）職場巡視の実際と巡視報告書の記載演習 

                日本労働安全衛生コンサルタント会鳥取支部 高野雅弘 幹事 

                  田中安全衛生コンサルタント事務所代表 田中 誠  氏 

       （4）勤労者のメンタルヘルス対策 

          ～発達障害者の支援：対人関係・認知機能の特性を知る～ 

                              倉吉病院院長 兼子幸一 先生 

       （5）職場における健康管理について 

                 鳥取大学医学部健康政策医学分野名誉教授 黒沢洋一 先生 

 

（３）日 時 令和４年１０月３０日（日）午後０時１５分～午後５時３０分 

   場 所 米子コンベンションセンター 米子市末広町 

   出席者 ８４名 [認定産業医７６名、未認定産業医８名] 

   内 容 (1)安全衛生対策、労働災害防止への対応について 

                     鳥取労働局労働基準部健康安全課 山田正道 課長 

         職場におけるハラスメント防止対策の留意点について 

                       鳥取労働局雇用環境・均等室 齋木和紀 室長 

       (2)働く人々のメンタルヘルスケア～専属産業医の経験より～ 

                             渡辺病院副医長 久保なな 先生 

       (3)職場巡視の実際と巡視報告書の記載演習 

                日本労働安全衛生コンサルタント会鳥取支部 高野雅弘 幹事 

                  田中安全衛生コンサルタント事務所代表 田中 誠  氏 

       (4)職場の腰痛：診断から対策まで 

                       鳥取大学医学部整形外科講師 谷島伸二 先生 

       (5)職場における健康管理～人生 100 年時代の産業保健～ 

                    鳥取産業保健総合支援センター所長 黒沢洋一 先生 

 

５）鳥取県産業保健協議会 

  令和４年１１月１０日、県医師会館において労働局、医師会、鳥取産保総合支援センター等

が参集し開催した。議事として、(1)医師会における産業保健活動、(2)鳥取産保総合支援セン

ターの運営状況等、(3)新型コロナウイルス感染症に係る労働災害発生状況及び感染症予防対策

（労働局健康安全課）、(4)新型コロナウイルス感染症に関する労災補償（労働局労災補償課）

について報告、協議を行った。詳細は、会報第 810 号に掲載した。 

 

６）鳥取県地域産業保健事業 

  平成２６年度より産業保健を支援する３つの事業（地域産業保健事業、産業保健推進センタ

ー事業、メンタルヘルス対策支援事業）が一元化され、「産業保健活動総合支援事業」として鳥

取産業保健総合支援センターが実施主体となり、地区医師会等の協力のもと、事業が運営され

ている。 

  各地域産業保健センターでは、地区医師会長が代表となり、地域運営主幹（産業保健担当理

事）、コーディネーターを配置し、登録産業医等が健康相談を実施している。また、全県及び各

地区運営協議会が開催され、関係機関との連携及び運営等について検討されている。 
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７）鳥取県地域両立支援推進チーム会議 

  令和４年８月２日、鳥取労働局においてハイブリッドで開催され、秋藤常任理事が出席した。

平成３０年度調査では、治療と仕事の両立支援の取組みは事業所の 55.8％にとどまっており、

さらなる推進が必要なため、令和４～８年度の鳥取県地域両立支援推進５ヶ年計画が示された。

県内事業場の両立支援への取組みと理解をより向上させること、両立支援コーディネーターの

育成と、コーディネーターと推進チームとのネットワーク形成を目標として挙げた。各メンバ

ー施設での取組み状況の発表があり、がん患者が中心だが、他疾患についても少しずつ支援の

窓口ができてきており、大学の肝炎センター、野島病院の高次脳機能センター、県立厚生病院

の脳卒中相談窓口などが対応している。また、両立支援の窓口は鳥取産保総合支援センター以

外には山陰労災病院と県立厚生病院の２ヶ所にしかなく、がん患者が中心となることから、が

ん拠点病院の県立中央病院にも窓口設置をお願いした。今後、両立支援の好事例を収集して、

その取組みを啓発する目的で、企業向けに提示していく。 

 

８）鳥取産業保健総合支援センター運営協議会・全体会議 

 【運営協議会】 

  令和４年１１月１０日、県医師会館において開催され、渡辺会長、秋藤常任理事が出席し、

渡辺会長が協議会長に選任された。議事として、(1)令和４年度業務運営状況、(2)県内の地産

保センターにおける「医師からの意見聴取」サービスが一時中断したことについて報告、協議

が行われた。(2)では、国からの予算の削減が影響したため、黒沢所長に相談医になっていただ

くなど工夫しながら事業を進めており、事業の優先順位を決めて対応した。 

 

 【全体会議】 

  令和５年２月９日、テレビ会議で開催された。令和４年度の事業実施状況では、相談件数は

一時予算不足から目標達成できない予定であったが、黒沢所長の尽力等で支障をきたさなかっ

た。労働衛生工学専門員の個別訪問支援の実施がなかったが、令和５年度は労働安全衛生法の

新たな化学物質規制の強化に伴い件数が増えることが予想される。 

  令和５年度の事業予定では、「治療と仕事の両立支援」「メンタルヘルス対策」「産業保健の活

性化」の３項目に集約して実施する。「産業保健の活性化」では、地域産業関係者に対する実践

的かつ専門的な研修の充実として、男性の更年期障害について周知、化学物質による健康障害

防止が加わり、自主的産業保健活動推進のセミナーの実施では、化学物質による健康障害防止、

機会をとらえた団体経由産業保健活動推進助成金の周知が加わり、小規模事業場などにおける

産業保健活動への支援の充実として、運動指導等を通じた労働者の健康保持増進のための個別

訪問支援が加わる。 

 

９）鳥取産業保健総合支援センター主催の研修会 

  センター主催、県医師会共催による産業医研修会を下記のとおり開催した。本会から日医認

定産業医制度指定研修会として申請し、承認を受けた。 
 
 産業保健研修会（生涯研修・専門２単位）  

（１）日 時 令和４年１０月１３日（木）午後２時～午後４時 

   場 所 米子コンベンションセンター第４会議室 米子市末広町 

   出席者 認定産業医１８名 

   内 容 長時間労働者、高ストレス者の面接指導の方法と意見書の作成 

            鳥取産業保健総合支援センター所長産業保健相談員 黒沢洋一 先生 
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（２）日 時 令和４年１０月２０日（木）午後２時～午後４時 

   場 所 とりぎん文化会館第４会議室 鳥取市尚徳町 

   出席者 認定産業医１３名 

   内 容 長時間労働者、高ストレス者の面接指導の方法と意見書の作成 

              鳥取大学国際乾燥地研究教育機構専任・准教授 大谷眞二 先生 

 

10）第４８回鳥取県産業安全衛生大会 

  令和４年１０月２４日、倉吉未来中心において、鳥取県労働基準協会並びに本会等の主催に

より開催予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大が懸念されるため、中止となった。 
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９．保険医療の充実に関する事項 

 

１ 医療保険制度対策 

１）鳥取県後期高齢者医療広域連合への協力 

（１）「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施」と「後期高齢者健康診査」事業への協力につ

いて本会宛に周知依頼があった。この事業は、令和２年度に開始され、令和４年度は県内

１１市町村で実施、今後全ての市町村で実施される見込である。会報第 806 号に掲載し会

員へ周知した。 

 

２）鳥取県後期高齢者医療懇話会 

  令和４年１２月５日、湯梨浜町中央公民館において開催された。議事として、(1)令和３年度

後期高齢者医療制度の実施状況、(2)令和４年度鳥取県後期高齢者医療広域連合事業計画、(3)

保険料率の改定、(4)負担割合の見直し、(5)マイナンバーカードの保険証利用などについて報

告、協議が行われた。会議概要については、鳥取県後期高齢者医療広域連合事務局ホームペー

ジに掲載された。 

 

３）鳥取県医療費適正化計画策定評価委員会 

  令和５年３月２２日、Ｗｅｂで開催され、來間理事が出席した。第３期の進捗状況として、

令和３年度の特定健診実施率は計画策定時より上昇したが、目標値には届いていない。一方、

ジェネリック医薬品の使用促進では、各保険者においてジェネリック医薬品お願いカード等の

配布を実施したため、目標値に届いた。第４期計画は、令和６年度を開始年度とし、新たな目

標として、複合的なニーズを有する高齢者の医療・介護の効果的・効率的な提供等を加える。 

 

４）鳥取県国民健康保険運営協議会 

  令和４年１１月７日、県立図書館において開催され、田中敬子先生（東部医師会員）が出席

した。議事として、(1)令和３年度国保事業の実施状況、(2)第３期鳥取県国保運営方針の策定、

(3)保険料水準の統一に向けたロードマップの作成について報告があった後、令和５年度納付金

の算定方法について協議が行われた。 

 

 

２ 医療保険対策 

１）医療保険委員会 

  令和４年１２月８日、支払基金並びに国保連合会事務局にも参集いただき開催した。事前に

全医療機関を対象に実施した「審査機関及び県医師会に対する要望事項アンケート」１０件に

ついて回答があった後、協議、意見交換を行った。詳細は、会報第 811 号「医療保険のしおり」

に掲載した。なお、過去に協議済みの要望事項は、基本的には各地区医師会で取りまとめる段

階で、これまでの記録を参考に各地区で対応いただいた。 

 

２）中国四国医師会連合医療保険分科会 

  令和４年５月１４日、Ｗｅｂで開催され、県医師会館にて瀬川・三上両常任理事、秋藤理事

が出席した。はじめに令和４年度診療報酬改定に対して中国四国医師会連合が要望した１０項

目について、日本医師会社会保険診療報酬検討委員会の中国四国ブロック代表委員である久 明

史先生（高知県医師会常任理事）が総括された。引き続き、各県医師会より令和４年度診療報
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酬改定の評価について報告があった後、協議が行われた。詳細は、会報第 804 号に掲載した。 

 

３）保険医療機関指導計画打合せ会 

  令和４年４月２２日、県医師会館において開催され、渡辺会長、両副会長、全常任理事が出

席した。議事として、(1)令和３年度指導結果、(2)指導対象保険医療機関の選定、(3)令和４年

度指導計画などについて報告、協議が行われた。令和４年度の集団的個別指導は、原則講義形

式とするが、新型コロナウイルス感染状況等により、資料送付形式にするか検討した。また、

高点数保険医療機関等に対する個別指導は実施しなかった。詳細は、会報第 804 号に掲載した。 

 

４）生活保護法による指定医療機関個別指導 県・鳥取市合同打合会 

  令和４年４月２２日、県医師会館において開催され、渡辺会長、両副会長、全常任理事、尾

﨑東部医師会副会長が出席した。議事として、(1)令和３年度個別指導実施結果及び令和４年度

実施計画案、(2)医療扶助の適正化などについて報告、協議が行われた。令和４年度の対象医療

機関は、県で１１病院（一般科８、精神科３）、２診療所、鳥取市で３病院（一般科２、精神科

１）、１診療所（一般科）とした。詳細は、会報第 804 号に掲載した。 

 

５）都道府県医師会社会保険・情報システム担当理事連絡協議会 

  令和４年９月８日、Ｗｅｂで開催され、瀬川・ 田・三上・秋藤・松田各常任理事、地区医

師会担当理事が出席した。議事として、説明３題、(1)連絡協議会の趣旨とオンライン資格確認

の原則義務化の経緯（長島日医常任理事）、(2)オンライン資格確認の現状と原則義務化に関す

る説明（厚生労働省保険局）、(3)オンライン資格確認導入促進と課題解決に向けた取組み（長

島日医常任理事）の後、質疑応答が行われた。詳細は、会報第 808 号に掲載した。 

 

６）オンライン資格確認におけるアンケート調査 

  令和５年４月より原則オンライン資格確認システム導入が義務化となった。令和４年１０月

現在、鳥取県では約８割の医療機関が顔認証付きカードリーダーの申込みをしており、本会と

して、医療機関の進捗状況等を把握するため、県内診療所を対象にアンケート調査を実施した

結果、回答率は 83.2％であった。今後は、アンケート結果を分析し、必要に応じて会員への説

明会の開催を検討した。 

 

７）オンライン資格確認にかかる説明会 

  令和４年１１月２１日、オンラインで開催した。厚生労働省 中園保険データ企画室長よりオ

ンライン資格確認の概要について説明があった後、会員から事前に寄せられた意見・質問及び

Zoom のチャットに届いた質問や会場出席者からの質問にも回答いただいた。当日の様子を収め

た動画を鳥取県医師会ホームページに公開した。 

 

８）指導・監査等の立会い 

  各地区で実施された指導に役員が立会い、理事会で内容を報告し、概略を会報に掲載した。 

  ［健保 新規個別指導］ 

   令和４年 ６月 ２日＜西部２診療所＞：小林副会長 

   令和４年 ６月３０日＜中部１診療所＞：松田常任理事 

   令和４年１１月２４日＜西部２診療所＞： 田常任理事 

   令和５年 ２月１６日＜西部１診療所＞：來間理事 
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  ［健保 個別指導］ 

   令和４年 ９月 ８日＜西部１診療所＞：三上常任理事 

   令和４年１２月 １日＜東部１病院＞：太田理事 

 

  ［生保 個別指導］ 

   令和４年 ９月２９日＜西部１病院＞：三上常任理事 

 

 

３ 労災保険対策 

１）労災診療費算定実務研修会 

  令和４年１２月１日、Ｗｅｂで開催された。内容は、「労災診療費算定実務講座」に係る説明

のほか、請求時の留意点や算定誤りの事例等による研修で、受講者は４５人（２５医療機関）

であった。 

 

４ 個人情報保護法 

  改正個人情報保護法が平成２９年５月３０日に施行されたことにより、本会個人情報保護方

針等及び会員個人情報の種類と利用目的を本会ホームページに公表している。 

 

５ 支払基金支部運営委員会 

  令和４年９月８日、支払基金鳥取支部において開催され、渡辺会長が出席した。令和４年１

０月より全国を６つのブロックに分け、鳥取県では米子分室が設置された。レセプトの提出先

に変更はないが、審査結果に関する問い合わせ、再審査等請求書の提出先は、電子レセプトが

審査事務センター・米子分室に、紙レセプトが審査委員会事務局（鳥取市）あてとなった。詳

細は、会報第 809 号に掲載した。 
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10．医事法規の整備に関する事項 

 

１ 母体保護法対策 

１）母体保護法指定医師研修会 

  平成２５年に母体保護法指定基準が一部改正されたことにより、新規指定又は更新に際し、

指定研修会の受講が義務化された。本会では、令和４年１０月２３日、県医師会館において開

催し、講演２題、(1)人工妊娠中絶、Up to date－母体の安全・安心を改めて考える－（講師：

母体保護法指定医師審査委員会委員 大野原良昌先生）、(2)産婦人科医会安全部会の活動の成果

（講師：母体保護法指定医師審査委員会委員 伊藤隆志先生）の後、「専門医共通講習①医療倫

理（必修）１単位」として、県立中央病院産婦人科統括部長 高橋弘幸先生による講演「新しい

出生前検査認証制度と臨床倫理」を行った。受講者は２３名。 

 

２）母体保護法指定医師審査委員会 

  令和４年１１月１７日、テレビ会議で開催した。議事として、(1)母体保護法指定医の現況報

告、(2)人工妊娠中絶・不妊手術実施状況報告、(3）母体保護法指定医師書換え申請、(4)指定

証様式、(5)新指定証交付要領などについて報告、協議、意見交換を行った。今回更新となる母

体保護法指定医数は３５名で、令和４年１２月１日から２年間有効となる。詳細は、会報第 810

号に掲載した。 

 

３）日本医師会家族計画・母体保護法指導者講習会 

  令和４年１２月３日、オンラインで開催され、母体保護法指定医師審査委員会委員 大野原良

昌先生が出席した。「心の問題を考える－その後のサポートへ繋げるために」をテーマに講演

５題が行われた後、厚生労働省から指定発言がなされた。詳細は、会報第 811 号に掲載した。 
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11．医療施設の整備に関する事項 

 

１ 医療提供体制の確保対策 

１）鳥取県医療審議会 

（１）令和４年１２月９日、テレビ会議で開催され、渡辺会長が出席し、審議会長に選任された。

議事として、令和５年度鳥取県地域医療介護総合確保基金（医療）について協議が行われた

後、(1)第８次鳥取県保健医療計画、(2)特定診療科（鳥取県医師確保奨学金）の見直しに係

る検討状況、(3)医師の働き方改革の施行（令和６年４月）に向けた県内病院の対応状況等、

(4)地域医療支援病院の令和３年度業務報告、(5)医療法人部会の結果、(6)がん診療連携拠点

病院の推薦などにつて報告があった。 

 

（２）令和５年３月１５日、テレビ会議で開催され、渡辺会長、清水副会長が出席した。議事と

して、(1)第８次鳥取県保健医療計画の策定に向けて、(2)令和５年度鳥取県地域医療介護総

合確保基金（医療）について協議が行われた後、(1)感染症法の改正及び次期予防計画の策定、

(2)脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業、(3)令和６年度医学部臨時定員に係る増

員申請方針案、(4)医療法人部会の開催結果などについて報告があった。 

 

 

２）鳥取県医療審議会医療法人部会 

（１）令和４年８月４日、県庁において開催され、瀬川常任理事が出席した。議事として、医療

法人の解散認可申請３件について審議が行われ、承認された。 

 

（２）令和４年１２月２２日、県庁において開催され、清水副会長が出席し、部会長に選出され

た。議事として、医療法人の設立認可申請２件と解散認可申請２件について審議が行われ、

承認された。なお、設立認可申請１件については、医療法人の監事が親族であったため、変

更する事を条件に認められた。 

 

３）鳥取県立病院運営評議会 

  令和４年１１月１７日、Ｗｅｂで開催され、渡辺会長、地区医師会長が出席し、渡辺会長が

評議会長に選出された。議事として、(1)令和３年度県営病院事業実績及び第３期県立病院改革

プランの進捗状況、(2)県立病院の 近の取組、(3)次期改革プラン（公立病院経営強化プラン）

などについて報告、協議が行われた。 
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12．医業経営の安定、会員の福祉向上による 

         国民の健康及び福祉の増進に関する事項 
 

１ 医事紛争対策 

１）第７０回医事紛争処理委員会 

  令和４年５月１９日、書面で開催した。決議事項として、「令和４年度県内の医事紛争の状況

（新規受付４件、解決３件、年度末未解決３件）」について、全ての委員から同意する旨の回答

を得た。 

 

２）中国四国医師会連合医事紛争研究会 

  令和４年１１月２３日、広島県医師会の担当により広島県医師会館においてハイブリッドで

開催され、渡辺会長、清水・小林両副会長、瀬川・ 田両常任理事、來間理事、野口顧問弁護

士が出席した。事前の質問４項目、各県からの提出議題３題及び日医への要望・提言１議題に

ついて協議、意見交換が行われたほか、今村日医常任理事より日本医師会の取組み状況、コメ

ントがあった。次回は香川県医師会の担当である。詳細は、会報第 810 号に掲載した。 

 

３）都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議会 

  令和４年１２月８日、Ｗｅｂで開催され、瀬川常任理事が出席した。議事として、(1)日医医

賠責保険の運営に関する経過報告、(2)産科医療補償制度と医療紛争について説明が行われた後、

都道府県医師会からの質問・要望事項について担当役員より回答がなされた。詳細は、会報第

811 号に掲載した。 

 

 

２ 看護職員対策の連携強化 

１）東部医師会立鳥取看護高等専修学校卒業生への表彰 

  令和５年３月４日、新型コロナウイルス感染拡大が懸念されたことにより、関係者のみで卒

業式が挙行された。本会より来賓出席はせず、成績優秀な卒業生１名に対し、県医師会長表彰

として表彰状と記念品を贈った。卒業生は７名であった。 

 

２）鳥取県准看護師試験委員会 

  令和５年３月９日、オンラインで開催され、下山晶樹先生（西部医師会員）が出席した。議

事として、(1)2/14 令和４年度准看護師試験の実施結果、(2)合否判定などについて協議が行わ

れた。 

 

３）鳥取県ナースセンター事業運営協議会 

  令和５年２月９日、県看護研修センターにおいて開催され、岡田常任理事が出席した。議事

として、(1)令和４年度ナースセンター事業委託料、事業の従事者、(2)鳥取県ナースセンター

令和４年度事業実績、(3)高齢者福祉施設看護職確保推進事業、(4)令和４年度鳥取県ナースセ

ンター事業内容と評価、(5)令和５年度鳥取県ナースセンター事業案などについて報告、協議が

行われた。 
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３ 勤務医、病院対策 

１）都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会 

  令和４年５月２２日、Ｗｅｂで開催され、県医師会館にて永島・廣岡両理事が、日医会館に

て渡辺会長（日医勤務医委員会委員長）が出席した。全国医師会勤務医部会連絡協議会につい

て、令和３年度担当の京都府医師会より開催報告と令和４年度担当の愛知県医師会より挨拶が

あった。協議では、講演２題、(1)コロナ禍での勤務医の働く環境課題の整理と、今後のポスト

コロナ・ウイズコロナ時代を見据えた勤務医の働き方改革（若林香川県医師会副会長・日医勤

務医委員）、(2)全国における勤務医の意見集約に望まれること～全国８医師会ブロックにおけ

る議論の活性化への提言～（渡辺会長）とディスカッションが行われた。詳細は、会報第 805

号に掲載した。 

 

２）全国医師会勤務医部会連絡協議会 

  令和４年１０月１５日、日医主催、愛知県医師会の担当により、「医療新時代を切り開く勤

務医の矜持～コロナを克(こ)えて～」をメインテーマに名古屋市において開催され、渡辺会長

（日医勤務医委員会委員長）が出席した。特別講演３題、(1)医師会の組織強化に向けて（松

本日医会長）、(2)社会の共有財として「知のコモンズ」をめざす東海国立大学機構の挑戦～総

合知の活用による人類社会の課題解決への取り組み～、(3)2040 年の医療介護、日医勤務医委

員会報告が行われた後、シンポジウム１「医療新時代の病院機能分化と連携推進～アフターコ

ロナのあるべき姿を問う～」、シンポジウム２「医師の働き方改革～光と陰～」をテーマにそ

れぞれ５名ずつの演者による講演があり、 後に「愛知宣言」が採択された。次回は青森県医

師会の担当により令和５年１０月７日（土）青森市において開催予定である。詳細は、会報第

809 号に掲載した。 

 

３）勤務医委員会 

  令和５年２月２日、テレビ会議で開催した。議事として、(1)5/27 都道府県医師会勤務医担当

理事連絡協議会の出席報告、(2)10/15 全国医師会勤務医部会連絡協議会の出席報告、(3)10/19

都道府県医師会医師会組織強化担当役職員連絡協議会の出席報告、(4)12/10 中国四国医師会連

合勤務医委員会の出席報告、(5)各地区医師会勤務医対策の現況報告、(6)医師会入会パンレッ

トなどについて報告、協議を行った。令和５年度は委員会を２回開催する予定である。詳細は、

会報第 813 号に掲載した。 

 

４）鳥取県病院協会定期総会及び管理部会 

  令和４年６月、新型コロナウイルス感染症拡大が懸念されるため、鳥取医療センターの担当

により書面で開催された。議事として、(1)令和３年度事業及び決算報告、(2)令和４年度事業

計画案及び予算案について審議が行われた。 

 

５）中国四国医師会連合勤務医委員会 

  令和４年１２月１０日、広島県医師会館において広島県医師会の担当によりハイブリッドで

開催され、県医師会館にて渡辺会長（日医勤務医委員会委員長）、岡田・永島両理事が出席した。

若林委員長（香川県医師会副会長）の進行により、各県医師会から提出された６項目の議題に

ついて協議が行われた。次回は香川県医師会の担当により令和５年９月２４日に高松市におい

て開催予定である。詳細は、会報第 811 号に掲載した。 
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６）医師会組織強化担当役職員連絡協議会 

  令和４年５月２２日、ＡＮＡクラウンプラザホテル米子において開催した。講演「医師会組

織強化の重要性について」（講師 日本医師会常任理事 松本吉郎先生）の後、議事として、(1)

鳥取県医師会における組織強化の取り組みと会員の状況、(2)各地区医師会の組織率の現状と課

題、(3)今後の具体的方策に向けた議論について協議を行った。鳥取県内の医師の 78.9％は地区

医師会に入会しており、全国平均より高いが、日医入会率は 50.0％と低調である。今後は、鳥

大医学部医師会における事務局機能の強化が求められた。詳細は、会報第 804 号に掲載した。 

 

７）都道府県医師会医師会組織強化担当理事連絡協議会 

  令和４年１０月１９日、Ｗｅｂで開催され、永島理事が出席した。議事として、医師会組織

強化に向けて、(1)日医では卒後５年目まで会費減免期間を延長するので全ての医師会に取り組

んでほしいこと、(2)医賠責保険加入のメリット、(3)郡市区医師会組織強化担当役職員連絡協

議会の開催などについて説明があった後、協議が行われた。詳細は、会報第 809 号に掲載した。 

 

８）鳥大医学部医師会との医師会組織強化に向けての検討会 

  令和５年２月２４日、ＡＮＡクラウンプラザホテル米子において開催し、渡辺会長、永島理

事が出席した。主な懇談項目として、(1)医師会の組織強化に向けて、(2)医師の働き方改革に

おける鳥取県医師会の対応、(3)医師会入会のパンフレット、(4)入会申込書、(5)臨床研修医

「歓迎の夕べ」の開催などについて説明した後、協議を行った。 

 

 

９）鳥取県医療勤務環境改善支援センター 

（１）医療勤務環境改善担当課長会議 

  下記のとおりＷｅｂで３回開催され、労務管理アドバイザー、岡本事務局長、岩垣次長、上

治主事が県医師会館等にて視聴した。 

 １）令和４年６月２８日 

  (1)医師の働き方改革の施行に向けて～都道府県/勤改センターにお願いすること、(2)医師の

働き方改革と宿日直許可を巡る状況、(3)医療機関勤務環境評価センター、(4)2022 年度の特定

労務管理対象機関の指定に係る詳細なスケジュール、(5)予算事業等の活用について説明があっ

た。 

 ２）令和４年９月２１日 

  (1)医療機関勤務環境評価センターが１０月中旬から評価受審も申込を受付、(2)医師の働き

方改革の施行に向けた取組みについて説明があった。詳細は、会報第 808 号に掲載した。 

 ３）令和５年２月１０日 

  (1)医療機関勤務医環境評価センターの受診手続きと早期受審勧奨、(2)面接指導実施体制の

構築、(3)臨床研修／専門研修プログラム、(4)令和５年度予算案、(5)令和６年度以降の医療監

視、(6)特定労務管理対象機関の指定等に係る業務手順書、(7)各都道府県労働局との連携、(8)

大学病院における働き方改革について説明があった。 

 

（２）トップマネジメント研修会 

  令和４年１１月４日、Ｗｅｂで開催した。渡辺会長（センター長）の挨拶の後、講演「医師

の働き方改革の動向」（浅見社会保険労務士法人 代表社員 浅見 浩氏）を行った。参加数は１４

医療機関であった。詳細は、会報第 810 号に掲載した。 
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（３）実務者セミナー 

  令和４年１０月２１日、県内医療機関の管理者、労務管理の責任者・担当者を対象に、令和

６年４月から始まる医師の時間外労働の上限規制の運用開始にあたり、働き方改革の推進及び

医療勤務環境改善に向けた意識づけを図ることを目的にＷｅｂで開催した。講演３題、(1)時間

外・休日労働上限規制（講師：長田鳥取労働局労働基準調整官）、(2)医師の働き方改革の施行

に向けて（講師：濱﨑県医療政策課係長）、(3)医療勤務環境改善に役立つ管理ツール（講師：

影山医療労務管理アドバイザー）を行った。参加医療機関は２５病院であった。詳細は、会報

第 809 号に掲載した。 

 

（４）運営協議会 

 １）令和４年７月１４日、オンラインで開催し、渡辺会長（センター長）、清水副会長、瀬川常

任理事が出席した。議事として、(1)令和３年度センター活動報告（研修会、実務者セミナー、

医療機関に対する個別支援等の状況、医療機関の勤務環境改善事業の支援、医療機関アンケ

ート、相談受付状況、広報活動状況、医療機関アンケート集計結果、決算、Yahoo!特別企画

取材）、(2)医師の働き方改革に関する国の動き（県医療政策課）、(3)令和４年度事業につ

いて報告、協議を行った。詳細は、会報第 806 号に掲載した。 

 

 ２）令和５年３月８日、テレビ会議で開催し、渡辺会長（センター長）、清水副会長が出席した。

議事として、(1)令和４年度中間報告、(2)医師の働き方改革の円滑な施行に向けた県内医療

機関の準備状況等、(3)令和４年度医師の働き方改革に向けた医療機関の支援状況、(4)有床

診療所を対象とした「令和４年度医師の働き方改革に向けた時間外労働に係る実態調査」、

(5)宿日直許可取得状況、(6)パンフレットの作成、(7)令和５年度事業案などについて報告、

協議を行った。詳細は、会報第 814 号に掲載した。 

 

（５）推進委員会 

 １）令和４年１１月１６日、テレビ会議で開催した。議事として、令和４年度センター活動中

間報告（運営協議会・トップマネジメント研修会・実務者セミナーの開催、医療機関に対す

る個別支援、広報、相談受付など）の後、医療機関に対する個別支援の方向性について協議

を行った。詳細は、会報第 810 号に掲載した。 

 

 ２）令和５年２月２２日、テレビ会議で開催した。議事として、(1)医師の働き方改革の円滑な

施行に向けた県内医療機関の準備状況等、(2)令和４年度医師の働き方改革に向けた医療機関

の支援状況、(3)有診療所を対象とした「令和４年度医師の働き方改革に向けた時間外労働に

係る実態調査」、(4)宿日直許可取得状況、(5)長時間労働医師への面接指導実施体制の構築、

(6)パンフレットの作成、(7)令和５年度事業案などについて報告、協議を行った。詳細は、

会報第 813 号に掲載した。 

 

（６）鳥取県医療政策課、鳥取労働局、勤改センターの担当者で三者協議 

  鳥取県医療政策課、鳥取労働局、勤改センターの各担当者で三者協議を６回行い、勤改セン

ターの活動計画や、勤改センターが行っている医療機関への支援状況報告から、県内医療機関

の医師の働き方改革の準備状況や宿日直許可取得状況の情報交換を行い、医療機関が抱えてい

る課題等について検討を行った。 
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（７）厚生労働省「医師の働き方改革に向けたミーティング」 

  令和４年１２月１４日、Ｗｅｂで開催され、岡本事務局長、岩垣次長、県医療政策課並びに

鳥取労働局担当者が出席した。議事として、(1)医師の働き方改革の準備状況、(2)宿日直許可

の相談、申請状況、(3)勤改センターの活動状況、(4)厚生労働省からの発言などについて報告、

協議が行われた。詳細は、会報第 809 号に掲載した。 

 

（８）日本医師会医療機関勤務環境評価センター医療機関の評価申請に関する説明会 

  令和４年１２月１５日、Ｗｅｂで開催され、秋藤常任理事、廣岡・永島両理事が出席した。

主な議事として、(1)評価申請にあたっての留意点（城守日医常任理事）、(2)医師の働き方の施

行に向けた医療機関への取組支援等（厚生労働省）について説明があった。日医ホームページ

に当日の説明会の映像が配信されており、資料も掲載された。 

 

（９）医師の働き方改革に向けた医療機関の支援 

  令和３年度に当センターが行った県内４３病院訪問と、厚生労働省及び県が令和３年８月に

行ったアンケート調査をもとに、令和４年度は２２病院に医療労務管理アドバイザーが訪問し、

勤務環境改善の助言等の支援業務を以下のとおり行った。 

 １）特別支援業務（医療勤務環境改善マネジメントシステムの導入による勤務環境改善の促進

に向けた支援を毎月実施）：３病院（支援実績 計１９回） 

   県アンケート結果において、令和２年度１年間の時間外・休日労働が 960 時間を超える医

師がいる病院及び特例水準 B 又は連携 B を目指している３病院に対して支援を行った。特例

水準を目指している２病院については、「医療機関勤務環境評価センター」への申請に向けて

時短計画作成支援、評価項目の達成状況の確認及び資料作成の支援を行った。 

   また、宿日直許可の取得に向けて支援も行った。 

 

 ２）医師労働時間短縮計画の策定支援業務：３病院（支援実績 計７回） 

   令和３年度のアンケート調査結果から時間外・休日労働が 960 時間を超える医師がいる３

病院に対して支援を行った結果、２病院は 960 時間以内に収めることが確認できた。１病院

は時間外労働時間の把握から、Ｂ水準を目指すこととなった。 

 

 ３）個別支援業務：１６病院（支援実績 計１８回） 

   過去の支援実績から、宿日直許可未取得、労務管理上の問題がある１６病院に対して支援

を行った結果、２病院が宿日直許可を取得し、１病院は過去に取得した許可が現在も有効で

あることが確認できた。 
 
 ４）医療機関からの個別相談にも対応しており、労務管理に関する相談が１３件あった。その

うち宿日直許可取得の相談があった２件については、医療機関の個別支援につなげた。 
 
（10）有床診療所を対象とした「令和４年度医師の働き方改革に向けた時間外労働に係る

実態調査」集計、分析 

  令和５年２月、県が３２有床診療所を対象に行った調査について、勤改センターでは集計、

分析を行った。その結果、宿日直許可の取得に向けて準備中の１医療機関と３６協定が締結さ

れていない７医療機関について、今後、支援を行うこととした。詳細は、会報第 814 号に掲載

した。 
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（11）県内病院の宿日直許可に係る取得状況 

  県内病院の宿日直許可に係る取得状況について、令和４年度支援実績と電話による確認を行

った。 
 ・宿日直許可を取得している病院：２８病院 

 ・経営者などが宿日直業務を行っているので取得は不要と判断している病院：４病院 

 ・宿日直業務を行なわず取得しないとしている病院：２病院 

 ・現在、宿日直許可取得のため準備中、申請中などの病院：９病院 

 
（12）勤務環境改善に関する情報提供等 

 １）会報に労務管理に関する記事を「センター通信」として毎月掲載し、勤改センターホーム

ページにも掲載した。ホームページには、医師の働き方改革の制度解説・ 新情報や医療機

関の勤務環境改善に役立つ情報等を掲載し提供している。 

 

 ２）当センターの利用を促進するため、リーフレットを 1,000 部作成し、県下全医療機関等関

係先に配布するとともに、会報にも掲載した。 

 

 ３）医師及び医療従事者へ医師の働き方改革の趣旨及び制度内容を周知するために用いること

ができる『医師の働き方改革』に係るパンフレットを 2,000 部作成し、県下全医療機関等関

係先に配布した。 

 

（13）医療労務管理アドバイザー研修会 

  勤改センターが委嘱している医療労務管理アドバイザー１５人を対象に、医療機関の勤務環

境改善支援に関する研修会を２回、県立倉吉未来中心において開催した。 

 １）令和４年６月１８日 

  鳥取県医療政策課からは、医師の働き方改革の関連法令の施行に向けた鳥取県の取組や鳥取

労働局からは、宿日直の許可基準の説明と申請に際しての相談対応について、勤改善センター

の役割について説明があった。また、支援医療機関ごとの担当アドバイザーを決定した。 

 

 ２）令和５年３月１５日 

  「医療機関勤務環境評価センター」の福竹労務管理サーベイヤーから、「医療機関の医師の労

働時間短縮の取組の評価」のポイントについて講演があった。また、播間医業経営コンサルタ

ントから、医業経営アドバイザー業務について講演があった。勤改センター事務局からは、令

和４年度の医療機関支援報告及び来年度の支援の方向性について説明を行った。 

 

 

４ 損害保険、生命保険の団体業務の継続 

１）日本医師会医師賠償責任保険 

  日本医師会医師賠償責任保険（100 万～１億円補償）は、昭和４８年７月から発足し、勤務会

員も加入しているが、現行の日医医賠責保険でカバーできない部分について、日医Ａ会員が任

意で加入できる「日医医賠責特約保険（１億超～３億円補償）」の加入者（期間：令和４年７

月１日～令和５年７月１日）は 224 名である。 
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２）損保ジャパン医師賠償責任保険加入会員 

  令和５年３月末日現在、医師賠償責任保険加入会員数は 310 名である。 

 

３）生命保険加入代理店の業務 

  第一、日本、明治安田、大樹の５社との契約を存続し会員福祉向上に努めている。令和５年

３月末日現在、各社の契約件数は次のとおりである。 

第 一   ７８件 日 本    ７７件 明治安田   ３件 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ  ４１５件 大 樹   ５４件  

 

４）損保ジャパン所得補償保険加入会員 

  令和５年３月末日現在、所得補償保険加入会員数は 107 名である。 

 

５ 会員福祉対策 

１）日本医師会医師年金の加入 

  令和５年３月末現在、本県会員の医師年金加入者は７４名、受給者は１４０名である。 

 

２）全国国民年金基金・日本医師従業員支部（旧日本医師従業員国民年金基金） 

  日医が設立母体となり、平成３年４月創設、同年５月１５日設立認可を得て日本医師従業員

国民年金基金として発足した。平成３１年４月、全国国民年金基金へ統合し、全国国民年金基

金日本医師従業員支部へ移行した。本県加入総数は９３名である（令和５年３月末現在）。 

 

３）鳥取県医療機関企業年金基金への対応 

  平成５年４月１日に発足した「鳥取県医療機関厚生年金基金」は、平成２８年３月２５日を

もって解散し、平成２８年４月１日に「鳥取県医療機関企業年金基金」として新たに発足した。

令和５年３月末現在の加入者数は 3,824 名、加入事業所は６９である。 

 

４）会員総会 

  令和４年６月１８日、ホテルニューオータニ鳥取において開催した。米寿・喜寿御祝贈呈、

各種表彰授与の後、特別講演「鳥取県における新型コロナウイルス感染症への取り組みの２年

間と今後」（平井伸治知事）、鳥取医学賞講演「訪問診療における中断の実態とその要因」（博愛

病院呼吸器内科 西井静香先生）、鳥取医学雑誌新人優秀論文賞講演「H 波二重刺激試験で脊椎運

動ニューロン脱抑制を示した破傷風の１例」（智頭病院内科 山本健嗣先生）を行った。平井知

事の講演は、YouTube「鳥取県医師会チャンネル」にて限定公開した。詳細は、会報第 805 号に

掲載した。 

 

５）物故会員について 

  令和４年４月１日から令和５年３月末日までの間に物故された会員は、次のとおりである。 

 

髙 勇吉 先生（81 歳） 

 鳥取市（4.4.16 逝去） 

巨島 怜子 先生（98 歳） 

 岩美町（4.4.18 逝去） 

井上 多栄子 先生（79歳） 

 米子市（4.6.4 逝去） 

   

面谷 幹夫 先生（94 歳） 

 米子市（4.6.20 逝去） 

門脇 和範 先生（93 歳） 

 境港市（4.6.21 逝去） 

松本 久 先生（91 歳） 

 米子市（4.7.2 逝去） 
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木村 功 先生（83 歳） 

 米子市（4.7.3 逝去） 

西尾 吉兵衛 先生（103 歳） 

 鳥取市（4.8.4 逝去） 

岸田 英夫 先生（85 歳） 

 鳥取市（4.8.15 逝去） 

   

宮川 鉄男 先生（99 歳） 

 北栄町（4.8.18 逝去） 

安田 稔 先生（94 歳） 

 鳥取市（4.8.22 逝去） 

松浦 駿一 先生（80 歳） 

 米子市（4.9.4 逝去） 

   

北村 正彦 先生（95 歳） 

 鳥取市（4.9.24 逝去） 

永井 睦悌 先生（89 歳） 

 米子市（4.11.7 逝去） 

下山 晶士 先生（86 歳） 

 米子市（4.12.5 逝去） 

   

小嶋 良平先生（87 歳） 

 米子市（4.12.14 逝去） 

藤井 卓先生（78 歳） 

 米子市（5.1.12 逝去） 

林原 都也子先生（76 歳） 

 米子市（5.1.28 逝去） 

   

渡辺 俊一先生（93 歳） 

 米子市（5.3.22 逝去） 

吉川 暢一先生（90 歳） 

 米子市（5.3.24 逝去） 

 

   

６）会員表彰 

  本年度の「一般表彰」「会長表彰」等は、次のとおりであった。＜敬称略＞ 

 

１．一般表彰 

  厚生労働大臣表彰 

   ４. ９. ９   清水正人（倉吉市） 救急医療功労者 

   ４.１０.１０   秋藤洋一（鳥取市） 国保関係功績者 

      〃     小寺正人（鳥取市）    〃 

   ４.１１. １   森下嗣威（鳥取市） 支払基金関係功績者 

   ５. ２.２７   新田辰雄（倉吉市） 公衆衛生事業功労者 

 

  文部科学大臣表彰 

   ４.１１.１０   平本眞介（倉吉市） 学校保健功労者 

 

  日本公衆衛生協会長表彰 

   ５. ２.２７   藤井武親（倉吉市） 公衆衛生事業功労者 

       〃     岡空輝夫（境港市）     〃 

       〃     池田光之（鳥取市）     〃 

       〃     秋藤洋一（鳥取市）     〃 

 

  鳥取県知事表彰 

   ４. ９.１３   秋藤洋一 （鳥取市） がん対策従事者功労者 

   ４.１０.２０   仲村広毅 （西伯郡） 救急医療功労者 

   ４.１０.２６   宇奈手一司（倉吉市）    〃 

 

  鳥取県国民健康保険団体連合会理事長表彰（国保事業功労者） 

   ４. ７.２６   小寺正人（鳥取市） 
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  鳥取県教育委員会表彰（学校保健功労者） 

   ４.１１.１６   田中 清（鳥取市）  乾 俊彦（鳥取市） 

 

  鳥取県学校保健会長表彰（学校保健功労者） 

   ５. ２.１９   桶川了二（鳥取市）  岸 良光（鳥取市）  竹内一昭（鳥取市） 

            竹内裕一（鳥取市）  來間美帆（境港市）  田中隆司（米子市） 

 

  鳥取県保健事業団理事長感謝状 

   ４. ９.１３   尾﨑眞人（八頭郡）  小林恭一郎（鳥取市） 

 

２．鳥取県医師会長表彰 

   ４. ６.１８ 会員として満５０年以上医業従事者（会員総会） 

            柿坂俊武（八頭町）  山田晴成（米子市） 

   ４. ６.１８ 永年役員（会員総会） 

            秋藤洋一（鳥取県医師会）  池田光之（東部医師会） 

            齋藤 基（東部医師会）   野田博司（中部医師会） 

            岡田耕一郎（中部医師会） 

   ４. ６.１８ 第３１回鳥取医学賞（会員総会） 

            西井静香（博愛病院） 

   ４. ６.１８ 第９回鳥取医学雑誌新人優秀論文賞（会員総会） 

            山本健嗣（智頭病院） 

 

３．長寿御祝（会員総会） 

  ＜米寿＞ 

   提嶋一文（米子市）    縄田昌平（鳥取市）    佐々木孝夫（米子市） 

   松本 拾（米子市）    小嶋良平（米子市）    山本 栄（倉吉市） 

   吉岡千尋（鳥取市）    川﨑寛中（米子市） 

 

  ＜喜寿＞ 

   山内教宏（米子市）    西本和彦（倉吉市）    作野嘉信（境港市） 

   山本 仁（米子市）    林原都也子（米子市）   西尾昌憲（鳥取市） 

   石原孝之（米子市）    鳥飼高嗣（倉吉市）    清水法男（米子市） 

   天野道麿（北栄町）    中下英之助（米子市）   渡邊淳子（米子市） 

 

７）第４回全国医師ゴルフ選手権大会 

  令和４年５月３～４日の２日間に亘り岐阜県関カントリー倶楽部において日本医師会と全国

医師協同組合連合会との共催により開催された。 
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13．医師会相互の連絡調整に関する事項 

 

１ 日本医師会との連携強化 

１）日本医師会定例代議員会 

  令和４年６月２５日、日医会館において開催され、渡辺会長・清水副会長が出席した。会長

挨拶、議長及び副議長の選定、令和３年度日医事業報告が行われた後、議事として、「第１号

議案 令和３年度日医決算の件」について審議が行われ、議案どおり承認された。続いて、「第

２号議案 日医役員（会長、副会長、常任理事、理事、監事）及び裁定委員選任の件」、「第３

号議案 日医役員（会長、副会長、常任理事）選定の件」が一括上程された。会長、副会長は定

数を超えていたため、投票により松本吉郎先生が会長に選任された。常任理事、理事、監事、

裁定委員は定数どおりのため、挙手により賛成多数で立候補者全員が選任された。役員等の選

任の後、挙手により賛成多数で各候補者が会長、副会長、常任理事に選定された。また、渡辺

会長が中国四国ブロックの推薦により日医理事に選任された。詳細は、日医ニュースに掲載さ

れた。 

 

２）日本医師会臨時代議員会 

（１）令和４年６月２６日、日医会館において開催され、渡辺会長（日医理事）・清水副会長が出

席した。松本日医会長の所信表明の後、議事として、「第１号議案 令和５年度日医会費賦課

徴収の件」について審議が行われ、議案どおり承認された。続いて、ブロックからの代表質

問１７題について、それぞれ担当役員から答弁があった後、所信表明への追加質問２題につ

いて、松本日医会長から回答がなされ。詳細は、日医ニュースに掲載された。 

 

（２）令和５年３月２６日、日医会館において開催され、渡辺会長（日医理事）、清水・小林両副

会長が出席した。松本日医会長の挨拶に続き、「令和５年度日医事業計画及び予算」に関して

報告が行われた後、議事として、第１号議案「日医定款・ 諸規程一部改正」について審議が

行われ、原案どおり可決成立し、常任理事定数が４名増員となった。その後、代議員からの

質問１９件に対して、それぞれ担当役員から答弁がなされた。詳細は、日医ニュースに掲載

された。 

 
３）日本医師会広報委員会 

  令和４年４月１４日、Ｗｅｂで開催され、 田常任理事が出席した。議事として、(1)マスコ

ミとの関係の維持強化、(2)医療現場の声の意見収集力の強化などについて協議が行われた。

(1)では、医師会に対するイメージには誤解があり、活動内容もほとんど知られていないので、

繰り返し情報発信する必要がある。勤務医への広報にもなる。具体的にはマスコミ関係者との

懇談会、新聞記事、番組制作に協力する。(2)では、会員メーリングリストの活用、新入会員と

の懇談会を開催するなどの意見があった。 

 
４）日本医師会財務委員会 

  令和４年５月６日、日医会館において開催され、清水副会長が出席した。議事として、令和

３年度日本医師会決算について協議が行われた。令和３年度の事業全体としては、１年を通し

て新型コロナウイルス感染症の影響を受け、委員会など会内会議の多くがテレビ会議で開催さ

れたため、旅費や諸経費の発生が減少した。質疑後、委員全員の挙手により原案どおり承認さ

れた。決算は、本委員会の審査を経て理事会で承認されたものを６月２５日開催の日医定例代
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議員会で承認を受けた。また、医師年金事業特別会計は、長年の懸案であった不足金が解消さ

れた。 

 

５）都道府県医師会長会議 

（１）令和４年９月２０日、日医会館において開催され、渡辺会長（日医理事）が出席した。都

道府県医師会を６つのグループに分けたうち、Ａグループ（テーマ：新型コロナウイルス感

染症に対する医療提供体制)による討議が行われた後、全体討議及び事前に寄せられた都道府

県医師会からの１０の質問に対して日医執行部より答弁がなされた。詳細は、日医ニュース

等に掲載された。 
 
（２）令和４年１１月１５日、日医会館において開催され、渡辺会長（日医理事）が出席した。

Ｂグループ（テーマ：医療従事者の安全を確保するための対策）による討議が行われた後、

全体討議及び事前に寄せられた都道府県医師会からの質問に対して日医執行部より答弁がな

された。その後、日医より、「地域における面としてのかかりつけ医機能～かかりつけ医機能

が発揮される制度整備に向けて～」について報告があった。詳細は、日医ニュース等に掲載

された。 

 
（３）令和５年１月１７日、日医会館において開催され、渡辺会長（日医理事）が出席した。Ｃ

グループ（テーマ：学校保健を巡る諸課題）による討議が行われた後、全体討議及び事前に

寄せられた１６の質問に日医執行部から答弁がなされた。詳細は、日医ニュース等に掲載さ

れた。 

 

６）日本医師会設立７５周年記念式典並びに医学大会 

  令和４年１１月１日、日医会館において開催され、渡辺会長が出席した。日本医師会 高優

功賞２０名、日本医師会優功賞３名、日本医師会医学賞３名、日本医師会医学研究奨励賞１４

名に対する表彰並びに長寿会員慶祝者紹介が行われた。詳細は、日医ニュース等に掲載された。 

 

７）都道府県医師会事務局長連絡会 

  令和５年２月１７日、日医会館で開催され、岡本事務局長が出席した。松本日医会長の挨拶

の後、今期で退任となる北海道・埼玉・山梨・佐賀の各道県医師会事務局長に対し感謝状と記

念品が贈呈された。その後、講演「医師会の組織強化について」（釜萢日医常任理事）が行われ

たほか、茂松日医副会長より医師年金について説明があった。 

 
８）第１１回「日本医師会赤ひげ大賞」表彰式・レセプション 

  令和５年３月３日、日医と産経新聞社の主催により、秋篠宮皇嗣同妃両殿下ご臨席の下、岸

田文雄内閣総理大臣、加藤勝信厚生労働大臣などを始め多くの方々に出席を賜り、東京におい

て開催された。３月２５日にＢＳフジにて大賞受賞された先生方の活躍と表彰式の模様の特集

番組が放送された。 

 

９）その他 

（１）医療法人（診療所）における「持分あり医療法人」の「持分なし医療法人」への 

移行と事業承継に係るアンケート調査 

  医業承継の課題解決を支援する一つの選択肢として認定医療法人制度の延長等を実現するた

めのアンケート調査で、調査対象は、都道府県医師会の役員等で持分あり医療法人の診療所の
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開設者・管理者及びそれに準ずる方であった。本会役員及び地区医師会役員で協力いただける

方に協力いただいた。 

 

（２）松本吉郎先生選挙対策本部事務所開き 

  令和４年６月４日、東京で開催され、渡辺会長が出席した。都府県医師会長２８人を含む関

係者約 120 人が出席した。出席された日医役員候補者より挨拶があった後、東北、関東甲信越、

東京、中部、近畿、中国四国、九州の各ブロック代表者からの激励がなされた。 

 

（３）横倉義武先生旭日大綬章受章記念祝賀会 

  令和４年７月１７日、福岡市において開催され、渡辺会長が出席した。新型コロナウイルス

感染拡大が懸念されるため、式典のみ開催された。 

 

（４）トルコ・シリア地震への医療支援 

  日医より協力依頼があったため、本会としても日医の要請に応え、会報第 812 号において全

会員に支援を依頼した。 

 

 

２ 中国四国医師会連合との連携強化 

１）中国四国医師会連合常任委員会（会長会議） 

（１）令和４年９月２４日、広島市において広島県医師会の担当により開催され、渡辺会長、岡

本事務局長が出席した。冒頭、中国四国医師会連合委員長（広島県医師会長）松村 誠先生よ

り、この後開催された中国四国医師会連合総会のメインテーマを「オール中四で日医と共に

歩む～結束し中四から中央へ～」にしたいとの提案があり、了承された。議事として、(1)各

県における新型コロナウイルス感染症全数把握の見直しの動向と新規感染者数の推移、(2)日

医への提言要望状況、(3)隣接ブロック当番県・次期当番県医師会長会議での協議事項等につ

いて協議が行われた。詳細は、会報第 808 号に掲載した。 

 

（２）令和５年１月２２日、広島市において広島県医師会の担当により開催され、渡辺会長、岡

本事務局長が出席した。議事として、(1)12/17 隣接ブロック当番県・次期当番県医師会長会

議結果報告、(2)中国四国医師会連合常任委員会（会長会議）の今後の開催のあり方、(3)日

医役員（中国四国医師会連合推薦）のルーツの見直し、(4)中国四国医師会連合災害協定の見

直し及び実施細目等の制定などについて報告、協議が行われた。詳細は、会報第 812 号に掲

載した。 

 

２）中国四国医師会連合常任委員会・連絡会 

（１）令和４年６月２４日、東京において愛媛県医師会の担当により開催され、渡辺会長、清水

副会長が出席した。常任委員会では、議事として、(1)令和４年６月２４日～２６日の日程の

確認、(2)次回の中国四国医師会連合総会の開催（広島県医師会担当）などについて協議が行

われた。引き続き開催された連絡会では、中央情勢報告、財務委員会報告、各県医師会長の

紹介が行われた。詳細は、会報第 806 号に掲載した。 

 

（２）令和４年９月２４日、広島市において広島県医師会の担当によりハイブリッドで開催され、

渡辺会長（日医理事）、清水・小林両副会長、瀬川常任理事が出席した。議事として、(1)中

央情勢、(2)令和３年度中国四国医師会連合事業・会計について報告があった後、(1)今後開
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催予定の委員会・会議等、(2)次期開催県（香川県医師会）について協議が行われた。来年度

の中国四国医師会連合総会は、令和５年９月２３・２４日の両日に亘り高松市において開催

予定である。詳細は、会報第 808 号に掲載した。 

 

（３）令和５年３月２５日、東京において広島県医師会の担当により開催され、渡辺会長（日医

理事）、清水・小林両副会長、瀬川常任理事が出席した。議事として、中国四国医師会連合に

よる災害時医療救護活動について協議が行われた。また、(1)5/13 中国四国医師会連合医療保

険分科会開催、(2)中国四国医師会連合関連会議開催予定（香川県医師会担当）などについて

報告があった。詳細は、会報第 814 号に掲載した。 

 

３）中国四国医師会連合総会・各分科会 

  令和４年９月２４日、広島市において広島県医師会の担当によりハイブリッドで開催され、

渡辺会長以下役員が出席した。総会の後、２つの分科会、特別講演が行われた。詳細は、会報

第 808 号に掲載した。 

 

（１）第１分科会：新興感染症・地域医療構想 

 １）南海トラフ巨大地震を見据えた災害対策 

   日医より細川常任理事をコメンテーターに迎え、各県医師会への依頼事項４題、各県から

の提出議題２題、日医への提言・要望１題について協議が行われた。 

 

 ２）今後の新型コロナウイルス感染症対応における情報共有 

   日医より渡辺常任理事をコメンテーターに迎え、各県医師会への報告事項３題、各県から

の提出議題３題、日医への提言・要望２題について協議が行われた。 

 

（２）第２分科会：医療保険等 

 １）保険医療機関への指導等のあり方及び対策＞ 

   日医より長島・江澤両常任理事をコメンテーターに迎え、各県医師会への依頼事項４題、

各県からの提出議題３題、日医への提言・要望５題について協議が行われた。 

 

（３）特別講演 

  日本医師会長 松本吉郎先生より、「 近の医療情勢とその課題」と題して特別講演が行われ

た。 

 

４）中国四国医師会連合事務局長会議 

  令和５年２月１０日、広島県医師会館において開催され、岡本事務局長、小林・岩垣両次長

が出席した。医師会の組織強化対策など各県医師会から提出された１２の議題について協議が

行われた。 

 

５）関西広域連合協議会 

  令和４年９月２３日、大阪市において開催され、清水副会長が出席した。医師会に関連した

議事として、(1)今後の新型コロナウイルス感染症への対応（クラスターなど）、(2)南海トラフ

地震事前避難及び発災時の車での避難行動について協議が行われた。 

 

３ 地区医師会との連携強化 
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１）東部医師会創立５０周年・附属鳥取看護高等専修学校創立７０周年記念式典 

  令和４年１１月５日、東部医師会館において開催され、渡辺会長、岡田・瀬川・秋藤各常任

理事、太田理事が出席した。平井知事、渡辺会長、深澤鳥取市長より来賓祝辞があった後、記

念講演「ＡＩ技術を活用した医療の現状と近未来への展望」（講師：大阪大学大学院医学系研究

科消化器外科学講座学部内講師 三吉範克先生）が行われた。 

 

 

４ 情報ネットワークの推進 

１）情報システム運営委員会 

（１）令和４年４月６日、Ｗｅｂで開催した。議事として、「サイバーセキュリティ対策」につい

て協議を行った結果、まずは研修会を実施して「知識習得」から始めることとなった。講師

は、近藤博史先生（前情報システム運営委員会委員）にお願いする。詳細は、会報第 804 号

に掲載した。 

 

（２）令和４年１０月１３日、書面で開催した。協議事項として、鳥取県医師会総合メーリング

リストへの投稿内容に係る対応について、各委員より書面表決書を提出いただいた結果、対

応案に「賛成」の意見が多数であった。今後は、委員長が対応案に則って個別に対処するこ

ととした。 

 

２）医療情報研究会 

（１）令和４年５月１６日、オンラインにより前鳥取大学医学部医療情報部教授で協立温泉病院

長・日本遠隔医療学会長の近藤博史先生を講師に迎え、講演「医療機関におけるサイバーセ

キュリティ対策について－厚労省調査研究班の実態調査も含む－」を行った。現在、医療機

関において相次いでウイルス感染事例が報告され、医療提供体制に支障が生じているウイル

ス感染事例、そして医療機関がどのように対応していけばよいのかを説明いただいた。参加

者は９８名。 

 

（２）令和４年７月８日、オンラインで開催した。演題は、「 近のサイバー犯罪情報とその対策

について」、講師は、鳥取県警察本部サイバー犯罪対策課 鳥取県警部補 杉谷淳行氏。講演は、

情報セキュリティに関する一般的な内容で、ランサムウェア、EMOTET、サポート詐欺につい

て丁寧に説明がなされ、被害の未然防止方法、被害を受けた場合の対応方法などを分かりや

すく説明していただいた。参加者は６８名。 

 

３）情報システム担当理事連絡会 

  令和４年８月２日、Ｗｅｂで開催した。議事として、おしどりネット説明会について協議を

行った結果、９月６日にＷｅｂで開催し、おしどりネットに未入会の先生方、入会してもあま

り利用がない先生方を対象に利用の拡大に努めていくこととした。ＮＰＯ法人おしどりネット

と本会との共催については、理事会で協議を行い了承した。 

 

４）日本医師会医療情報システム協議会 

  令和５年２月２５・２６日の両日に亘り、「医療 DX202DX 推進の現状と将来の展望－DX 推進の

ためにできること、すべきこと－」をテーマにＷｅｂで開催された。１日目は、(1)医療 DX に

対する日本医師会の考え、(2)国が目指す医療 DX、(3)医療情報の標準化が目指す未来の各セッ

ションと、協議会開始に先立ち、「事務局セッション」が行われた。２日目は、(4)地域医療情
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報連携ネットワーク、(5)サイバーセキュリティの各セッションが行われた。詳細は、会報第

813 号に掲載した。 

 

５）「日本医師会医療情報システム協議会」報告会 

  令和５年３月６日、Ｗｅｂで開催した。議事として、先般開催された日本医師会医療情報シ

ステム協議会について、各セッションの担当者より報告を行った。会員への周知は、医療 DX に

ついて長島日医常任理事から説明をしてもらってはどうか等の意見が出されたが、オンライン

資格確認も軌道に乗っていない状況であり、令和５年度の医療情報研究会の企画も含め、しば

らく医療機関等の状況を注視しながら検討していくこととした。詳細は、会報第 813 号に掲載

した。 

 

６）ネットワークの構築・統合 

  鳥取県医師会では、メールアドレスのハッキングによりメールサーバに被害が出たことから、

それ以降、セキュリティポリシー等の策定、職員の研修会受講、OS プロテクト製品（AppGuard）

の導入など人的・物理的安全管理措置を行い、セキュリティレベルを上げた。今般、現状のサ

ーバ運用において、既に県医師会と地区医師会が繋がっていることを鑑み、県医師会の FILE サ

ーバの共同利用を行うためのネットワークの構築を行った。地区医師会には県医師会のサポー

トにより高度なセキュリティ態勢を構築していただくが、地区医師会にも安全な事務運営及び

機器購入費用等でメリットがあり、各地区医師会に説明を行い、理解を得られた地区医師会か

ら順次ネットワークを構築し、FILE サーバの共同利用を実施した。 

 

７）ＮＰＯ法人おしどりネット 

（１）ＮＰＯ法人おしどりネット理事会・運営委員会 

  Ｗｅｂにより、理事会３回（４月８日、６月２４日、３月１５日）、運営委員会２回（６月１

４日、１０月４日）開催され、理事長として 田常任理事が出席した。令和５年３月１５日に

開催された第３回理事会では、議事として、(1)令和５年度総会資料、(2)おしどりネット正会

員費徴収の廃止案、(3)来年度以降の活動方針について協議が行われた。 

 

（２）ＮＰＯ法人おしどりネット説明会 

  令和４年９月６日、Ｗｅｂで開催され、講演３題、(1)おしどりネットの機能と利便性（講

師：おしどりネット副理事長 近藤博史先生）、(2)私にとっておしどりネットは今や必需品（講

師：にしまち診療所悠々 岸 清志先生、(3)クリニックの日常診療におけるおしどりネットの利

活用（講師：子育て長田こどもクリニック 長田郁夫先生）の後、質疑応答が行われた。 

 

８）サイバー保険の加入 

  サイバー攻撃や情報漏えい、自社ネットワークの管理誤りなど企業のシステムに関連して発

生するセキュリティ事故に起因した第三者への賠償責任や事故対応に要する企業の諸費用を包

括的に補償する保険（損害保険ジャパン株式会社）に加入した。 

 

９）鳥取県サイバーセキュリティ対策ネットワーク総会 

  令和５年２月２０日、オンラインで開催され、谷口参与が出席した。ネットワーク活動状況

報告があった後、県内企業に対する情報セキュリティ対策実態調査についての検討と、実演

「ランサムウェアのデモンストレーション」が行われた。 
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10）テレビ会議システム 

  鳥取県医師会館と各地区医師会館の４拠点を結ぶテレビ会議を鳥取県医師会並びに鳥取県健

康対策協議会、鳥取県などの関係団体において約５０回開催した。多くの会議で利用され、医

療従事者の負担軽減に繋がっている。また、会員の勤務先、自宅等から参加できるＷｅｂ会議

を約５０回開催した。 
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14．その他に関する事項 

 

１ 行政との連携強化 

１）第７４回鳥取県医療懇話会 

  令和５年１月１２日、県医師会館において県福祉保健部、病院局、医師会が参集し開催した。

平井知事、渡辺会長の挨拶に続き、医師会が提出した６つの議題に対する県からの回答並びに

質疑応答を行った。詳細は、会報第 812 号に掲載した。 

 

２）鳥取県教育委員会との連絡協議会 

  令和４年１０月２７日、テレビ会議で開催した。医師会からは渡辺会長以下地区医師会役員

も含めた学校保健関係役員が、県教育委員会からは足羽教育長ほか９人の関係者が出席し、県

医師会から提出した１２の議題について協議、意見交換を行ったほか、県教育委員会事務局よ

り１１項目について報告があった。詳細は、会報第 810 号に掲載した。 

 

３）鳥取県学校結核対策委員会 

  近年結核患者が発見されていないことから、平成２４年度より定例的な開催とせず、必要時に

開催している。今年度は、結核健康診断の結果を各委員に送付し、本会からは笠木正明先生が参画

している。令和４年度定期健康診断における結核健康診断結果は、精検対象者１９名で、要観察１

名、 異常なし１５名、 未受検者３名であった。 

 

４）鳥取県がん教育推進協議会 

（１）令和４年８月４日、オンラインで開催され、尾﨑東部医師会副会長が出席した。議事とし

て、(1)令和３年度「がん教育推進事業」「出張がん予防教室」の報告、(2)令和４年度「がん

教育推進事業」「出張がん予防教室」の説明などについて報告、協議が行われた。 

 

（２）令和５年１月２０日、オンラインで開催され、尾﨑東部医師会副会長が出席した。議事と

して、(1)令和４年度「がん教育推進事業」「出張がん予防教室」の報告、(2)令和５年度「が

ん教育推進事業「出張がん予防教室」の説明の後、協議が行われた。 

 

５）鳥取県いじめ・不登校対策連絡協議会 

（１）令和４年１１月１８日、県教育センターにおいて開催され、鳥取市立病院診療局長 長石純

一先生が出席した。議事として、(1)令和３年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の

諸課題に関する調査結果、(2)いじめ問題及び不登校支援等に関する県の取組について説明が

あった後、(1)に係る県の状況及び県の取組について協議が行われた。 

 

（２）令和５年１月３０日、県教育センターにおいて開催され、鳥取市立病院診療局長 長石純一

先生が出席した。議事として、(1)令和４年度本県の不登校支援等の取組と成果、(1)本県の

いじめの重大事態の事例について説明があった後、(1)いじめの重大事態にいたった要因の検

討、(2)県の取組の改善等について協議が行われた。 

 

６）鳥取県特別支援教育推進委員会就学支援分科会 

  令和４年度は、３回、(1)令和４年１０月２７日、(2)令和４年１２月１５日、(3)令和５年１

月１９日、県庁において開催され、県立総合療育センター院長 汐田まどか先生、県立総合療
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育センターリハビリテーション部長 片桐浩史先生が出席した。議事として、障がいの種類及

び程度による教育措置の審査について協議が行われた。 

 

７）改正道路交通法に係る協力依頼 

  日本医師会及び警察庁から協力依頼があった。高齢運転者対策の充実・強化等を内容とする

道路交通法の一部を改正する法律が令和４年６月に施行された。今回の改正は、一定の病気等

に該当する疑いのある運転免許保有者に対して、臨時適正検査のほか、診断書の提出命令がで

きるなど、医師にも関係の深い事項が含まれている。 

 

８）鳥取県死因究明等推進協議会 

  令和５年３月２３日、オンラインで開催された。議事として、厚生労働省より国における死

因究明等施策の推進について報告があった後、(1)鳥取県における死因究明等に関する取組状況

と死体取扱等の現状、(2)鳥取県の死因究明等に関する課題への対応案について協議が行われた。 

 

９）第９回ワールドマスターズゲーム 2021 関西鳥取県実行委員会総会 

（１）令和４年５月１９日と５月２４日、書面決議で開催され、２つの議案、(1)令和３年度事業

報告及び収支決算、(3)令和４年度事業計画案及び収支予算案について承認された。なお、

「ワールドマスターズゲームズ 2021 関西」は、「ＷＭＧ2025 台湾」以後とし、「2026 年５月」

が会期予定となった。 

 

10）ねんりんピックはばたけ鳥取 2024 実行委員会宿泊・輸送等専門委員会 

（１）令和５年２月１０日、鳥取市生涯学習センターにおいて開催され、太田理事が出席した。

議事として、献立部会の設置が承認された。また、(1)ねんりんピックはばたけ鳥取 2024 実

施要綱（案）概要、(2)令和４年度事業の実施状況、(3)令和５年度事業の実施予定、(4)神

奈川大会視察について報告があった。 

 

11）ねんりんピックはばたけ鳥取 2024 総会・常任委員会 

 ＜総会＞ 

  令和４年８月１日、Ｗｅｂで開催され、渡辺会長の代理で岡本事務局長が出席した。平井知

事の挨拶、ねんりんピックはばたけ鳥取 2024（令和６年１０月１９日～２２日）の概要等につ

いて説明があった後、議事として、実行委員会の設立、会則案、委員等の委嘱、令和４年度事

業計画・収支予算案、常任委員会への委任事項案について協議が行われた。 

 

 ＜常任委員会＞ 

（１）令和４年８月１日、Ｗｅｂで開催され、渡辺会長の代理で岡本事務局長が出席した。平井

知事の挨拶の後、議事として、実行委員会・専門委員会規程、実行委員会事務局規程などに

審議が行われた。 

 

（２）令和５年３月１５日、常任委員会がホテルモナーク鳥取においてハイブリッドで開催され、

渡辺会長の代理で岡本事務局長が出席した。平井知事の挨拶の後、議事として、実施要綱案、

総合開会式・閉会式基本計画案、令和４年度事業報告及び収支決算見込み案、令和５年度事

業計画及び収支予算案について審議が行われた。 
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12）ストーカー加害者に対する精神医学的治療等制度に関する協定 

  令和４年１月１３日、県医師会館において、ストーカー事案の加害者に対する精神科医等の

専門医による治療や心理学的アプローチに関し連携・協力するため、鳥取県医師会と鳥取県警

察本部との間で協定を締結した。県内の窓口となる精神科医を渡辺病院、倉吉病院、鳥大医学

部附属病院の精神科医とし、個別に鳥取県警察本部との連携を図った。 

 

13）鳥取県消費者見守りネットワーク協議会 

  令和５年２月３日、とりぎん文化会館において定例会議が開催され、岡本事務局長が出席し

た。議事として、(1)県内の消費者被害の現状や各構成員の活動状況等、(2)市町村における見

守り体制の状況などについて報告、協議が行われた。また、会議に先立ち、「もうだまされな

い！特殊詐欺～被害者にならないために～」をテーマに公開講座が開催された。 

 

 

２ 関係団体との連携強化 

１）鳥取県精神保健福祉協会理事会・定期総会 

  令和４年４月２８日、白兎会館において開催され、渡辺会長が出席した。議事として、(1)令

和３年度事業実績及び歳入歳出決算、(2)令和４年度事業計画及び歳入歳出予算案などについて

審議が行われ、承認された。 

 

２）鳥取県人権文化センター 

 ＜通常理事会＞ 

（１）令和４年５月９日、県立生涯学習センターにおいて開催され、谷口参与が出席した。議事

として、(1)令和３年度事業報告及び決算、(2)令和４年度補正予算案、(3)役員の選任案、

(4)令和４年度定時総会の招集案について審議が行われ、承認された。 

 

（２）令和５年３月１４日、県立生涯学習センターにおいて開催され、岡本事務局長が出席した。

議事として、(1)令和５年度事業計画案及び当初予算案、(2)令和５年度資金調達及び設備投

資の見込み、(3)令和５年度補正予算案について審議が行われ、承認された。また、令和５年

度市町村支出金承認額などについて報告があった。 

 

 ＜定時総会＞ 

  令和４年５月２４日、県民ふれあい会館において開催され、岡本事務局長が出席した。議事

として、(1)令和３年度事業報告及び決算、(2)役員の選任案について審議が行われ、承認され

た。 
 

３）山陰医療人材育成支援機構ＮＰＯ法人設立記念式典 

  令和５年３月２１日、鳥大医学部において開催され、渡辺会長が出席し、挨拶をした。 

 

 

３ 四師会との連携 

１）四師会観桜会 

  本会が担当で開催予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大が懸念されたため、本会が

定めた「新型コロナウイルス感染症にかかる対応方針」に基づき延期とした。 
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２）「鳥取県助産師出向支援事業」協議会 

（１）令和４年１１月２４日、県看護研修センターにおいてハイブリッドで開催された。議事と

して、(1)令和４年度助産師出向・報告会開催・報告書、(2)令和５年度に向けた「助産師出

向支援アンケート」・「助産師出向支援事業」事業内容と予算案などについて報告、協議が行

われた。 

 

（２）令和５年２月１６日、県看護研修センターにおいてハイブリッドで開催され、小林副会長

が出席した。令和５年度に向けた「助産師出向支援アンケート」について報告があった後、

(1)令和５年度鳥取県助産師出向、(2)3/9 令和４年度「助産師出向支援事業報告会」、(3)令和

４年度報告書などについて協議が行われた。 

 

（３）令和５年３月９日、報告会が県看護研修センターにおいてハイブリッドで開催された。内

容は、(1)鳥取県の周産期医療の現状と課題、(2)助産師出向支援事業報告などであった。 

 

３）鳥取県訪問看護支援センター事業運営協議会 

  令和５年３月２日、Ｗｅｂで開催され、太田理事が出席した。議事として、(1)令和４年度鳥

取県訪問看護支援センター事業報告、(2)令和５年度鳥取県訪問看護支援センター事業計画案及

び予算案（新規事業概要）、(3)鳥取県内訪問看護ステーションの状況について報告、協議が行

われた。 

 

４）鳥取県薬剤師会薬事情報センター運営委員会 

  令和４年９月１５日、県薬剤師会西部支部において開催された。議事として、令和３年度事

業実績及び収支予算について報告があった後、(1)令和４年度事業計画及び収支予算、(2)住民

より寄せられた相談内容について協議が行われた。 

 

５）鳥取県看護協会役員との懇談会 

  令和５年２月２日、県医師会館において開催した。看護協会から２題、(1)診療所の新型コロ

ナウイルス感染症、(2)看護職員のキャリアアップに伴う処遇改善の推進、医師会から３題、

(1)看護師紹介業者の登録、(2)新型コロナウイルス感染症と看護師の退職者、(3)看護師の特定

行為について議題を提出し、協議を行った。詳細は、会報第 813 号に掲載した。 

 

 

４ 鳥取県医師会報の発行 

１）鳥取県医師会報の発行 

  鳥取県医師会報は、本会広報の主力をなすものであり、その充実を目途に広報活動の強化に

努めた。編集方針は、情報の伝達、執行部の意見開陳のほか、エッセイ等発表の場としている。

令和５年３月１５日までの発行回数は、第 802 号から第 813 号の計１２回であった。毎月の発

行部数は約 1,650 部で、全会員のほか日医及び各都道府県医師会、関係機関等へ送付した。 

 

 

５ 広報の強化 

１）鳥取県医師会メーリングリストについて 

  本会では、地域における医師会情報・医療情報の共有と会員同士の親睦を目的に以下のメー

リングリストを運営している。 
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  １．総合メーリングリスト（一般的な話題） 

  ２．連絡用メーリングリスト（医師会からの連絡など） 

  ３．緊急用メーリングリスト（医師会のサーバが使えない緊急時に用いるもの） 

  ４．学校医メーリングリスト（学校保健等の話題） 

 

２）鳥取県医師会ホームページ 

  平成９年１１月に開設し、平成２６年１０月１日より内容を大幅にリニューアルし運営を行

っている。当会からの情報を「鳥取県医師会のご紹介」「鳥取県民の皆様へ」「医師の皆様へ」

に分け、「鳥取県民の皆様へ」では、公開健康講座などのイベント情報、医療情報、医療機関

検索等を掲載し、「医師の皆様へ」では、鳥取県医師会報などの刊行物、医療保険情報、感染

症情報、生涯教育関連情報等を掲載している。 

 

 

６ 犯罪被害者支援対策 

１）とっとり被害者支援センター定時総会 

  令和４年６月２３日、とりぎん文化会館において開催され、会長代理として岡本事務局長が

出席した。決議事項として、(1)令和３年度事業報告及び収支決算報告、(2)とっとり被害者支

援センター役員の選任について審議が行われ、何れも原案どおり承認された。また、(1)令和４

年度事業計画及び収支決算、(2)令和３年度相談受理状況、(3)つかいみちを選べる募金助成事

業の実施結果について報告があった。 

 

２）「犯罪被害者支援カウンセリング制度」の協力 

  鳥取県警察本部では、平成２９年４月１日より犯罪被害者等の精神的被害の回復・軽減を図

り、より効果的な支援へと繋げるべく、制度の拡充を行うため、カウンセリング費用を公費に

より負担する制度を運用しており、本会として協力した。 

 

３）鳥取県犯罪被害者支援連絡協議会総会 

  新型コロナウイルス感染拡大防止対策に万全を期するため、書類審議で行われた。審議事項

として、(1)令和３年度活動結果報告案、(2)令和４年度活動計画案、(3)役員の改選案について

書面表決書の提出が求められ、全会一致により承認された。 

 

４）鳥取県被害者支援フォーラム 

  令和４年１１月２２日、とりぎん文化ホールにおいて開催され、岡本事務局長、谷口参与が

出席した。2001年に附属池田小学校事件でご息女の命を奪われた本郷由美子氏による講演「い

のちの重さを見つめ続けた２１年～愛しみと共に生きる」が行われた。 

 

４）鳥取県犯罪被害者支援連絡協議会連絡会 

  新型コロナウイルス感染拡大防止対策に万全を期するため、参集しての開催は中止とし、書

類による想定事例（死傷者多数事案）の検討に替えての書面で開催した。 

 

５）被害者支援を考える講演会 

  令和４年７月１５日、とりぎん文化会館において開催された。演題は、「闇サイト殺人事件

の被害者遺族になって」、講師は、犯罪被害者遺族 磯谷富美子氏。 
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６）鳥取県性暴力被害者支援協議会 

  令和４年４月２０日、Ｗｅｂで開催され、鳥取県産婦人科医会副会長 村江正始先生（協議会

長）、同参与 片桐千恵子先生、田治米佳世先生（鳥取生協病院）が出席した。議事として、

(1)令和３年度事業報告及び収支決算、(2)令和４年度事業計画及び収支決算、(3)令和４年度性

暴力被害者支援事業の実施状況及び今後、(4)性暴力被害者支援センターとっとりの支援状況に

ついて協議が行われた。 

 

 

７ 定款、諸規程の検討 

１）鳥取県医師会職員就業規程 

  始業・終業および休憩の時刻を、(1)午前８時３０分から午後５時１５分（休憩：午後０時か

ら午後１時）、(2)午前９時から午後５時４５分（休憩：午後０時３０分から午後１時３０分）

の２通りとした。職員は、６ヶ月毎に始業・就業時刻の変更申出を行うことができる。本件に

ついては、令和４年７月２１日開催の第６回理事会において承認した。 

 

 

８ 情報セキュリティ対策 

  本会における情報セキュリティポリシー等を策定し、令和２年７月１日付けで施行した。組

織的・技術的安全管理措置として、職員の教育、ハンドブックの策定、AppGuard の導入、物理

的安全管理措置として、会館内に防犯カメラを設置している。 

 

 

９ 第３１回日本医学会総会 

１）早期事前参加登録 

  令和４年１０月３１日までが早期事前参加登録期間（登録費１人 25,000 円）で、１１名の登

録につき１名分が無料となることから、希望する県医師会役員を登録した。また、７５歳以上

並びに４０歳以下の医師は、登録費が割引された（登録費１人 15,000 円）。地区医師会並びに

各病院へ早期事前参加登録をお願いするとともに、各地区医師会にリーフレットを送付し、理

事会、研修会等での配布をお願いした。 

 

２）第３１回日本医学会総会登録推進委員会地域別会合（中国四国エリア） 

（１）令和４年６月３日、Ｗｅｂで開催され、清水副会長、鳥大医学部長 中村廣繁教授が出席し

た。議事として、(1)登録推進委員および参加登録目標人数、(2)参加登録状況、(3)参加登録

推進に向けた施策（取得可能な単位、事前参加登録者専用サイト）、(4)今後の活動内容、(5)

今後のスケジュールについて協議が行われた。 

 

（２）令和４年９月１５日、Ｗｅｂで開催され、清水副会長が出席した。議事として、参加登録

状況、活動状況報告、Ｗｅｂ参加による取得可能単位一覧、サテライト会場の設置（日医産

業医学生涯研修単位）、登録推進ツール、今後のスケジュールについて報告があった。 

 

３）第３１回日本医学会総会拡大登録委員会 

  令和５年２月１日、Ｗｅｂで開催され、清水副会長が出席した。議事として、(1)参加登録状

況、(2)産業医セッションサテライト会場、(3)事前参加登録者特典、(4)おためし医学会総会、

(5)今後のスケジュールなどについて報告、協議が行われた。 




